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　真っ黒い獣けものだと、リリー・アクスは目の前に佇たたずむ少年を見て思った。

　自分と同じ黒いローブを纏まとう、闇やみ色の髪かみをした彼の鋭するどい紫むらさきの瞳ひとみは、獲え物ものとして自分を見ていた。

　十四という歳としにしては大おお柄がらな彼は、十歳のまだ幼おさない少女であるリリーへ大振りの剣を向ける。

　それだけのことで、本能的な恐怖に体が強こわ張ばる。

　同時に、胸むねが高鳴った。

　──この獣と喰くらい合いたい。

　リリーは腰こしの双そう剣けんを抜く。

　それが合図。深緑の色をした幼い瞳に獰どう猛もうな光が宿る。

　剣を構えたまま棒ぼう立だちの少年の懐ふところへ、リリーは躍おどり込んだ。そうして右手の刃やいばに炎を纏わせて放つ。

　少年は近距離からの魔術攻撃に身を退ひくかと思ったが、一歩、足を引いただけだった。

　リリーの脳のう天てんへと少年の剣が振り下ろされる。

　それをもう片方の刃で受ける。互いの刃が触ふれ合う瞬しゆん間かん、リリーは剣から風の塊かたまりを放つ。

　反動を利用してリリーは一いつ足そく跳とびに少年との距離を空あけ、両足が床につく前に間かん髪はつ容いれず右の剣から雷らい撃げきを放った。

　通常なら体勢を崩くずして隙すきを作るはずなのに、彼はほとんどその場から動いていない。

　あれを受け止められれば、隙ができるのは自分。

　リリーは弾はじかれる力の反動に備そなえて身構える。

　少年が大剣に雷光を纏わせて、リリーの攻撃を真正面から打ち払った。

　そのまま、一気に距離を詰つめてくる。

　突きが繰くり出されたのを、リリーは双剣に水を纏わせて受ける。

　だが、年上の男の腕わん力りよくには敵かなわず体が傾かしぐ。向こうがまだ攻撃の勢いを殺しきれていないのを見越して、そのまま横向きに倒れ込んだ。

　勢い余って床に剣を叩たたきつけてしまい動きが鈍にぶった少年の足を、左の刃に炎を纏わせて狙ねらう。ローブで護まもられた彼の足は燃えはしないが、こちらが体勢を直すだけの時間稼かせぎにはなる。

　立ち上がって一定の距離を取ったリリーは反撃に出る。

　右で炎を、左で風を。

　合わさったふたつの力は炎の竜たつ巻まきへと変じる。

　しかし、竜巻はすぐさま雷撃に撃うたれて千ち々ぢに引き裂さかれた。

　炎が飛沫しぶきのように散ちる中、リリーは小さな体たい軀くと敏びん捷しよう性せいを最大限に生かして少年へ斬きりかかる。

　捨て身ともいえる攻撃に驚おどろいたのか、少年が微かすかに目を開くのが視界に映った。

　そして次の瞬間には、薄うす汚よごれた天てん井じようが見えた。

　背中と後頭部でじんわりと広がる痛みに、自分が仰あお向むけに倒れているのだと気づく。それと両腕がじんじんと痛む。かろうじて双剣を握にぎってはいるが、持ち上げられそうにない。

「……負けた」

　初めてだった。

　士し官かん学校に五歳で入学して五年。教官以外に負けたことはなかった。

「大事ないか」

　少年が自分を見下ろしている。

「ない。痛いけど」

　起き上がらずにリリーは少年の目を見つめ返す。負けたのに、悔くやしくないのは不ふ思し議ぎだ。

　感情の起き伏ふくがほとんど見られない紫の瞳はずっと自分を見ている。

　悔しくないのはきっと、この目のせいだろう。

　年下のか弱い少女だとか、孤こ児じのくせにやたら魔力だけが高くて生なま意い気きだとか、そんなことは一切見ていない。

　ただ、自分の力に見合う強い相手を見つけて挑いどんできただけ。

「……殿でん下か、バルド殿下！」

　教官達が慌あわてふためいている声が聞こえてくる。

　それはそうだろう。彼はここグリザド皇こう国こくの第二皇おう子じである。

　そんな彼が士官学校に入ってすぐに、孤児の野や蛮ばんな野の良ら猫ねこと教官の許きよ可かなく試合をしたのだ。万一怪け我がでもされたら彼らの立場がない。

　リリーは痛む上体を起こす。その段になってやっと、バルドが手を差し伸べてきた。

　大きな手をそろりと取る。

　バルドはずっと自分を見ていた。いや、自分が視線を外さなかったせいかもしれない。

　手が離れて、視線が外れて、だけれど心の端はしにはずっと彼が引っかかっていた。

　試合が終わったら、そこで全てが終わるのが常だ。

　そしていつも通り、ひとりになる。敗者である自分にバルドは興きよう味みなど示さないだろう。

　しかし、そうはならなかった。翌日にはなぜだかバルドは自分の元に再び現れた。

　とにかく喋しやべらない、無表情のバルドにみんな手を焼いているようだったが、自分はそうではなかった。

　言葉は少なかったが、なんとなく言いたいことはわかったので適当に返事をした。

　表情はほとんどないが、やはりなんとなく感情の機き微びも見て取れるので、その時に応じて何が楽しいか聞いてみたり、何も聞かないで一いつ緒しよにいたりした。

　彼がどうして試合後も自分に会いに来たのかはわからない。

　だが言葉が通じて、感情が伝わるごとにバルドが自分の側そばにいる時間が増えた。自分から彼の側に寄っていくようにもなった。

　お互たがい、言葉もまともに通じない見知らぬ土地で、やっとわかり合える同どう郷きようの相手に出会えた気分だった。

　気づけば自分を遠巻きにしていた人間からは、バルドとの仲立ちを頼たのまれるようになっていた。

　陰かげで「獣の言葉は獣にしかわからない」と彼らが揶や揄ゆしているのを知っていたが、さして気にはしなかった。

　孤児と皇子。

　あまりにも身分に差がありすぎて、いつかその縁えんは自然と途と切ぎれてしまうものだと思いながら、ふたりで身を寄せ合って歳月を重ねていった。

　そうして『いつか』はなかなか訪おとずれることがなく、七年の歳月が過ぎる。
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　世界の主おもたる三大陸から離れてぽつりと海上に佇たたずむ国、グリザド皇こう国こく。

　この小さな島国は五十年余り、皇こう家けがハイゼンベルク家とディックハウト家に二分し、それぞれ皇こう主しゆとして君くん臨りんしようと正統性を争い、内乱が続いている。

　ここ数年、両者とも疲ひ弊へいが募つのって下火とはいえ、戦火が絶たえることはなく、今日も島の南東部にある湖の際きわでは争いが起きていた。

　広い湖こ畔はんを臨のぞむ灰色の砦とりでの西側では、黒いローブを纏まとった者達と白いローブを纏った者達が争っている。

『魔ま道どう士し』と呼ばれる皇国の軍兵達だ。

　黒がハイゼンベルク方、白がディックハウト方となる。

　魔道士達が握にぎる剣からは燃え盛さかる炎が、あるいはうねる水流が、またあるいは疾しつ風ぷうが放たれて、ぶつかり合う。

　攻めこむ黒がわずかばかり数が劣おとり、砦を守る白に押されている。

　じりじりと後退する黒の集団の中、ひとり前へと突出していく姿があった。少女と見られる背せ格かつ好こうの人物は両手に剣を持っている。

「負傷者は退たい避ひ！」

　十七になったリリーは周囲に命めいじて、ひとり白の集団へと突っ込んでいく。

　襲おそいくる炎を右手の剣に水を纏わせて受け流し、押し寄せる疾風を左手の剣の炎で巻き込んで、そのまま十数人の敵を火で包む。

　特殊なローブで身を護まもっているとはいえ、全てを防ぎきれずに負傷した者達は彼女との距離を空あけた。

　リリーへ新たな攻撃が向けられる。

　正面から真まっ直すぐに放たれる青白い雷らい光こう。

　リリーは俊しゆん敏びんに双そう剣けんを体の前で交差させ、敵と同じく雷光を纏わせて盾たてにする。攻撃を弾はじいた衝しよう撃げきで、背後からの炎の攻撃を敵もろとも吹き飛ばす。

　強い力の奔ほん流りゆうで巻き起こった風でフードが外れ、リリーの癖くせの強い金茶色の髪かみがこぼれ落ちた。そして彼女の相そう貌ぼうも露あらわになる。

「ああ、もう髪が傷いたむ」

　そうぼやく彼女の面おも立だちは整っていて愛らしい。

　特に印象的な深緑の大きな瞳ひとみは吊つり目がちで、獲え物ものを前にした猫ねこのように爛らん々らんと輝かがやいている。

「リリー・アクス……まずい」

　リリーの周りに群むらがり始めた白のひとりが、愕がく然ぜんとした声でつぶやいた。

「今頃気づいても遅いけど、名前まで知られてるとは思わなかったわ。双剣ってとこで気づかれなかっただけでもいいか」

　リリーがそう言うと同時に、砦の東側で爆ばく音おんがした。

　負傷した味方の後退を援えん護ごすることと、東側からの増援が来るまでの陽よう動どうがリリーの役目だった。

「くそ、『雷らい獣じゆう』が来るまでにあの小娘だけでもやれ！　総そう督とくに至し急きゆう防護の強化を!!」

　浮き足立つ白側に指揮官とおぼしき男が命じれば、数人が砦の東にある塔とうへ向かって行き、他は皆リリーに刃やいばを向けた。

　多勢に囲まれ退路もない中で、リリーはほんの少し口こう角かくを上げた。

　そして彼女が纏う雰ふん囲い気きは一変する。

　先ほどまでの戦闘は仔こ猫ねこがじゃれついていたようなものだと、白達は次の瞬間に気づかされる。

　防ぐことも攻めることもできず、瞬またたく間に白達は少女ひとりに焼かれ、吹き飛ばされる。

　リリーが指揮官の前に立つ頃には、ローブが真白いままでいる者は半数に満たなかった。
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　指揮官を叩たたき伏ふせた後、戦意を喪そう失しつした敵を横目にリリーは砦の東側を制圧した増援と合流していた。

「補ほ佐さ官かん殿どの、ご無事で」

「髪があんまり無事じゃないけど……後で毛先切らないとなんないわ」

　部下に迎えられた将軍補佐であるリリーは、熱で傷んだ毛先を見やって唇くちびるを尖とがらせる。

　魔道士にとってローブは鎧よろいだ。己おのれの血を数滴染み込ませたローブは各自の魔力に応じて鋼はがねよりも強固に身を護ってくれる。

　兜かぶとにあたるフードもそう簡かん単たんには取れないが、さすがに派は手でに魔力をぶつけ合うとうっかり外れてしまう。

　魔力の強さゆえに頭をやすやすと狙ねらわれる心配のないリリーにとっては、髪が傷んでしまうのが最大の悩なやみだった。

「いっそ短くしたらいいのに。リリー、似合うんじゃない？」

　話しかけてきたのは、軽けい薄はくな口く調ちようとは裏腹に生き真ま面じ目めそうな銀ぎん髪ぱつと眼鏡めがねの優やさ男おとこだった。

　彼の眼鏡の奥の瞳は涼すずやかな青で、整った風ふう貌ぼうも相まって穏おだやかな文人に見える。しかし腰こしには刀身の長い剣を一振り佩はいていた。

　どことなく不ふ均きん衡こうな印象の青年は、クラウス・フォン・フォーベック。五代続けてハイゼンベルク方の宰さい相しようを務めるフォーベック侯こう爵しやく家けの次男だ。

　大して役目を果たしていないが、バルドのお目付役である。最初にバルドと会った時も彼は側そばにおらず、ひとりで士し官かん学校の見物をしていたらしい。

　それでもバルドに近いところにいることが多いので、リリーとも付き合いだけは長い。

「長い方がいろいろできるから好きなの。そうだ、そんなことよりクラウス、城じよう壁へき吹き飛ばしすぎなかったわよね」

「『杖つえ』がいたし、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、補修にはそんなに手て間ま取どらない。なあ」

　クラウスは周囲に同意を求めるが、微び妙みような反応しか返ってこなかった。

　彼の魔術は威い力りよくこそあるが、いつも加か減げんが大おお雑ざつ把ぱなせいか暴走する。おそらく予定より大おお幅はばに破は壊かいしたに違いない。

「……あんたのやることだから想定内だけど。それで、バルドは予定通り？」

　もはや長年の付き合いでクラウスの仕事の雑ざつさには半なかば諦あきらめ気味のリリーは、これ以上言い合う気力もなく塔の方へ目を向ける。

　塔は薄い皮ひ膜まくに似たものに包まれて、表面を雷光が走っていた。

「てこずってるわけじゃないわよね。単にやる気がないだけ？」

　リリーはクラウスを見上げて眉まゆを顰ひそめる。

「リリーがひとりで陽動役を買って出たから拗すねてるんだろ。うちの将軍様は我わが儘ままで困るな」

「あんたは人のこと言えないでしょうが、この駄だ眼鏡めがね。様子見てくるからここ頼んだわよ」

　やれやれとリリーは塔へと向かって歩き出した。

　周囲の魔道士達は皆、一様に帯剣しているが、中には杖を持った者もちらほらいる。

　魔術を扱うには媒ばい体たいがいるのだ。魔道士の魔力は一時的に媒体に溜ため込まれてから、様々な力に変えられて放出される。

　本人の資質によって攻撃を主とする『剣つるぎ』、防衛を主とする『杖』、治ち癒ゆを行う『玉ぎよく』のいずれかを選ぶことになる。

　いずれにしてもローブと同じように、自分の血を用いて術者との繫つながりを作っておかねばならない。

「塔ごと破壊しない力加減が面めん倒どうくさいのかしら」

　現在ディックハウト側の『杖』の魔道士によって護られている塔が間ま近ぢかに迫せまってくる中、リリーはなぜ自分の上官である将軍が、あの結界を破れないのか考える。

　塔付近に来れば白いローブの敵兵が多く倒れているのが見えた。敵はいないが、巻き添えを食らいたくないのか味方すらほとんどいない。

　やがて大きな黒い影が見えてくると、リリーはひとつ深呼吸をした。

　まだ十数歩先にいるのに、肌はだがぴりぴりするほど強い魔力を感じる。常人なら本能的に近づくことを躊躇ためらうだろう。

　しかしリリーは臆おくすることなどない。

「バルド、代わるわよ」

　出会った頃よりさらに成長し、自分より頭ふたつ分近く大きくなったバルドへ無ぶ遠えん慮りよに声をかけた。

　彼はちらりと振り返り、少年の頃よりも精せい悍かんさが増した顔でリリーを見やる。鈍にぶく光る紫むらさきの瞳は気の弱い者なら失しつ神しんしてしまいそうなほど鋭するどい。背丈が高く頑がん健けんそうな体格に、殺さつ伐ばつとした雰囲気も合わさって、ますます獣けものじみてきている。

　バルドはハイゼンベルク家の次男、つまりグリザド皇国の第二皇おう子じとして、二年前に年若いながら雷らい軍ぐんの将軍に任命され、皇軍五将のひとりとなった。

「リー、噓うそ」

　唸うなるようにバルドがリリーを愛称で呼び、短く批ひ難なんする。

「噓は言ってないわよ。本当のこと、言わなかっただけ。将軍がひとりで陽動なんてしないの。だいたい、一番にたどり着くのはあんたっていう命令でここに来たんでしょ」

「卑ひ怯きよう」

「だって、向こうの総督が『杖』だって言ったら、絶対につまんないからクラウスあたりに押しつけてたじゃない。それに命令を盾に取るのは別に卑怯でもなんでもない。ほら、その辺の文もん句くは後で聞くから代わる、代わらない？」

　リリーの質問にバルドは無言で塔に向き直る。

　塔の側では中年の白いローブを着た総督が杖を構えていた。その周囲にも十数人の杖を握る者達がいる。おそらく増援が来るまで、結けつ界かいでバルドの魔力を削けずっておく算段だろう。

（無む駄だな抵抗だわ）

　リリーがそう思った時、バルドが雷光の絡からみつく大振りの剣を一振りした。

　耳をつんざく轟ごう音おん。視界から色が消し飛んで真っ白になる。

　ひとつ瞬しばたたけば、杖が折れて倒れ伏す魔道士達の姿が目の前にあった。総督だけは膝ひざをついてはいるものの、かろうじて倒れていない。

　衝しよう撃げきのせいか、埃ほこりやよくわからないものが頭上にぱらぱらと落ちてくる。

　これだけの数の魔道士が作った結界を、たった一撃で破るのは至し難なんの業わざだ。それをなしえるだけの強大な力と、雷いかずちのみを操あやつるがために、バルドは敵から『雷獣』とあだ名されていた。

　味方側にも密ひそかに呼ぶ者はいるものの、表立っては別の呼び方がされている。

「あたしに文句言うためだけにもたもたやってたわけね」

　広い背中に呆あきれた声をぶつけると、彼は何も答えず塔に向かって歩き始めた。リリーはまったく、とぼやいてその後に続く。

「ハイゼンベルクの獣が……全ては我らが皇主様のものだ。ディックハウトこそ、真に魔道士の頂いただきに立つ者だ」

　結界を破られた反動で両の腕をずたずたに引き裂さかれ、ローブを深しん紅くに染めた総督がバルドを睨にらむ。

　そんな総督を一いち瞥べつもせず、バルドは塔の中へと突き進んでいく。

　リリーは後ろから味方がやってくるのを確認し、バルドを追って塔の中に入った。灯あかりもなく窓も小さい塔の中は暗い。

「救援に参りました！　アンテス卿きよう、どちらにおられますか？」

　リリーが声を張り上げると音が反響する。やがて返事がした方へふたりは向かった。

　鍵かぎのかかった扉とびらをバルドが力ちから尽ずくで開けると、薄うす汚よごれてはいるが気品の漂ただよう紳しん士しがいた。彼は突然暗い扉の入り口からぬっと現れた死神のような大男に怯ひるんだものの、それが誰だれなのか悟さとるとすぐさま跪ひざまずいた。

「おお、バルド殿でん下か……！　まさか『雷らい皇こう』御おん自みずから救援に来てくださるとは」

　少々大げさにアンテス卿が感かん涙るいして、もうひとつのバルドの呼び名を口にする。

「将軍」

　リリーはひとまず補佐官らしくバルドの後ろで膝をつき、アンテス卿へ気の利きいた言葉をかけるようせっつく。

「…………忠ちゆう臣しんのためならば当然のこと」

　事前に用意されていただろう台詞せりふを抑よく揚ようなくバルドが言う。棒ぼう読よみな上におそらく表情すら微み塵じんも動いていないこの言葉は、あまりにも噓くさい。

　だがアンテス卿には素す晴ばらしいお言葉に聞こえたらしく、ひたすらに感動している。

「して、そなたは双剣ということは補佐官殿か。本当にお若い」

　やがて好こう奇きの視線が向けられて、リリーはうつむきがちだった顔を上げる。

「若じやく輩はい者ものが殿下のお側に仕つかえているのは心こころ許もとないでしょうが……」

「ああ、いや。よくやっていると聞いている。それよりも砦奇き襲しゆうの命を受けておきながら、敵に囚とらわれてしまった私の方がよほど面めん目ぼくない」

　本来この砦攻略は、湖近くに領地を持つアンテス卿の指揮の下で行われていた。綿めん密みつに奇襲計画まで立てていたのだ。しかしながら、皇都に救援要よう請せいが届いた。

「……バルド殿下、己の失態を言い訳するつもりはないのですが、ただ腑ふに落ちないのです。敵方は我々の動きを事前に把は握あくしていたとしか考えられません」

「承しよう知ち」

　短すぎる言葉と感情の読めないバルドの様子に、アンテス卿が戸と惑まどいを見せる。

「内通者の可能性に関しては、こちらでも疑いを持っています。それにアンテス卿の軍が全力を尽つくし、策さくにあたったのもわかっています。ですから、こうして即時殿下自ら救援に参りました。後ほど、詳くわしい状況をお聞かせいただけますか」

　リリーが補足すると、アンテス卿は大きくうなずいて感心する。

「噂うわさに違たがわぬというか、いえ、殿下、どちらへ」

　バルドが突然無言で身を翻ひるがえして、すたすたと出て行く。

「卿がゆっくりと身を休められるよう、殿下はお下がりになるそうです」

　実際は話をするのが面倒くさくなっただけに違いないが。

　七年経った今でも、バルドは変わらない。そのために十五の時、自分は他の人間とバルドの仲ちゆう介かい役やくとして将軍補佐に任じられた。

　戦場に放り出しても、簡単には死にそうにないぐらいの実力を認められた形でもあるが。

（もう、やだ。敵は弱くてつまんないし、仰ぎよう々ぎようしい喋しやべり方しなきゃだし。だいたいこういうのはクラウスがやるべきなのよ）

　リリーは心中で愚ぐ痴ちを吐はいて、入れ替わりにやってきた媒体となる貴石の塡はまった指輪をつけている『玉』の魔道士にアンテス卿を任せる。

「勝ったはいいがいつまで保もつか」

「北も危ないらしいぞ。あちらが落ちればこちらもまた……」

　すれ違う魔道士達の声に、戦勝に対する喜びは薄い。彼らの顔には疲労と憂うれいしか見られなかった。

　リリーはますます気が滅め入いるだけの会話を聞き流して塔の外に出る。

　明るい屋外にもまだ埃が舞い、焦こげ臭くささや血の臭いばかりで気が晴れる要素は欠片かけらもない。リリーはローブを被かぶり直し、手持ち無ぶ沙さ汰たでぼんやりと立っているバルドへと視線を向けた。

　彼に近づく者はいない。意図的に避さけているのがわかる。

　声をかけてもほとんど返事らしいものはなく、いつも凶きよう悪あくな顔つきで機き嫌げんの善よし悪あしもわからないので、下手に怒おこらせたくないと誰も彼に近寄らないのだ。

　彼らの脳のう裏りには、戦闘時のバルドの姿がこびりついていた。

　他者を圧あつ倒とうする魔力で敵を屠ほふる姿は、縄なわ張ばりを荒らすものを容よう赦しやなく襲う猛もう獣じゆうそのものだ。

　迂う闊かつに機嫌を損そこねたらどうなることかと誰もが恐れる。

　まっとうに言葉を操らない、表情もほとんどない。そうして戦闘時の獰どう猛もうさもあって、味方からも密かに『雷獣』と呼ばれてしまっている。

「連勝記録がまたできたわね」

　リリーは彼の隣となりに立ち、つまらなそうな顔を見上げた。

　ハイゼンベルクの第二皇子は不敗の将として知られる。

　バルドは確かに強いが、勝てる見込みの高い戦いくさにしか出されないからでもある。圧勝と見せかけるための出陣だ。

　そんな小こ細ざい工くを必要とするほど、今のハイゼンベルクは追い詰められていた。
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　今より千年ほど昔、小さな島にグリザドという男が現れた。彼がどこからやってきたのか誰も知らない。ただその男は、不ふ可か思し議ぎな力を持っていた。

　彼の振るう剣からは炎や水が溢あふれ、かざした杖は目に見えない頑健な防壁を作り、身につけた指輪で人の傷を癒いやした。

　グリザドは不可思議な力を人々に分け与え、多くの魔道士を作り出して島を己の国とし、皇主となった。これがグリザド皇国の始まりである。

　そしてグリザドは島の北東に位置する丘の上に構えた城を頂点にして、螺ら旋せん状じように白壁の街並みが広がる皇都ベルシガを築いた。

　現在、ベルシガに皇主として君くん臨りんするのは、グリザドの血脈を引き継つぐハイゼンベルク家である。

　王宮は上から見下ろすと正方形の形をしており、荘そう厳ごんさより精せい緻ちさに凝こっている。

　リリーはバルドと共に、海を見渡せる城の屋上部にある空中庭園にいた。ふたりとも戦場ではないのでフードは被っていないものの、軍人としてローブを纏い、帯剣したままである。

　リリーは高く結ゆい上げた髪を揺らしながら、初夏を間近にして落ちた遅咲きの椿つばきが流れる水路沿いを歩く。

　たどり着いた四阿あずまやには、車椅い子すに乗った黒髪の青年がいた。

　彼はふたりの姿を認めると二は十た歳ち前後の若い侍じ女じよをひとりだけ残し、他に控ひかえていた者を下がらせる。

「帰き還かん早々呼びつけてすまないね」

　理知的な雰囲気を宿した青い瞳を持つ、蒼あお白じろい肌の青年が柔やわらかく微笑ほほえむ。

　体つきは華きや奢しやで、袖そで口ぐちから覗のぞく指先も少女のように細く白いが、不思議と脆ぜい弱じやくさは感じられない。

　堂々たる雰囲気の彼は、二十六になる第一皇子のラインハルトだ。つまるところバルドの兄である。髪の色と整った造ぞう作さく以外は真逆だが、バルドとは同母兄弟になる。

「役目、果たしました」

　バルドがラインハルトに声をかけている間、リリーは膝をついてその様子を見守る。

　いつも通り無ぶ愛あい想そうではあるが、内心は誇ほこらしくあるのだろう。いつもよりは声に抑揚が感じられる。

　ラインハルトは子供の頃から体が弱く、跡あと目めを残せない。だからこそこのふたりに争いの火ひ種だねはなく関係は良好で、バルドは兄の前では借りてきた猫のように大人しい。

「よくやってくれた。リリー、君にもいつも苦労をかけるね。それで、アンテス卿からは……そうか。やはり内通者か」

　リリーが聞き取ったことを説明すると、ラインハルトが膝の上で手を組んで悩ましげに眉根を寄せる。

「排はい除じよ、します」

　兄の苦悩を感じて殺さつ気きを放つバルドに、ラインハルトが苦く笑しようする。

「ディックハウトの信しん奉ぽう者しやを一いつ掃そうできればそれに越したことはないのだがね……もうずいぶん入り込まれてしまっている。このままでは、内から崩くずされるのも時間の問題か。そろそろ臣民への取り繕つくろいも難しいな」

　現在、表面上は獲得している領地の大きさや兵力で、ハイゼンベルクが優位だ。

　それに手を打つ形でディックハウトは十数年前より、魔道士の血脈の神聖性を喧けん伝でんし始めた。五年前からは弱じやつ冠かん五歳で即位した幼おさない皇主を祀まつり上げて、本格的に神格化を推おし進めている。

　一時期ハイゼンベルクが領地拡大に躍やつ起きになり、下級魔道士を使い捨てにする戦略を乱発した失策もあり、ディックハウトの信奉者は増える一方だ。

　表向きは黒だが、いつ白にひっくり返るかもしれない領主の数も増えた。ハイゼンベルクの敗戦の影は、次第に大きく膨ふくらみ始めている。

「こちら側が約やく定じようを破ったという事実が根底にあるのも分ぶが悪いな」

　ラインハルトが重苦しくつぶやく。

　ハイゼンベルクとディックハウト。どちらもグリザドの血を引き、一時期は両家で皇位を交互に継ぐ取り決めをしていた。

　しかし五十年前、ハイゼンベルクが約定を破り、戦乱となった。

（まあ、そこだけ聞いたらそりゃこっちが悪いわよね。ディックハウトの統治力がなかったっていうのも怪あやしいし）

　リリーは話を聞きながらそう思う。

　士官学校時代にハイゼンベルクはディックハウトの政策方針に危機感を抱いた、と大たい義ぎ名めい分ぶんをあれこれ習いはしたものの、胡う散さん臭くさい。

（あたしにはどっちが正しいかなんて、どうだっていいことだけど）

　己の全力をもってぶつかり合い、勝利する瞬間の、あの何ものにも代えがたい高こう揚よう感かんを得られるならなんだろうといい。

　ただひとつ、ハイゼンベルク方であることに思うところがあるとするなら。

　リリーはバルドの広い背を見上げる。

　彼との出会いが戦場でなかったことは、幸か不幸かいまだにわからない。

「兄上が皇主になればいいのです。父上は不要。宰相はもっと自じ重ちようすべき」

　バルドの言葉は父親とはいえ、皇主に対するものとしてはあまりな言いようだったが、事実ハイゼンベルクの現皇主は無能だ。

　とはいえ、現在によらずここ数代の皇主は、宰相の言うことに是ぜと応えるだけの首振り人形である。ディックハウトも同様で、あちらの皇主はまだ十歳の幼子。

　皇家同士の争いも焚たきつけたのはそれぞれの宰相家だ。実質は皇家同士というより、宰相やそれに追つい随ずいする者の権力闘争である。

（だからクラウスに全部押しつけられないのよね。……そもそも押しつけてもあの駄だ眼鏡めがね絶対やらないわ）

　本来ならばここにいるのは自分より、宰相家次男であるクラウスが相応ふさわしい。ただこの傀かい儡らい政権状態をよく思わないラインハルトは、バルドの補佐をクラウスには任せきらない。

　そもそもクラウスはなんのかんのと言い訳してのらりくらり仕事からすぐ逃にげるので、ラインハルトには好都合だろう。

（そのツケが全部あたしに回ってくるのはどうなのよ。というかもう下がっていいかな。新しいローブ作りたいんだけど）

　リリーは使い古したローブの新調に思いを馳はせるが、ラインハルトからは退出の命がいつまでたっても出ない。

「私がなったところで、現状はそう変わらないよ。それに、もう墓場に近い身だ。せめて生きているうちに神じん器ぎが揃そろうところを見られたらいいのだけどね」

「必ず取り戻します。リーも一いつ緒しよにやってくれる」

　突然バルドに話を振られて、ええ、とリリーは控えめに応える。

　皇家には代々引き継いでいる神器がある。

　皇祖グリザドの体は死後、右腕が剣に変じ、左腕は杖に、最後にその心しん臓ぞうは深しん紅くの宝玉へ変化したという言い伝えがある。

　この三つが神器とされ、国の三さん箇か所しよに社やしろを造り、それぞれ祀られていた。

　皇家を分断した争いの最中、剣と玉をハイゼンベルクが得て現在は皇都に安置しているが、杖はディックハウトに奪われてそのままである。

　ディックハウトが現在皇都と称しているのも、杖を祀っていた社がある島の南西部だ。

　それもまた分が悪かった。

　本来あるべき場所に祀られていなければならない神器を、ハイゼンベルクは皇都に持ち出してしまっている。

「お前が自ら取り戻すのが最良だな。いずれはお前が皇主となるのだから」

　皇位継承権第一位であるラインハルトが、現皇主より長生きできる可能性は低い。

　バルドが『雷皇』と呼ばれる所以ゆえんも、実質的には次の皇主が彼に決まったも同然だからというのもある。

　そして今回の救援にバルドが選ばれたのは、次期皇主自ら真っ先に忠臣を救出するという演出だ。

　揺ゆらいでいるハイゼンベルク家への忠を固めるためと、敵はもちろん味方に絶対的な力を見せつけるために、ラインハルトはバルドを出陣させている。

（結局、誰が皇主になろうがハイゼンベルクはもう終わりだろうけど）

　士官学校にいた頃には景気のいい戦勝の話ばかり聞かされたものだ。

　だが実際将軍補佐という地位についてみれば、寝返りや困こん窮きゆうする戦局の処理ばかりで暗あん澹たんとした先行きしか見えない。魔道士達の士気も右肩下がりだ。

「そろそろ明るい話題も欲しいところだな。例えば、お前の婚こん儀ぎもいい」

　ふと声色から憂ゆう鬱うつさを取り払って、ラインハルトが微笑んだ。

「婚儀」

　バルドが怪け訝げんそうにつぶやく。

「そう。婚儀だ。そこでリリー、君にどうしても頼たのみたいことがあって、今日はそのために来てもらったんだ」

「頼みたいこと、ですか？」

　リリーは警戒心も露わにラインハルトを見上げる。表情こそにこやかだが、この皇こう太たい子しが自分に頼みとはただごとではない。

「ああ。知人に紹介されたご令れい嬢じようをバルドの伴はん侶りよにしたいと思っているが、バルドはこの通りだろう。君がいないと、上う手まく他人と交流できない」

　ラインハルトの声も表情も柔らかいままだが、言葉には確かに棘とげがあった。

「さすがに、夫婦間で会話もできないでは困るから、彼女にバルドとの接し方を君が教えてくれないか」

「かまいませんが……弟君の方も人見知りが激しいので」

　ひたすら無表情で嫌いやそうな雰囲気を醸かもし出しているバルドに視線を向ける。

「それをどうにかするのも頼めるかな。バルドも、リリーと親しい相手なら大丈夫だろう」

　返事を促うながされたバルドが無言でラインハルトとリリーの間で視線を彷徨さまよわせた。

「エレン、彼女を呼んできてくれ」

　いつまでたっても返事をしない弟にラインハルトが苦笑し、側に控えている侍女へ声をかけた。

　やがてエレンという侍女に付き添われて、ひとりの淑しゆく女じよが現れた。

　細身の群ぐん青じよう色いろのドレスに身を包み、赤茶の髪を綺き麗れいに結い上げたその人は、年の頃はリリーと同じに見える。

　緊張気味の表情が初うい々ういしく、愛らしい令嬢だった。

　やたら気き位ぐらいの高そうなお嬢様だったら面倒だと思っていたリリーは拍ひよう子し抜ぬけする。

　しかし同時に、これはこれでうっかりバルドに見つめられて気絶するのではと心配になる。

　実際に気の弱そうな令嬢が、夜会でバルドにぶつかってしまい、視線を向けられて恐怖のあまり失神したことがあった。バルドは怒ったわけでもなく、ぶつかってきたものを反射的に確認しただけだったのに、だ。

「バシュ伯はく爵しやく家けのご息そく女じよのカルラ殿だ」

　カルラが緑玉の瞳を震ふるわせながらドレスの裾すそをつまみ、優ゆう雅がに礼をする。

「バルド殿下、お初にお目にかかります。バシュ家のカルラです」

　リリーはちらりと、悪あつ鬼きのごとき表情になっているバルドの様子を窺うかがう。

　ただでさえ険けわしい目つきが一段ときつくなっているのは、警戒心の表れだ。

　カルラは仔こ兎うさぎのように怯おびえ、笑顔を強こわ張ばらせてしまっている。それでも悲鳴も上げず、かろうじて笑顔を保っていた。見た目ほど繊せん細さいではなさそうだ。
















「カルラ殿、バルドはこう見えて奥手でね。本当は優しくていい子だからよろしく頼む。ただ口下手でもあるから、馴なれるまではバルドの補佐官のリリーに困ったことを相談してくれ。彼女には士官学校時代から世話になっていて、君と同じ市井しせい育ちで歳も一緒だから相談しやすいと思う」

「よ、よろしくお願いします」

　目に見えて胸を撫なで下ろしたカルラに、リリーは目を瞬しばたたかせる。

「市井育ちなんですか？」

　カルラは生きつ粋すいの伯爵令嬢にしか見えなかった。

「ええ。わたくしの母は父の妾めかけでしたので」

　珍めずらしくない話だ。貴族は家同士の利害関係だけで結婚するもので、身分が低ければ妻として迎えられることはない。その代わりに寵ちよう愛あいの度合いによっては家を用意してもらい、妻同然の扱いをされることもある。子供は男児であれば正妻に引き取られたりするが、カルラは利用価値が出てきてやっと引き取られたらしい。

「あの、リリー様も市井育ちというのは？」

「あたしは孤こ児じです。親は知りません。そういうことで、そんなにかしこまらなくてもかまいません」

「そうなのですか……」

　少女ふたりの間に微妙な空気が流れる。

「では、私はもう下がるから、バルド、くれぐれも失礼のないように」

　沈ちん黙もくに困り顔を見せたラインハルトは、エレンに車椅子を押させてひとり退出してしまった。

「俺も帰る」

「ちょっと待ちなさい。あんたは帰っちゃ駄目でしょう。ほら、挨あい拶さつぐらいはしなさい」

　その場から逃げようとするバルドのフードを摑つかんで引っ張る。

「話をするのは明日。疲つかれた」

　帰ってきてゆっくり兄と話せないどころか婚約者候補まで押しつけられたせいか、バルドは不機嫌そうにカルラを見る。

　見られたというより、睨まれたに近い。彼女は青ざめた顔で硬こう直ちよくしてしまった。

「嚙かみはしないから怖がらなくてもいいですよ。ほら、帰るならあたしじゃなくてカルラ様に何か言う」

「…………また明日」

　握ったフードを引っ張ってリリーが叱しつ咤たすると、バルドは不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていでそれだけ言った。

　リリーはため息と同時にバルドのフードから手を離し、あとは放っておくことにした。

　機嫌が悪い時にしつこくついて回ると余計に拗すねる。自分から寄ってくるまでは放置しておくのが最良の対応だ。

（それにしたって、今日は気が短すぎよ。苦手な子でもなさそうだし）

　いつもはもう少し辛しん抱ぼう強いはずだ。つけ加えてラインハルトの命ならば黙だまって立っているだけでもしただろうに。

　小首を傾かしげつつ、バルドがいなくなって緊張が和やわらいだカルラに視線を向ける。

「ごめんなさい。殿下は顔が怖いだけで、闘たたかう意思がない相手には攻撃しないから安心してください。……えっと、で、どうする？　ごめんなさい。どうしますか？」

　つい口調が雑になり、リリーは言い直す。

「かまいません。わたくしは半年前まで市井暮らしでしたし、そんなふうに扱っていただく身ではないので……」

「じゃあ、普通に話すけどいい？　あと、面倒だからあなたもそんなにかしこまらないで。あたしも嚙みつきはしないから」

　カルラの瞳を見つめると、彼女は泣き出しそうな笑顔を作った。

「ありがとう。よかった。この半年、普通に話せる人がいなくて息苦しくて……。リリーは、すごいのね。バルド殿下とあんなに親しいなんて」

「馴れれば平気よ。顔以外は怖くないから……あなたも災さい難なんね」

『結婚』と口にしかけて、リリーは言葉を濁にごした。

　次期皇こう妃ひといえば聞こえはいいが、いずれ心中しなければならなくなるかもしれない命運だ。彼女はどれぐらい現状を把握しているのか。

「……大変だけど、せっかく父からいただいた役目だし、果たしたいわ。あまりお気に召してはくださらなかったようだけど」

　不安そうにうつむくカルラの様子からは、一時しのぎの景気のいい話題作りに利用されることまでわかっているかは判断できない。

「人見知りが激しいだけ。カルラが馴な染じむ頃には殿下も馴染むわ」

「ええ。そうだといいけれど……リリー、ちょっとだけ海を見ていい？」

　緊張の解けたカルラが言うのにリリーはうなずいて、庭の端はしまで案内する。花がほとんど落ちた椿の生いけ垣がきの道を抜け、陶とう磁じ器きを散りばめた小道を進めば瀟しよう洒しやな柵さくがあった。

　そこからは紺こん碧ぺきの海へと流れ込む街が見渡せる。白壁の家々は丘を下るほどひとつひとつが小さくなっていく。

「こんなに高いところから海を見るなんて思いもしなかったわ。わたしの家、ずっと下のあのあたりにあったの」

　カルラが港こう湾わんのすぐ近くを指差す。下に行けば行くほど階級は低くなるのだ。

「孤児院は反対側の中層にあったわよね」

「うん。でもあたしは五歳で士官学校に入ったから、あんまり覚えてないわ」

　全く覚えていないということはないのだが、あまりいい記憶はない。

　リリーは生まれて間もない真冬に、孤児院前に捨て置かれていた。

　孤児院は基本的には、戦で親を亡なくした一定階級以上の子供を一時的に預かる場だ。大抵の子供が一年足らずで縁者に引き取られる中、自分には誰も迎えが来なかった。

　聞きかじっただけの魔術を短刀で扱って遊んでいたのも、他の孤児からは奇き異いに見られていた。

　ずいぶん前から士官学校の方へ院長が相談をしていたらしく、五歳になった時に士官学校より迎えが来た。

「五歳……それならご両親は」

　カルラが言葉を濁しながら、大きな屋や敷しきが立ち並ぶ上層に目を向ける。

　魔道士の力量は血脈が重要視される。グリザドより魔力を得た者の直系ほど、力の強い魔道士が生まれるのだ。逆に血が薄まれば魔力こそあれど、魔術を扱うことは難しい。

　そしてグリザド皇国において、魔力の高さと身分は比例する。

　幼いうちから器用に強い魔力を扱うリリーは、出自不明の孤児でありながらも上位貴族の血脈である可能性が高い。

　だから孤児院でも士官学校でも訳ありの半はん端ぱ者もので浮いていた。

「カルラみたいにそれなりのご身分、かもね。知りたいとは思わないけど……カルラは魔術は？」

「わたしは母が魔力なんてほとんどなくて、魔道士になれなかったわ。リリーは、どうして知りたいと思わないの？」

「放り捨てて名乗り出もしないのは、よっぽど後ろ暗いんでしょ。わざわざ探す気になんないわ」

　実の両親に会いたいなどと感傷じみたことは、一度も思ったことがない。

　両親の記憶もない自分には、親とはまだ無力な子供の庇ひ護ご者しやだという認識しかなかった。

　庇護者がいないリリーにからかい半分でつっかかってくる貴族の子し弟ていは多かった。彼らは親の権力と、確かつ固こたる血筋の力を自じ尊そん心しんに換えて、それをさらに充じゆう足そくさせるために格下の彼女を標的にしていた。

（あたしには庇護者なんていらない）

　戦って勝てばいいのだ。

　それだけのことで煩わずらわしいものは一掃される。自分の尊そん厳げんを傷つけられるのを恐れて、二度と近づいてこなくなるのがほとんどだった。しつこい奴もいたが、二、三度負ければさすがに諦める。

　売られた喧けん嘩かをことごとく買って、獰猛な野の良ら猫ねこ呼ばわりをされたって全く気にしなかった。

　自分を譲るのは自分だけだ。挑いどまれたら戦って勝たねばならない。

（でも、あれだけ負けるのが嫌だったのに、バルドだけは違ったわね。一緒にいても全然平気だったし）

　一応はお目付役のクラウス曰いわく、あの試合はバルドが初めて人間に興味を持った瞬間だったらしい。そしてそれは、自分も同じだった。

　周りに人の気配があるとどうしても無意識のうちに気を張ってしまうのに、バルドとふたりきりの時は違う。むしろひとりよりも、穏やかな心地ここちでいられる時もある。

　気がつけば、七年も一緒にいる。

「リリー？　ごめんなさい。初めて会うのにいろいろ聞いてしまって……」

　過去に思いを馳せていたリリーは、カルラの声に引き戻された。

「大丈夫。ちょっとぼんやりしてただけ。……バルドがいないことには仕方ないわね。下まで送っていくわ」

　こくりとうなずいてついてくるカルラは、従じゆう順じゆんで諾だく々だくと流されていくだけの、か弱い少女に見える。

（あんまり気が進まないわね）

　リリーはカルラを見送ると表情を曇くもらせて、自分も兵舎へと戻っていった。
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　魔道士達が詰める兵舎は王宮を取り囲むように、将軍の数と同じ五棟建っている。どれも一様に真四角の演習場を中央に据すえた、三階建ての白壁の建物だ。違いといえば、両開きの大きな正門に刻きざまれている文もん様ようくらいだろう。

　そのうちのひとつ、王宮西側にある兵舎が雷軍の棟、バルドを将とする兵舎である。

　千人近い魔道士が詰める兵舎は十分な広さをとっているものの、正門前の大おお廊ろう下かは黒いローブの集団でごった返している。

　大廊下から右手に曲がり、少し狭い通路に入るとクラウスが待ち構えているのが見えた。

「リリーお帰り。バルド、すっごい不機嫌そうだったけど、なんかあったか？」

「んー、あー。婚約者候補を皇太子殿下に押しつけられたのよ。バシュ伯爵令嬢のカルラ様。知り合いじゃないわよね」

　リリーは意味深にクラウスへ訊たずねる。

「やだなー、俺が女の子なら誰でも手を出すみたいな聞き方」

「……気に入ったらすぐに手、出して揉もめてるじゃない」

　クラウスの女おんな癖ぐせの悪さは酷ひどいものだ。士官学校時代から複数の相手と付き合っては揉めごとを引き起こしている。それでもひっきりなしに相手がいるのは、顔と家いえ柄がらのよさと、口の上う手まさゆえだった。

「反論できないな……。でもカルラ嬢とは面識はないよ。まだ正式にお披ひ露ろ目めもされてないし、手の出しようがない。母親は娼しよう婦ふで娘の父親候補は片方の手で足りないぐらいいたって噂で、母親似の美人だっていうけど可か愛わいかった？」

「明日にでも会えるわよ。余計な手出しはしないでよ」

「ということは美人か。それにしても、皇妃候補にバシュ伯爵家令嬢って微妙だな。父上の息のかかってない相手で、娘を差し出してくれるのがそこしかなかったのか……」

　じりじりと敗戦へ向かっている最中に、宰相と皇太子がいがみ合っているというのもおかしなものだ。そもそもこの戦の大本も身内同士の諍いさかいである。

　小さな島国の中でふたつに割れ、さらに割れた中でもまた諍いが起きて、このまま延えん々えんと続くのかもしれない。

「でも、伯爵家でしょう。家柄はそこそこじゃないの？」

　対立があることは知っていても貴族同士の内情には疎うといリリーは、クラウスに説明を促うながす。

「バシュ伯爵は財務官かん僚りようだけど、立ち位置は中の中。上にいけるほどの実力もなければ、周りを出し抜く器用さもない。嫡ちやく男なんも財務官僚で、同じく有能でもない。次男は炎えん軍ぐんにいるけど、やっぱり実力は中の中。そういえばリリー、学生時代に次男に大おお火傷やけどさせてなかったっけ」

「…………ローブなしで試合したあの大おお馬ば鹿か？」

　ぼんやりとした記憶の中で、五年ほど前にローブを着用せず挑んできた貴族の子弟がいた気がする。幸い『玉』の魔術で治癒できる程度であったし、向こうにも落ち度があったので大きな問題にはならなかったが。

「そう、そいつ。そんなふうで軍でも王宮でも、毒にも薬にもならない立場。伯爵は半年前にきっつい奥方が亡くなったからカルラ嬢を正式に家に迎え入れて、出世の足がかりにする気だな。ここで出世してどうにかなるって思っていられるぐらいには、考えが足りないぼんくらだ」

　クラウスがどこか楽しげに笑う。

「どうせ、ハイゼンベルクは負けるのにな」

　この発言をしたのが下級の魔道士ならば深刻さは薄いが、現状実権を握っている宰相家の次男となれば、現実味がありすぎた。

「……あんたは負けたらどうするの？」

「んー、どうするんだろう。父上も兄上も、意地でも降こう伏ふくはしないだろうな。あのふたりと一緒に死ぬのは勘かん弁べんしたい。戦場で間ま抜ぬけやって戦死が無ぶ難なんかも。リリーはいいよな。家のしがらみとかないから、寝返りやすい」

「あんただって裏切ろうと思えば裏切れるでしょ」

　クラウスは家名に誇りもなければ、皇家への忠誠心もない。いつ裏切ってもおかしくはない。

　軍内にもそんな人間がごろごろいるという噂だが、あながち噓でもなさそうで情報の漏ろう洩えいはじわじわと増えている。すでに上層部では手が回りきっていないのだろう。

「フォーベック家の人間ってだけで、敵から見たら信用できないだろう。リリーは最後までこっち側で戦う気？」

「さすがに皇子の補佐も向こうからしたら信頼できないでしょ」

　先のないハイゼンベルクにしがみついている気はないが、逃げるのに労力を費ついやす気もない。だからこのまままだ。

「夢も希望もないな」

「あたしには元からそんなものないわよ」

　戦ったその果てに、名誉や地位を望んだことはない。一瞬先の勝利の快楽だけが全てだ。

　大義もなく目の前の敵を屠るのは、人ではなく獣のすることと、人はあからさまに嫌けん悪おするけれど。

（バルドだけがわかってくれる）

　剣を合わせて互いが同類だと直感した。他の人間と一緒にいるのは窮きゆう屈くつに感じても、バルドとならそんなことはない。

「カルラ嬢はちょっとは夢見られるってところか。一応はお后きさきだからな」

「一応は、ね。なんだか皇太子殿下に悪事の片かた棒ぼう担かつがされてる気もするけど。あたしがこういうの嫌きらいなの、あの人絶対わかってるわ」

　幼いたい気けな少女を棺かん桶おけの中に突き落とす協力をするのは、あまり気乗りしない。かといって嫌だと自分が役目を降りても、この結婚がなくなるわけでもない。

「リリーは皇太子殿下の目もく論ろ見みをものの見事にぶち壊しちゃったからなあ。父上を説得してやっと士官学校に入れたのも、有能な貴族の子弟と打ち解けさせて皇家の威信を回復するつもりだったのに」

　バルドが士官学校に入るまで、皇主はお飾かざりでいいという宰相側の思おも惑わくと、そうはさせたくないラインハルトの間で相当揉めたらしい。

　そして入学早々、バルドはリリーと出会ってしまった。

「あたしのせいじゃないわよ。十四にもなってからじゃ遅かったのよ」

「でも、喋らなくてもリリーさえいればどうにかなるから、いまだにあれだと思うぞ」

「その前に、あんたがまともにお目付役やってなかったのも問題だと思うんだけど」

　責任の押しつけ合いをしつつ、リリーはため息をつく。

　バルドがあれなのは自分のせいだというのは、うっすらと思う節もあるが、リリーと出会わなくともラインハルトの目論見は成功しそうになかったと思う。

　バルドにリリーとの付き合いをやめるよう言っていたラインハルトも、最終的に諦めて自分を補佐にしたのだが、内心では気に入らないらしい。

　クラウスにもバルドと親しげにしているとラインハルトの不ふ興きようを買いかねないと言われたため、バルドと一緒に遊ぶ時は人目のないところばかりにしている。

　しかし元からふたりとも人ひと気けがないところが好きなので、誰かに告げ口される心配はないはずなのに、この頃ますますラインハルトの目が厳しい。

「だって、バルド何考えてるかわかんないから面倒くさいだろう。根気よく相手するなんて俺には無理。カルラ嬢はできるかな」

「最大の問題はバルドかしらね。今、倉庫？」

　できれば執しつ務む室しつにいて欲しいのだがとクラウスに訊ねてみると、やはりそこで拗ねて引きこもっているらしい。

「そこまで拗ねることはなかったはずなんだけど。もう、報告書とか溜まってるのに」

「そのうち機嫌直すだろうから、それまで補佐官殿は大おお忙いそがしだ」

「他ひ人と事ごとみたいに言ってくれるけど、あんた『剣』の統率官で三番手なんだから、あたしひとりに仕事を押しつけないでよ。『杖』と『玉』の統率官の負担が増えたら、あたしが八やつ当あたりされるんだから」

　階級としては雷軍内で二番手のリリーだが、貴族階級ではない上に十七の小娘とあって、皇子や宰相家の次男にぶつけられない不満のはけ口にされるのが常だ。

「リリーってなんだかんだ言って真面目だよな。俺は君のそんなところを多分に尊敬してるし、応援してる」

「そう言って報告書放っておいて遊びに行くんじゃないわよ。明日の夜までに仕上がらなかったら、当分駄眼鏡としか呼ばないからね」

「…………地味な嫌がらせだなあ。でも、リリーは最初に会った頃より可愛くなったよね」

「褒ほめても大目には見てあげないから、真面目にやるのよ」

「リリーも、真面目にな。あれを見られたら、後で何言ったって揉もめるぞ。誤解って、なかなか解とけないもんだからな。ほら、士官学校出るまで揉めてただろ」

「あれ、全部あんたのせいだったでしょ」

　リリーが十四ほどになると、クラウスは他の女の子との約束を断るのにリリーの名前を使うようになったのだ。そして交際相手のひとりには顔を合わせると睨まれたり、直接文句を言われたりした。違うと言ってもまるで聞かなかった。彼女は『玉』だったので力尽くというわけにもいかず、結局卒業まで恨うらみがましく睨まれ続けた。

「そういえばそうか。まあ、リリー、面倒ごと嫌いだろ。バルドと遊ぶのはほどほどにな」

　クラウスに口元を指差されて、やっとなんのことかわかったリリーは、曖あい昧まいな顔で止めておくと首を縦に振る。

（全然、考えてなかったわ）

　クラウスが家に報告してくると言って離れてから、リリーはふと昔を振り返る。

　出会ってすぐはバルドと『遊ぶ』といえば、剣を合わせることだった。他には、人ひと気けのない空間を共有しながら時々喋って、ほとんどの時間をぼうっと一緒に過ごすぐらいだ。

　しかしある日、何が面白いのか金茶の髪をいじるバルドの手を、とっさに嚙んでしまった。軽くとはいえ、これといって理由もなくこんなことをして怒るだろうかと思えば、肩を嚙み返された。

　ほとんど痛くなく、むしろくすぐったいそれに思わず笑っていた。なんとなく楽しくなって、それからふたりでいるとたまに嚙んだり嚙まれたりするようになった。

　最初の頃は時々加減を間違えてしまい、痕あとが少し残るぐらいになると謝罪もこめて唇を当てた。

　加減を覚えた頃にはそれも、いつの間にかじゃれ合いの中に含ふくまれていた。

（あれいつだっけ。学校出る、ちょっと前？）

　リリーはおぼろげな記憶を辿たどる。

　クラウスに自分とバルドが友人同士の一線を越えたと、勘かん違ちがいされた日のことを。
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　それは三年前のことだ。

　リリーとバルドは士官学校の書庫の端っこでそれぞれ課題の本を読んでいた。延々と続く文字の羅ら列れつに飽あきがきたのは、ふたり同時だった。

「ああ、もう続きは後にしたいけど、残りを読む頃には内容忘れてるわ」

　十四のリリーは、栞しおりを挟んで本を一いつ旦たん閉じる。一番薄いものを選んだけれども、それでも腕にずっしりくる。

「……飽きた」

　十八のバルドも同じくそう言っているものの、なんとか目はまだ文字を追っている。

「歴史なんて知ったってつまんないわよね。残り半分、取り替えっこする？　でもごっちゃごちゃになりそうね」

　リリーは言いながらバルドの持っている本を覗き込む。その拍子に金茶の髪が本の上に落ちて邪じや魔まだと耳にかけた。

「甘あまい」

　バルドがふとつぶやき、リリーは顔を上げる。

「何が？」

「リーの匂におい」

「なんにもつけてないわよ」

　香水の類たぐいは持っていない。何かの匂いがついたのか、それとも他人の香水でもうつったのかとリリーは髪をひと房、自分の鼻に近づけてみる。

「自分じゃよくわかんないけど……なんの匂い？」

　訊ねると、バルドが本を膝に置いて鼻先を耳元あたりに近づけてきた。

「花……熟じゆくした果実……全部？　最近、リーからたまにする匂い」

　知っている甘い匂いを挙げるバルドの声がすぐ近くでして、吐と息いきが耳や頰ほおに触ふれて少しくすぐったい。

「全部じゃわかんないわよ。変な匂いじゃない？」

「……変ではない。よい匂いだと思う」

　バルドが首筋に顔を埋めてすっと息を吸い込む。

「だったらいいけど……ああ、もう。さっきからくすぐったいってば」

　首筋に、顎あごに、息がかかって唇が掠かすめ、こそばゆさに身を捩よじる。

　顎の斜ななめ下あたりに唇を押し当てられそのまま舌で撫ぜられて、リリーはさあどこに嚙みついて反撃しようかとわくわくする。

「馬鹿ね。匂いが甘いからって、何かついてるわけじゃ……」

　笑いながら鼻先にするか耳にするか考えていると、顔を上げたバルドに唇まで食べられる。小さく湿しめった音がして、唇が離れた。

　きょとんと見上げた先では、紫の瞳が不思議な色を宿していた。熱しているのか冷めているのか、不ふ透とう明めいな色は彼自身の戸惑いを表していた。

「…………そこが一番、甘そうだと思った」

　言い訳というより、自分の思考を遡さかのぼって確認しているかのようだった。

「甘かった？」

　小首を傾げて顔を寄せると、もう一度唇が重ねられる。

「たぶん」

「うん、たぶんよね」

　実際に舌先には何も触れていないのに、頭の奥で甘いという感覚だけがふわふわと漂ただよっている。

　摑みきれないその感覚を確かめたくて、今度は自分から口づけてみる。

　だけれど、やはり雲を摑むのに似た曖あい昧まいなものしか得られない。

　二、三度、またどちらからともなく唇を重ねれば、もういいかと充足感と飽ほう食しよく感かんを同時に覚えた。ふたりはまた退たい屈くつな課題に戻ったが、リリーは結局すぐ飽きてバルドの膝を枕まくらにして寝てしまった。

　遊んで、飽きたら眠って、いつも通り。そうして口づけもじゃれ合いに加わった。

　しかしたまたま見ていたクラウスに、それは友人同士の一線を越えていると間違われた。

　知識としては友人同士ではあまりしないと知っているものの、いつもあちこち嚙んだり口をつけたりする自分達にとっては、唇同士が触れることで関係が違ってしまうというのは今ひとつぴんとこなかった。

　たったこれだけのことがバルドとの関係を変えるなどありえないのだ。その証しよう拠こにこの後、何度唇を重ね合わせても変わっていないし、子供だってできていない。

　特別な関係のふたりが口づけると、子供ができるという。

　友人以上に親しいというなら今頃、子供のひとりやふたりぐらいはできているはずだ。

　クラウスだって勘違いだったと気づいたから、その一度だけであとは何も言わなかったのだろうに。

（まあ、面倒なことにならないのが一番ね）

　誤解されて話がこじれてしまってからでは遅い。ちょっと遊ぶのを我慢するだけで面倒ごとが避けられるならそれに越したことはない。

　回想を終えたリリーは廊下を歩みながら、もう大人だしとつぶやく。

　誰よりも勘違いをしているのが自分だということに、彼女はまるで気づいていなかった。
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　兵舎の一画、埃ほこり臭くさく暗い倉庫にバルドはいた。部屋の角にある棚たなと壁の狭せまい隙すき間まに、愛剣を抱だきかかえ、みっしりと巨体を押し込むようにして横になって、だ。

「眠れない……」

　ぽつりとバルドはこぼす。

　この体勢が落ち着かないせいではない。むしろこのほどよい狭苦しさと暗さが一番気持ちが落ち着く格かつ好こうなのだ。普ふ段だんなら十を数えないうちに深い眠りにつける。

　なのに今日はもう数えるのが面めん倒どうになるほど、数字を数えていても眠れない。

「結婚は嫌いや。それは我わが儘まま」

　ハイゼンベルクの先行きが暗いものになっていく中、兄のラインハルトは必ひつ死しに状況が悪あつ化かするきっかけの失しつ策さくを取った宰さい相しようを抑おさえ込み、自みずから病弱な体に鞭むち打うちながら少しでも道を切り開こうとしている。

　そんな賢かしこく優しい兄は、ずっと自分によくしてくれた。

　高い魔力を抑えきれず度たび々たび問題を起こし、使用人はもちろん父からも怯おびえて遠ざけられていた自分を、唯ゆい一いつ恐れなかった。そしてたくさんの知識を与えてくれた。

　皇こう族ぞくとして大事な知識や心構え。難むずかしいがどれも大事なことだと、丁てい寧ねいに嚙かみ砕くだいて教えてくれた。

　体が弱いので頻ひん繁ぱんには会えなかったけれど、幼おさない頃のいい思い出は全て兄との時間に凝ぎよう縮しゆくされている。

「兄上が必要と言うなら必要」

　ラインハルトの言うことには従したがわなければならない。よくわかっているが、どうしてもこれだけは難しい。

　それと同時に、兄の言うことを聞けない自分が腹立たしい。

「リー……」

　バルドは呼び馴なれた少女の名前をつぶやく。

　全ての我が儘はリリーに集約してしまう。

　初めて兄に噓うそをついたのは、士し官かん学校でリリーと仲良くするのをやめろと言われた時だ。

　なにひとつ皇家の利益にならない人間だから駄だ目めなのだと言われた。そのことは理解できるのに、どうしてもリリーに会いたくて彼女のことを話すのをやめて、もう一いつ緒しよにいないと噓をついた。しかしすぐにばれてしまい、兄をひどく落らく胆たんさせた。

　告げ口をしたのは最初クラウスかと思ったが、さして自分に関心がなさそうな他の生徒だった。あれから監かん視しされている気がして、生徒も教官も苦にが手てになった。

　ラインハルトに自分から初めて頼たのみごとをしたのも、補ほ佐さ官かんはリリーがいいと願い出た時だ。兄は渋ったものの、最終的には認めてくれた。

「兄上とリー、どちらも大事」

　そのはずだ。

　そのはずなのに、いつからか兄と一緒にいるより、リリーと一緒にいる方が居い心地ごこちがいい。

　臣しん民みんのために兄のためにと、将軍として弟として、時にそう口にして戦いくさに臨のぞまねばならないが、本当はそんなことよりも戦うことそのものが好きなだけだ。

　戦場でリリーが深緑の瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせて微笑ほほえみかけてくる時、解放感を覚える。

　ひたすら戦闘に興きようじることを許された気になるのだ。

　ありのままの自分を否ひ定ていせず、無理に理解するわけでもなく、唯一の同どう胞ほうとして受け入れてくれていると感じる。

　だから一緒にいるのは居心地がいい。

　兄を困こまらせて失望させても、リリーと一緒にいることを考えるほどに、だ。

「結婚とリーは関係ない」

　結婚したからといって、リリーと一緒にいられないわけでもない。

　婚こん姻いんというのは政治のためと、血を残すための皇族としての義務であり、それ以外の何ものでもない。リリーと自分が一緒にいることには全く関係ないことだ。

　しかし、漠ばく然ぜんとした不安が胸に広がっていって、嫌で嫌で仕方なくなってくる。

　このままハイゼンベルクが戦に勝てる見込みは薄い。臣民の一時の気晴らしのために道連れを増やすだけなら、しない方が誰だれにとってもよいことだ。

「だが、まだあと何度もしなければならない……」

　兄には状況に応じて何人か娶めとるよう言われてもいる。血を残すことに関してはこの戦況から考えると無意味だ。妻が多ければ子が増えるわけでもない。結局、父の妻達の中でも子を成したのは、自分達を生んで一年足らずで没した母だけだった。

　兄が言うには政治的に必要となることが主おもらしい。

　やはりそれは道連れを無為に増やすとしか思えないが、ラインハルトがそうするというなら正しいことで、従うより他はない。

　バルドはそこまで考えると、また兄に反発している自分に気づいてもやもやとする。考えても苛いら立だちが募つのるばかりで眠れそうになく、上体を起こして体についた埃を軽く払った。

「……仕事」

　将軍としての職務もいくらかある。頭を使うことは手て応ごたえがなくて嫌きらいだが、つまらない書類仕事へと苛立ちの方向を変えてしまうのも、ひとつの手かもしれない。

　そう思っていると倉庫の扉とびらが開かれる。入ってきたのはリリーで、目を丸くして自分を見下ろしていた。

「寝てなかったの？」

「眠れなかった」

「珍めずらしいわね。ふて寝してるかと思ったのに。叩たたき起こす手て間まが省はぶけてよかった、っと」

　バルドはリリーの腰こしを引き寄せて、自分の膝ひざの上に座らせる。

　ふわりと鼻先に甘あまい香りがそよぐ。リリーが小さな子供から自分の知らない何か別のものに変わろうとする頃、たち上のぼり始めたこの香気は不ふ思し議ぎな引力を持っていた。

　リリーがとても芳ほう醇じゆんな果実に思えて、口をつけたくなる。

　欲求のままにこめかみに唇くちびるを当て、柔やわらかい金茶の髪かみを指先に絡からめて感触を楽しむ。人に触ふれられるのも触るのも好きではないが、リリーは特別だった。

　結婚に気が進まない理由もそれだ。血を残すには相手に触れなければならないのに、たまらなく嫌だ。

　かといって、政治的価値のないリリーと結婚はできないし、する気もなかった。

　何にも縛しばられることのないリリーを無理にこのハイゼンベルクに繫つなぎ止めることもしたくない。今のままが一番いい。

「……ねえ、バルド、唇は駄目なんだって」

　一番美お味いしい唇に触れる前に、いつもと違って静かなリリーがそう言った。

「なぜ」

「面倒なことになるから。あたしらに子供がいなくても、駄目なものは駄目らしいわ」

「リーとは結婚していない。当然」

　子を成す行為は結婚をした後で必然的にするものだと兄から教わっている。何を当たり前のことを言い出すのかとバルドは困こん惑わくする。

「そうよね。でも、面倒なこと、バルドも嫌いでしょ。ほら、もう仕事するわよ」

　無論、面倒ごとは嫌いだがリリーに口づけられるのなら、我が慢まんできるかもしれない。だがリリーはそうではないらしい。

　バルドは拗すねて本気でふて寝したくなったが、結局リリーに急せかされて仕方なく仕事に戻ることにしたのだった。





[image: ]






　翌日、とりあえずバルドの気が向いたらしく兵舎を訪たずねてきたカルラと会ったはいいが、半はん刻ときも保もたなかった。

　会話らしい会話もなく、カルラがひたすら恐きよう縮しゆくして怯えるばかりになってしまい、そこで切り上げることにしたのだ。

「無理を言ってごめんなさい」

　そして、昨日に続いて早々に帰ると父親にがっかりされるというので、リリーは自分の部屋にカルラを案内した。

「仲ちゆう介かいが役に立たなかったのもあるし、気にしなくていいわよ」

　リリーは軍内の私室であり、住処すみかでもある部屋の扉を開ける。

　寝室と書しよ斎さいの二間続きで、ひとりで住むにはほどよい広さである。

　部屋に入ってすぐの書斎は備そなえつけの簡かん素そな調度品しかなく殺さつ風ぷう景けいだ。置かれている長なが椅い子すと長ちよう卓たくも質はいいが、年頃の少女が使うものとしては無ぶ骨こつすぎる。

　そんな部屋の中で、硬い長椅子に座る華はなやかなドレス姿のカルラは妙みように浮ういていた。

　リリーは腰の双そう剣けんを外はずして所定の位置に置き、着ていたローブも脱ぬいで壁に掛ける。

　規定はないので、ローブの下は簡素なシャツに腿ももの半分までの短い丈たけの下衣、それに膝上までの編あみ上げの長ちよう靴かと、中層から下層によく見られる格好をしている。

　ともすれば少年のようにも見られる出いで立たちだが、さほど大きくはないもののしっかりと質量を確認できる胸の膨ふくらみと、細い腰つきが十二分に年相応の色気を醸かもし出していた。

「そういう格好を見るのも久しぶりだわ」

　カルラが、落ち着きなくドレスの裾すそをいじっていた手を止めて微笑む。

「まさか外出もさせてもらえなかったの？」

「ええ。きちんとしたお披ひ露ろ目めをするまではずっとお屋や敷しきに籠こもって、淑しゆく女じよらしくなるようにいろいろ教えられていたの。着替えも髪も侍じ女じよの方にしてもらうって、憧あこがれてたけどいざとなるとつまらないわね。髪なんてあっという間にできちゃうけど、なんだか物足りなくて」

「ああ。自分でやらないとつまんないわよね。あたしも自分の髪をいじるのは好きだからわかるわ」

　皇こう都とにいる間に髪型をいろいろ変えるのは、リリーにとって唯一の趣しゆ味みのようなものだった。今日は右側でひとつにまとめて、若草色のリボンを一緒に編み込んだ三つ編みにしている。

「楽しいわよね。贅ぜい沢たくはできないけど自分でレースを編んでリボンにしたりとか、そのあたりに咲いてる花を差してみたりとか。そろそろ柘ざく榴ろの花が咲くでしょ。わたし、あれが好きなんだけど、赤毛だから似に合あわなくて。リリーは金茶でいいわ。明るい色が似合うのよね」

「けど、かえって飾かざらないとすごく地じ味みでつまんなくなるのよ。加か減げん間ま違ちがえると派は手ですぎになるし…………あたしの話しても、しょうがないわよね」

　完全に話がバルドから逸それていくのに気づいて、リリーは言葉を止める。

「いいのよ。こうやって誰かと気き兼がねなく話せるのも久しぶりだから楽しいわ」

　半年間の窮きゆう屈くつな暮らしから解放されたというように、溜ため込んだものを吐はき出すカルラは、本当にどこにでもいる可か愛わいらしい少女だ。

（あたしは、誰かとこういう話をするのは初めてだな）

　バルドは髪型には興きよう味みもないし、バルド以外の友人もいないので妙に新しん鮮せんだった。

「リリー、やっぱり迷めい惑わくだったかしら？」

「ん、そんなことないわよ。……バルドともうちょっとどうにかできないか考えてて。んっと、ローブの新調していい？　昨日やるはずだったんだけど、忙いそがしくてできなくて」

　馴れないことに少しまごつきながら、リリーは壁に掛けている真新しいローブを示す。

「ええ。ぜひ、見てみたいわ」

　思いの外ほかカルラが興味津しん々しんといった様子でうなずいたので、リリーはローブの新調に取りかかることにした。

「最低三着はいるのよ。一着は儀礼用の新品、あと二着は実戦用。予備も必要だから、『剣つるぎ』になるともう二、三着ぐらい多めに持ってる魔ま道どう士しが多いわ」

　リリーは真新しい漆しつ黒こくのローブを膝に乗せ、裏返す。

「リリーの予備は一着だけ？」

「あたしは一回の出陣でローブがぼろぼろにはならないから足りるのって言いたいところだけど、一応将軍補佐だから他の『剣』よりは前に出ることが少ないの」

　とはいえ、将軍補佐官にしては前線にいることが多い。作戦を立てる時はできるだけ多くの敵を相手取れる位置を貰もらっている。

「そう……痛くない？」

　リリーが短刀で自分の人差し指を切るのを見て、カルラが身を竦すくめた。

「大して痛くないわ」

　ローブの首元、両手首に位置する場所、足首、心臓の表と裏に当たる場所へと、切った指先から滴したたる血を染み込ませていく。

　それをカルラはじっと見つめていた。

「血が力となるのね。魔道士の血は神聖なもの」

　そうして彼女は赤く汚よごれたリリーの指先を見つめながら、感かん嘆たんと共にうっとりと緑玉の瞳を細めた。

　ただ彼女の表情は、ローブに視線を落としていたリリーの視界には入らなかった。

「……そんな仰ぎよう々ぎようしいもんじゃないわよ」

　魔道士の血脈の神聖性は、士官学校で最初に聞かされることだが、孤こ児じのリリーにとってはどこか空そら々ぞらしいものだ。

「そうかしら。皇祖様からお恵みいただいたものを繫いでいるのだから、魔道士の血脈はとても神聖なものって教育係から聞いたわ。その血脈に生まれた以上は、血を繫いでいかなければならないと思うの。だから皇主様の血を残すお役目は、とても光栄なことだと思っているわ」

　顔を上げたリリーの視線の先にいるカルラは、本心からそう言っているらしかった。

「カルラにとって結婚は貴族としての義務？」

「ええ。家と家を繫いで、血を繫ぐ。とても大事なお役目よ」

　市井しせい育ちにしてはずいぶんと割り切ったものの考え方だと、リリーは違い和わ感かんと感心を同時に覚える。

　しかしこれなら、結婚に対する考えがまるで同じバルドとは、上う手まくやれそうだ。

「ねえ、ローブを作るのってこれで終わり？」

「ん、うん。だいたい終わり。血が乾かわいて布に馴な染じむまで時間がかかるのよ」

　あれこれ考えているうちに手が止まっていたリリーは、自分の手元を見下ろす。あらかた作業は終わってしまっている。ここから先はそれぞれ違ったやり方で魔術による攻撃への防御性を高めるのだが、それは血が乾いてからだ。

「ひとまず、基本的なバルドとの付き合い方ね。馴れるまでは自分から距離を詰つめようとしないこと。一方的に構ったりすると、苦手な人間か嫌いな人間になっちゃうから。ある程度馴れてきたら、近くにいる限りは話しかけたりしても大だい丈じよう夫ぶ。でも、離れたら追いかけない」

　リリーはラインハルトに言われた通り、バルドとの付き合い方を教えることにした。

「気難しい方なのね」

　カルラが身構えるのに、そうねとリリーはうなずいた。

「気難しいっていうか、変わり者よね。実際何考えてるかなんて、誰にもわからないわ。頭も悪いわけじゃないのよ。あれで算術が得意とか、噓みたいでしょ」

　バルド本人は全く楽しくないらしいが、難解な問題でもするすると解いていた。すぐ終わるし、ペンを握にぎっているだけなのでつまらないらしい。

「私は学がないからどれだけすごいかよくわからないけど、たぶんとてもすごいのね。ねえ、リリーはできた？」

「あたしも頭を使うのはあんまり好きじゃないわ。人並み程度よ」

　実際、学術面ではまんべんなく平均値だった。

「じゃあ、剣術は？　殿でん下かがお強いのは知ってるけど、リリーは将軍付きの補佐官だし、とても強いのでしょう。双剣を使う人って少ないけど、それだけ強いって聞いたわ」

　書斎机のすぐ側そばに置いてある双剣を見ながら、カルラが首を傾かしげる。

　確かに双剣使いは少ない。右と左で異ことなる属性の魔術を同時に放つのは、右手と左手で違う文字を同時に書くことと似ている。瞬しゆん時じに魔術を二種放てるようになるには、剣一本で魔術を扱うよりよほど訓くん練れんが必要とされる。

　それに魔力も分ぶん散さんしてしまうので、器用なことに加えて魔力が高くなければならない。

「……あたしの場合、体格で不ふ利りになることがあるから双剣にしたのよ。力で勝てない分は技でってところね」

　早くても半年はかかることをわずかひと月でやってのけたリリーは、不可解そうな教官達の顔を思い出す。

　なぜこれほどの力を持っていながら、出しゆつ自じがまるでわからないのか。

　誰もが疑問を覚え、ひとつの可能性を危き惧ぐして口を噤つぐんでいた。

「リリーはきちんと自分の力の使い方をわかってるのね。ねえ、もっと士官学校の時のリリーの話を聞かせて」

「あたしのこと知っても、仕方ないでしょ」

　話題がどんどんバルドからずれていくのにリリーが戸と惑まどうと、カルラが苦く笑しようする。

「今もこれからも、仲良くできそうな人ってリリーだけだから、リリーのことをもっと知りたくて。いけないわね」

「いけないことはないけど、退たい屈くつじゃない？」

　か弱そうかと思えば、興味があることには積極的なカルラは、退屈じゃないと熱心に自分を見つめてくる。

　あまり人に親しみを向けられることのないリリーは困こん惑わくしながらも、ぽつぽつと学生時代の話をすることになったのだった。
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　日が傾かたむき始める頃、リリーがカルラを迎えの馬車に乗せて一度執務室に戻ると、『杖つえ』の統とう率そつ官かんである壮そう年ねんの男がいた。

　どうやらバルドに報告があるらしく、それを頼みに来たらしい。

　カルラとの対談に疲つかれてまたお気に入りの場所に引きこもっているのかと訊たずねると、統率官は難しい顔をする。

「いや。仕事はなさっているようだが、近寄りがたい状態だったので」

「わかりました。伝えておきます」

　リリーはそれに面倒くさげに応えて、ローブを羽は織おり、部屋を出る。バルドの執務室に近づいていけば、幾いく人にんかがちょうどよかったと声をかけてくる。

　軍に入っても、士官学校と変わらない。

　将軍に用があるなら補佐官に。それ以外では声をかけてくる者はいない。

　士官学校と違い市井出身の魔道士も多くいるものの、親しげに声をかけてくることはなかった。

　卒業と同時に、将軍補佐と位階だけは高い地位につけられて、貴族連中からは疎うとまれ、高位貴族の隠し子疑惑もつきまとって市井出自の者からも同列に扱われない。

　あげくにバルドがよく隣にいるものだから、なおさら遠巻きにされる。

　無む駄だに喧けん嘩かを売られることがない分、士官学校の頃より煩わずらわしくないだけましではある。

（あたしから親しくしようとしないせいもあるけど）

　いつ死に別れるかも、裏うら切ぎられるかもしれないのに、繫がりを持とうという気にもなれなかった。

　実際、戦地に送り出した部隊全員が無事に帰ってくることは少ない。負傷して退たい役えきを余よ儀ぎなくされる者や、骸むくろすら戻らず書類に死亡とだけ書かれることもしばしばある。

　将軍補佐である以上、死傷者の数など公には包み隠かくされる負の情報も否いや応おうなしに入ってくる。

　入隊年齢の下限も去年、成人である十五歳から十三歳へ引き下げられた。この頃下級魔道士に、子供の姿がぽつぽつ見えるようになってきている。

（……他の人間が薄うす々うす気づいてることを、あたしはちゃんと知っちゃってるし）

　敗戦の状況、死傷者の増加、人員不足。どれも公表されていないものの、魔道士達は身をもって実感している。しかしはっきりしたことがわからずに、皆みな不安を抱えていた。

　上層部にとっては他と馴れ合わない自分は、余計なことを喋しやべらなくて都合がいいに違いない。

　リリーは廊ろう下かの奥へ突き進んでいき、ものものしい両開きの黒こく檀たんの扉を押し開く。広さの割に調度品の少ない部屋はもぬけの殻からだった。

　机の上にきちんと書き上げられたり判が押されたりしている書類が積まれているのを確認し、壁際の長椅子に目を向ける。

「ねえ、いつも思うんだけどせめて椅子で寝ない？　あんた皇おう子じ様で将軍なんだから」

　長椅子の後ろを覗のぞき込むと、案あんの定じよう、壁と長椅子に挟はさまれてバルドが横になっていた。一番のお気に入りは倉庫だが、二番目の寝場所としてわざわざこの位置に彼は長椅子を置いているのだ。

「ここがいい」

　一応は起きているようだが、ぼやけた声でバルドが返してくる。

　高すぎる魔力を自分の内側に抑え込むことの、無意識下の代だい替たい行こう為いが習慣化してしまったのではと言っていたのはラインハルトだったか。

「バルド、明日はもっとカルラと一緒にいるのよ」

　リリーは寝ね床どこに入り込んでバルドの腹の上に腰掛ける。

「……気が向いたら」

「そんなこと言って、今日もさっさと切り上げたじゃない。カルラはちゃんと皇こう妃ひとしての役目も心こころ得えてて、少なくともあんたが苦手な類たぐいの子じゃないわよ。何が気に入らないのよ」

　カルラといろいろ話してみれば世間知らずの箱入りお嬢じよう様さまというわけでもなく、冷れい静せいで控ひかえるべきところは控えるだけの器用さもある。

　市井育ちだけあって、ある程てい度ど世よ馴なれしておりバルドの正室にはうってつけに思えた。

「…………あまり美味しそうに見えなかった」

「どういう理由よ、それ。食わず嫌いしないの」

　意味がわからないとリリーがバルドの頰ほおを軽くつねると、手を摑つかまれて首筋にバルドの顔が寄ってくる。

　やられる前にやり返せと筋すじ張ばった彼の太い首筋を甘あま嚙がみしてやる。

「……っ!!　それはなしって前に言ったでしょ！」

　しかし、反撃とばかりに弱点である耳の後ろを指で撫でられて、リリーは口を離した。

　仕返しに体重をかけてやるが、分ぶ厚あつい筋肉はリリーの体を軽々と受け止めてしまう。

「もう、あんた弱点なさすぎるのよ」

　悔くやし紛まぎれにリリーはバルドの脇わき腹ばらをくすぐってみるが、効果はまるでなく逆にやり返されてしまって、膨れっ面つらすら維い持じできない。

「っ、だいたい、真ま面じ目めにっ、あたしは、話、してたのに！　わかった、降こう参さんだってば」

　怒おこってみるものの笑い声交じりではまるで様さまにならない。負けを認めるとバルドがやっとくすぐるのをやめたので、リリーは笑いすぎて目め尻じりに浮かんだ涙なみだをぬぐう。

　バルドの表情はほとんど動いていないが、勝ったことに満足げで楽しそうだ。

　こんなくだらないことで勝ち誇ほこるバルドがおかしくて、また笑い出しそうになったリリーの頰が緩ゆるむ。

「……なあ、お前らさ。『節せつ度ど』って言葉知ってるか？」

　ふと頭の上からクラウスの呆あきれた声が降ってきて、笑顔を引っ込める。

「別に仕事放り出して遊んでるんじゃないもの」

「ああ、まあ、そうなるのか」

　クラウスが微妙そうな顔でそうつぶやくのに、リリーは首を傾げつつ寝床から出た。

「用件」

　リリーが長椅子に座ると、バルドがその隣となりに腰を下ろしながらクラウスに言う。

「仕事したから持ってきた。ほら、ちゃんとやってきたぞ」

　さらにクラウスがリリーの隣に座って書類を渡してくる。

「ああ。ちゃんとやったのね。それはいいんだけど、全員こっちに座ったら狭いじゃない」

　男ふたりに挟まれて窮屈なリリーが、向かいの席が空いているのを示す。

　ぎちぎちではなくそれなりに間かん隔かくがあるとはいえ、やはり成人男子の間というのは気分として狭苦しい。

「もう座ったし、リリーが動けば？」

「面倒くさい。ていうか、あんたバルドとふたりで並びたい？」

「それは嫌だ。バルドは動か……ないよな」

　バルドがリリーとクラウスの視線に、無言で首を縦たてに振った。

　リリーはクラウスから渡された『剣』の魔道士の訓練報告や、ここひと月の入退役の記録を斜ななめ読みする。

　戦闘訓練や実戦ばかりが魔道士の職務ではないと知っていたとはいえ、まさかここまで書き物や読み物をしなければならないとは思わなかった。

　士官学校時代は教本以外、本など一冊も読まなかったので、二年経ってもまだこういうのは苦手だ。

「……『剣』も退役、増えたわね……あ、『杖』もできるだけ前に出すように演習の仕方を変えたいってさ」

『杖』の統率官の伝言を伝えると、バルドが瞬まばたきを一度する。

「次の軍ぐん議ぎで具体案」

　即そく座ざの判断にうなずき、リリーは他に預かった連絡も告げた。

「なあ、普通に仕事してるけど、カルラ嬢のことはどうしたんだ？」

「あたしの士官学校時代の話を聞くだけ聞いて、楽しそうに帰っていったわ」

　また明日も会えるのを楽しみにしていると、来た時の緊張は微み塵じんも感じさせない晴れやかな笑顔でカルラは帰宅した。

「リリーと意思疎そ通つうできれば問題ないといえば問題ないよな。でも、バルド、さすがにリリーに夫婦の会話を取り持ってもらうのはどうかと思うぞ」

「会話は不要」

　幾いく分ぶん不機嫌そうにバルドが答える。

「いや、必要だろ。こっちの方もどうにかしないと駄目だな」

「どうにかって言ってもね。さすがに会話はなしじゃ寂さびしいかもしれないけど……」

　まともにバルドが他人と会話をするというのもなかなか想像がつかない。

「リーは、寂しいと思うのか？」

「何が？」

「俺は言葉が少ない」

　確かにバルドは多くを語らないものの、特に不自由もしていない。言わなくてもだいたいわかるし、これが自分達にとっての普通なのであまり考えたことはなかった。

　一緒にいる時は大抵、お互たがいひとりでいるよりふたりでいたい時で、特に会話をしないことも多い。

　言葉を交かわすということは、自分達にはそれほど重要でもない。

「あたしは不足はしてないわよ。喋りすぎるのって面倒であんまり好きじゃないし……」

「リリーはそうでも、カルラ嬢はそれじゃ駄目だと思うぞ。ああいう子は常に優しい言葉と、時々の贈り物。とにかく、見える形でわかりやすく構ってあげないとな」

　カルラが来た時に出迎えに一緒についてきていたクラウスが、バルドに言って聞かせる。

「贈り物……」

　なぜか興味を示したらしいバルドが唸うなった。

「バルドはその辺で拾ってきた物しか持ってこないんだから。気の利きく侍女あたりに選ばせて、自分で渡すので十分でしょ」

　時々、バルドは目についた花や野草、果実、はたまた小石をローブの袖そでにしまって持ってくる。一度驚おどろいたのは野の良らの仔こ猫ねこだったが、それは単に迷まよい込んできてどうしていいかわからなかったかららしい。

「嬉うれしくなかったか」

「嫌じゃないんだけど、人によっては駄目かも」

　とりあえず、親愛の証あかしなのはわかるので、自分は嫌な気分にはならないが。

「ならば、リーは何が嬉しい？」

「……あたしなら、ねえ。あんまり高価なものとか、残るものはそんなに欲しくないわね……うーん、あえて高価なものなら砂糖菓が子しがいいわ」

　蜂はち蜜みつを使った菓子なら口にする機会はまだあっても、島の南部のごく一部でしか作れない砂糖をふんだんに使った菓子となると、庶しよ民みんは無む論ろん、今は戦況の関係で貴族も滅めつ多たに口にできない。

　まさしく砂糖は食べられる宝石のようなものだ。

「砂糖菓子……」

「例えば、よ。例えば。いらないから。毎日身につけられる小物とか、宝石とか、花は花でも売り物として育てられた花とか、人によっていろいろじゃない？」

　皇子という立場上本当に持ってこられそうなので、リリーはバルドを牽けん制せいする。例を挙げたものの、自分にはやはり小石や木の実の方が好このましく思えた。

「いろいろ」

　バルドが悩なやましげに眉み間けんに皺しわを寄せる。

「リリーの言う通り、バルドは人任せでよさそうだな。ところでおなか空すかないか？」

　クラウスに言われてリリーは時計を見上げた。ちょうど夕ゆう餉げの頃ころ合あいだ。

「久しぶりに柔らかいパンが食べたい。あと新鮮な魚のスープ」

「肉があればいい」

　リリーとバルドが食べたいものを言いつつ同時にクラウスを見る。

「……わかった、持ってくる。食堂の可愛い子に将軍と補佐官にいいように使われてる苦労人な俺を慰なぐさめてもらってくる」

　そう言いながらクラウスが部屋を出て行ったので、リリーはクラウスの持ってきた書類をぱらぱらとめくる。

　穏おだやかな日常は表面上だけだと、紙切れに並ぶ文字が淡たん々たんと告げている。

　入隊してからわずか二年の間にどれだけの魔道士が軍を去っただろう。負傷、離り叛はん、死亡、理由は様々だが、確実にハイゼンベルクの戦力は削けずられていく。そうして、最も重要な問題は離叛者の増加だ。

　減るばかりのこちらと違い、ディックハウトは戦力が増えている。

「ねえ、バルド。あんたはこの戦、負けたらどうする？」

　書類を眺ながめつつ、リリーは何なに気げなく訊ねた。

「敗戦はすなわちハイゼンベルク家の消滅」

「ああ。そうよね。ごめん、変なこと聞いたわ」

　なぜこんなことを聞いてしまったのかと思いながら、リリーは書類を机の上に置く。いくらバルドが強くても、たったひとりでこの戦況をひっくり返すのは難しい。

「……リーは、どうする？」

「どうするも何も、あたしは最後まで戦場にいると思うわ」

　最後まで。

　そうもう一度唇だけ動かし、リリーはバルドの横顔を見上げた。

　あとどれぐらいだろう。

　見送るのと見送られるのの、どちらがいいのだろうか。

　ふと湧わいてきた疑問に胸の奥がざわざわとしてきて、リリーは目を閉じる。

　初うい陣じんの時ですら怯ひるみはせず、全身に殺さつ気きを浴びて胸が沸わき立った。普段の演習では満たされなかったものがそこにはあったのだ。

　勝利の快楽か、敗北の死か。

　二に者しや択たく一いつの勝負は剣を振るうことに高こう揚ようを与えてくれる。ここが自分の居場所だと思えるほどに。

　戦場で終わるならば悪くない。戦が終われば居場所も生き甲が斐いもなくなる。

（じゃあ、あたしは何が怖い？）

　リリーは瞼まぶたを持ち上げる。いつの間にかバルドが三つ編みを揺ゆらして遊んでいた。

「……おなか空いたわね」

「同意」

　バルドの手を摑んで軽く嚙むと、彼もリリーの耳の端や首元を齧かじってくる。

　ひとつ間違えたら互いを傷つける行為に緊張感はどこにもない。無心に、無防備に、何もかも投げ出してじゃれ合っていると、知らぬうちに心が安らいでいく。

　リリーの胸に湧き上がってきていた憂ゆう鬱うつさも、いつの間にか奥底へと沈しずんでいた。

「こら、食事持ってきたから共食いするな」

　夕餉を運んできたクラウスの声に、リリーとバルドは穏やかな時間を閉じて、互いから目の前の食事へと興味を移した。
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　夕餉も終わり、バルドが船を漕こぎ始めたのでリリーは彼を寝床へと促うながし、自室へ戻ることにした。

「お前らさ、ああいう遊びも、やめといた方がいいな」

　そしてクラウスと一緒に廊下へ出ると、彼はそう言った。

「なんで？」

　リリーは急に何を言うのかと眉まゆ根ねを寄せる。

「やっぱりな、端はたから見てるとお互い嚙んだりも、密着するのも髪に触さわるのもまずいと思うんだよ」

　つまるところ今までのじゃれ合いが全て、誤解を与えるということらしい。リリーは軽い衝しよう撃げきを受けて目を瞬しばたたかせた。

「じゃあ、あたしもバルドもどうやって一緒に遊ぶの？」

　剣を合わせることはもちろん好きだが、他の遊びも好きなのにいきなり全部駄目と言われて、リリーは不機嫌になってむくれる。

「演習するのと、一緒に話すぐらいなら普通の友人じゃないか？」

　リリーは普通の友人同士とは、と考えてみる。

　しかし元々そんなものはいなければ、他の人間の行動など見ていない。

　自分達は何をもって友人と称しているのかと考えてみると、クラウスが最初に、『バルドに友達ができたのか』と口にしたのだ。

「普通のって、あたしとバルドは友達、でしょ。あんたが言ったんじゃない。それに、そうじゃなかったらとっくに子供がいるわよ。口づけしても子供なんてできてないし」

「……ちょっと待て、リリー。なんか理り屈くつおかしいぞ。というか、接せつ吻ぷんしたら子供できるとか本気で言ってないよな」

「特別な場合だけでしょ」

　そんなことはもちろん知っていると、リリーは唇を尖とがらせる。うっかり唇同士が触れただけで子供ができたら困るだろう。

「士官学校じゃ教えない、か。女友達……いないな。女親も当然いない。リリーが思ってる特別な場合ってなんだ」

「結婚して、子供を作るってお互い了解した時と、あとは結婚してなくても友達じゃないってお互い思ってたら、たまに子供ができるんでしょ……？」

　クラウスがいつになく深刻になっていくのに、リリーは怪け訝げんな顔をする。これといって誰かから教わったことはないが、なんとなくでそういうものだろうと考えていた。

「リリーはもっと大人かと思ってたけど……バルドがある意味理性的でよかったな」

「何がよ。あたし、間違ってる？」

　今まで特に必要なことでもなかったし、自分の知識が正しいかどうかなど気にしたことはなかった。

「……中ちゆう途と半はん端ぱに理解してるから逆に質たちが悪いというかなんというか。当人同士が嫌がってないからって一回だけ忠告して、三年も放置しといた俺も悪かったか」

「ぐだぐだ言ってないで間違ってるのか、間違ってないのかだけ教えて」

「半分あってる。まともに身内や他人と触れ合ってないからお互い加減ができてないだけだと思ってたんだけどなあ……」

　リリーはクラウスの言うことに、『普通』がよくわからないのはそのせいもあるかもしれないとうつむく。

　孤児なので無論、身内などいない。物心ついてから誰かに抱きしめてもらったり、じゃれ合ったりした覚えがなかった。同年代の子供からも距離を置かれ、人ひと恋こいしがる性格でもないので自分からも近づかずにいた。

　バルドも似たようなものだ。母は物心つく前に没し、父親ともほとんど顔を合わせず、王宮ではたまに兄と話すぐらいで、使用人達にすらろくに話しかけてもらえず、ひとりきりだったらしい。

　それにふたりとも、人に触るのも触られるのも好きではなかったし、他人の挙きよ動どうなどまるで興味がなかった。

　だから『普通』というのをよく知らない。

　触れ合うことの物珍しさと、今まで知らなかった安心感に、気の赴おもむくままに甘嚙みし合ってじゃれてみたり、背中や肩をくっつけて微睡まどろんだりした。

　お互い自分や相手が嫌がらないことを手探りしながら、ふたりにとっての『普通』をこの七年で築いてきたのだ。

「……で、どこが間違ってるのよ」

　リリーはそれより自分の過あやまちがなんだったのか、クラウスをせっつく。

「具体的なことはそのうち貴族の子女用の教本を持ってくるから、ちゃんとそれ読んどこうな」

　急に年上ぶったクラウスの物言いは子供扱いされているようで面おも白しろくないが、噓をついているわけでもなさそうだった。

「バルドと遊ぶの、本当に全部駄目なのよね」

　ただでさえ厄介な縁談だ。カルラにこれ以上余計な不安を抱かせるわけにもいかない。

　リリーはクラウスの言う通りにすることにした。しかし、何か重たい違和感が胸にあって、彼女は訝いぶかしげに眉を顰ひそめたのだった。
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　──うん。ありがとう。

　初めてリリーに贈り物をしたのは、確かぐみの実だったかとバルドは思い出す。

　出会ってすぐの頃、赤く艶つや々つやと熟じゆくした実が視界に入った。

　女の子というのはきらきらした綺き麗れいな物と、甘あまい物が好きな生き物らしい。ということはこの綺麗で甘い実はリリーが喜ぶかもしれないと思い、持って行ってみた。

　リリーの反応は喜んでいるか、微び妙みようだった。

　しかしふたりで甘く熟したのをあたり、渋しぶみが残りすぎていたり酸すっぱすぎたりするのをはずれとして、どちらが多くあたりを引き当てるかで楽しんだ覚えがある。

　今年も持って行こうかと、バルドは薄うすぼんやりとした景け色しきの中でぐみの木を探すが見つからなくて、歩くうちにさらに景色が暗くなってくる。

「朝……」

　ふっと目を開き、バルドはカーテンの隙すき間まから漏もれている光に目を細める。そしてごそごそと寝ね床どこから出て、長なが椅い子すに放り出していたローブに袖そでを通した。

　王宮に部屋はあるものの、執しつ務む室しつの寝ね心地ごこちのよさに戻ることは少ない。

　バルドは朝食などが用意された続きの間に移動し簡かん単たんに身み支じ度たくをすませながら、なぜあんな昔の夢を見たのかと考える。

　昨日、リリーとクラウスと一緒に、贈り物について話したからだろうか。

「おはよう。髪かみ、ぐちゃぐちゃよ」

　考えながら廊ろう下かに出るとリリーが待っていた。寝ね癖ぐせのついたバルドの頭を見て苦く笑しようする。

「忘れていた。夢を見た」

　バルドはリリーの後ろ髪上半分だけを纏まとめている、紺こん色いろのレースのリボンが揺ゆれるのを目で追いながら答えた。

　戦場にいる時の髪を高く結ゆい上げた髪型が一番遊びやすくて好きなのに、彼女は皇こう都とにいるといろいろと髪型を変えたがる。

「夢？」

「ぐみの木を探していた」

「……ああ、懐なつかしいわね。そういえば、バルドに最初に貰もらったのってぐみの実だったわ」

　リリーがすぐに思い出してくれて、なんとはなしに嬉うれしくなった。

「ぐみの木は見つからなかった」

「そうなの。学校の近くの木もなくなっちゃったし、そこは現実と一いつ緒しよね」

「なくなった？」

　そういえばいつの間にか持って行かなくなったのは、見えなくなったからだ。

「そう。えっと、三年、もう四年前だっけ。虫にやられて枯かれちゃったじゃない」

「そんなにも前」

　気づかないうちに、なくなってしまっていたものに寂さびしさを覚える。それどころか記憶の中からも消えてしまっていた。

　そんなことを考えながらリリーを見ていると、急激に胸を押し潰つぶされるような圧あつ迫ぱく感かんに襲おそわれた。

　衝しよう動どう的てきにリリーの腕を摑つかみ取り、彼女の瞳ひとみに自分が映っているのを見て少し楽になる。

　それでも何か落ち着かなくて抱き竦すくめた。柔やわらかくて甘い匂においがして、平静になれる。だけれど、今度は離すのが嫌いやになってきてリリーの首のあたりを嚙かむ。

「ちょっと、バルド、どうしたの？　まだ寝ね惚ぼけてるの？」

「……不明」

　リリーがやり返してこない時は嫌がっている時なので不本意ながら腕を解くと、彼女は困こまり顔でいた。

「ねえ、しばらくこういうのなしにしよう」

「なし？」

「そう。しばらくお互たがいに触さわるの禁止。ほら、おなかがすごく空すいてるとなんでも美お味いしそうに思えるじゃない。それと同じで、カルラのことも美味しそうに見えてくるはずよ」

　リリーの提案にバルドは疑念しか抱けなかった。

　確かに空腹時は、普ふ段だん特に好物でもないものにも食欲は湧わく。しかしこれは空腹感を得るのではなく、好物を我が慢まんするということになる気がする。

　目の前に一番美味しいものがあるのに、わざわざ他に目が向くだろうか。

「無意味」

　結論だけ口にすると、リリーがむっと頰ほおを膨ふくらませた。

「とにかく、試すだけ試してみるの」

　ほんの少しの間だけなら仕方ないと、バルドは素す直なおに言うことを聞くことにする。そのうちリリーの方から、いつものようにじゃれついてくるはずだ。

　あとはこれといって話すこともないので、ふたりは無言で目的地まで進む。お互い一緒にいたい時というのは話をしたい時というわけでもないので、沈ちん黙もくはごく普通のことだった。

　大抵言葉を交かわしている時間よりも、沈黙の方が長い。

「バルド、リリー、よくない知らせらしいぞ」

　今日は珍めずらしく、軍ぐん議ぎの場に遅れずにいるクラウスが書しよ簡かんを一通持ってきた。

　封ふう蠟ろうの色は黒。

　公にできないほど最悪ではなく、かといってよいとはけして言えない知らせの証あかしだ。

　リリーが書簡を開いて重々しいため息をついた。
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「マールベック卿きようが離り叛はんを表明したわ……」

　軍議が始まり、リリーは淡たん々たんとそれを報告する。将軍と補ほ佐さ、三人の統とう率そつ官かんが詰つめる小部屋の空気が一気に澱よどんだ。

　マールベック卿は北部の護まもりの要かなめとなるゼランシア砦とりでを居城としている領主である。

　彼がハイゼンベルクの命めいで兵を動かすことも砦となることもないと表明した。以前から動向が危あやぶまれていたが、ついにきてしまった。

　情勢の悪化以上に思うところがあり、雷らい軍ぐんの面々の表情は沈ちん痛つうだ。

「フリーダさん、どうなるんだろうな。というか、どうなってるのか」

　誰だれもが口を重くしていたことを、クラウスが話題にする。離叛が危ぶまれていたマールベック家へ昨年、クラウスの前任であった『剣つるぎ』の統率官の女性が嫁とついでいる。

　ハイゼンベルク方へ繫つなぎ止めるための政略結婚であったが、無意味になってしまったらしい。

「……それに関しての報告はない」

　バルドがつけ加えて、クラウス以外の統率官がますます気落ちした顔を見せる。

「近いうちに戦いくさになるかもしれないってことよね……」

　ここ数カ月小こ競ぜり合いが続いて余力が残っておらず、取り戻すにしてもまだ動けない。こちらからも交こう渉しようはするのだろうが、最終的には派は手でな戦になりそうだ。

（誰がどうなるかなんて、本当にわからないわね）

　ほんの一年ほどの間だが、彼女とは同じ双そう剣けん使いで立場も歳としも近く、軍内では多く言葉を交わした。そんな相手が敵に回るかもしれない。

　驚おどろきや寂しさはなく、こんなものだと漠ばく然ぜんとリリーは現状を受け止めていた。

「これから暑くなるし、北は涼すずしそうだからいいな。まあ、行かないですむのがいいけど」

　クラウスが張り詰めていた緊張感を断たち切って、七つ以上年上の統率官ふたりに静かに睨にらまれる。

　双方、皇おう子じと宰さい相しよう家の次男の子守をさせられて内心うんざりしていることだろう。

　おかげで演習以外はさしてやる気のないリリーだが、与えられた仕事だけはこなすので比較的まともだと思ってもらえているようだ。

「行くか行かないか決めるのは上だし、心構えぐらいはしといてってことよね。今日も予定通り演習しとけばいいでしょ」

　リリーがバルドに同意を求めると、彼は首を縦たてに振った。

「俺は市場の視察」

「あたしも今日はそれに付き合うのよね……」

　リリーはせっかくの演習の時間が潰れるのに声を沈しずませる。

　月に二度の視察はバルドと、街の警けい邏らにあたる憲けん兵ぺい部隊の魔ま道どう士しが行くのだが、今日はカルラもそれについていくことになったのだ。

　いきなりふたりきりというわけにもいかず、リリーも同行することになった。

「なんだったら俺、代わりにいくけど」

　クラウスが挙きよ手しゆするのに他の統率官達が期待の目を向けてくるが、リリーは気づかないふりをする。

「あんたがカルラと話すだけになるでしょ。代わりはいらないし、一緒についてくるのも駄だ目め」

「えー、いても俺どうせ仕事しないのに」

「みんな思ってることをわざわざ自分で口にするんじゃないわよ、この駄だ眼鏡めがね。黙だまって座ってるだけはできるわよね」

　口調をきつくしてねめつけると、クラウスは飄ひよう々ひようとした様子で肩を竦めてみせた。

　まったくもってふざけた男だ。

「視察に行く」

　リリーは呆あきれるもバルドがすでに立ち上がっていて、次へと行動を移し始めた。

「はい、はい。戦闘以外でこれだけは好きよね。カルラも一緒なのは忘れないでよ」

　どことなく楽しげだったバルドの足取りがやや鈍にぶってしまい、リリーは苦笑しながら彼の背を押す。

（こういうのも、やめておいた方がいいかな）

　ふと、自分の掌てのひらを見つめてリリーは止まる。

　おなかが空いたら云うん々ぬんは、ひとまずお互いこれまでの遊びを控ひかえるのをバルドに納なつ得とくさせるにはいい理由なはずだ。

　リリーは自分の考えにうなずいて、数歩先にいるバルドに追いついた。
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「ごめん。馬車に乗れって言うの忘れてたわ……」

　軍舎の外で待っていたカルラと用意されていた二頭立ての馬車に乗り込んだリリーは、ひとつ空あいた席にうなだれた。

　大きめの箱馬車が用意されているのに、リリーがカルラと話しているうちにバルドはひとりで馬に乗って行ってしまった。

「いいのよ、殿でん下かには窮きゆう屈くつだろうし」

　今日はふんわりとした白いドレスを纏まとったカルラが淡あわく微笑ほほえむ。

　確かに大おお柄がらなバルドが一緒にいるのには、いくら大型の馬車でも手て狭ぜまだ。それにバルドは狭いところは好きだが、他者がその空間にいることを嫌きらうので仕方ない。

　そして馬車は緩ゆるやかに螺ら旋せん状の街路を下っていく。軍区、上位・中位・下位のみっつの貴族区、と区分ごとに落とし格こう子しの門が設もうけられている。白壁と灰色をした石いし畳だたみの街並みの中で門だけが黒く、明めい確かくに境界線を引いていた。

　夕ゆう刻こくまでは格子が上げられている門を次々とくぐり、ちょうど商業区である中層あたりの門前で馬車が停まる。

　そこでは衛えい兵へいの魔道士に馬を預けて、バルドがつっ立っていた。

「もう、馬車が待ってるんだから乗りなさいよ。こら、バルド、ひとりで先に行かない！」

　話している途と中ちゆうで、バルドは上層の貴族の屋や敷しきからの使いやら、下層の庶しよ民みんやらでごった返している市場へ人をかき分けて進んで行ってしまった。人々が道を空けるし目立つので見失うことはないが、これではカルラのいる意味がない。

「懐かしいわ……」

　置いていかれた当人であるカルラはさして気にも留とめず、魚臭くささが漂ただようあたりを見回している。

「そっか。来たことあるはずよね」

「ええ。魚の売り子を頼たのまれたり、編あんだレースを買い取ってもらったりしに時々来ていたわ。殿下もお見かけしたことはあったのだけど……」

　カルラの視線の先でバルドは気ままに露ろ天てんに並ぶ魚や、海とは反対側の平野の農地から運ばれてくる野菜や穀こく物もつを眺ながめていた。ここから先に行けば、布や小物を扱う商店も多く見られる。

「皇こう太たい子し殿下の命令よ。あの方は自分がしたいことはバルドにやらせているから」

　最後の方は声を潜ひそめてリリーは言う。ラインハルトは王宮から一歩も出られない。この頃は自分の部屋を出るのもままならないことが多いらしい。

　宰相以外から王宮の外で起こっていることを知るにはバルドを使うしかない。

「ああ、カルラ、ちょっと急ぐわよ。殿下に追いつかないと」

　バルドとの距離がずいぶん空いていることに気づき、リリーは歩ほ幅はばを広げる。しかしカルラが靴くつとドレスのせいかもたついて遅れていたので、すぐに引き返した。

「あ、ごめんなさい。まだまだ駄目ね」

　カルラが申し訳なさそうな顔をして言った。

「バルドが速すぎるだけよ……嫌じゃなかったら」

　リリーはあたりを行く子供連れの姿をふと目に留めて、カルラに手を差し出す。

「ありがとう」

　微笑みと共に躊躇ためらいなく手を握にぎられ、リリーはそろりとその手を握り返した。こういうことは馴なれないが、嫌な感じはしない。

　ただ自分の手の中にある滑なめらかで柔らかい手は、薄い硝子ガラスみたいに脆もろく思えてどうにも心こころ許もとない。

　やたら丈夫なバルドにしかまともに触ふれたことがないので、乱らん暴ぼうに扱ってしまっていないか気になる。

「痛いたかったら言って」

　リリーはそのままカルラの手を引いて、彼女が転ばないように気をつけながらバルドを追いかけた。

「バルド、ひとりで行ったら意味ないでしょ。案内ぐらいしてよ」

　どうにか追いつくと、こんもりと盛られた枇び杷わの実の前で立ち止まっていたバルドがリリーを見下ろして黙り込む。それからすっと手を上げてリリーたちが来た方向を指差した。

「海産物。野菜。穀物。果物。肉。小物と布。陶とう器き類るい」

　彼は次々と指で示して、市の主な商品の振り分けを説明する。
















「…………案内ってそういう意味じゃなくてね」

「違うのか」

　バルドが不可解そうに首を傾かしげるので、リリーはもうこれはこれで仕方ないと諦あきらめた。

「リリー……」

　リリーはまだ繫いでいた手をカルラに引かれる。彼女は怯おびえと不安で縮ちぢこまっていた。

「大丈夫よ。怒おこってるわけじゃないから。あ、ごめん。手、握りっぱなしだった」

　いつまでも握ったままでは子供のようで、カルラも恥はずかしいだろう。

「リリーが嫌じゃなかったらこのままでいてくれる？　踵かかとは低いけど履はき馴れない靴で歩きにくくて……」

「あたし、力ちから加か減げん下手かもしれないけど大丈夫？」

「大丈夫よ。そうだ。わたしが案内するわ。可か愛わいい髪かみ飾かざりも見たいんだけどいいかしら……」

　カルラが暇ひまそうに立っているバルドをちらりと見つつ訊たずねてくる。

「まあ、どうせ全部見回るから、問題ないわよ。あたしも見たい」

　ちょうど新しい物も欲しかったし、カルラの好みもバルドが把は握あくできるのでいいだろう。

　リリーを真ん中にして、三人で並んで市を回ることにした。

　カルラがあれこれ楽しげにリリーに話して、それを横で聞いているバルドが興味を示す顔を見せると、リリーが詳くわしいことをカルラに訊ねた。

（なんか間違ってる気がするけど……まあいいか）

　少女ふたりが仲良く手を繫いで談だん笑しようしている横で、凶きよう悪あくな顔つきの男がぴったりと張りついているのは相そう当とう奇き妙みような光景だが、リリーはさして気にしなかった。

「リリーはやっぱり赤も青も似合うわね。ほら、椿つばきのバレッタ、すごく綺麗」

「でも、さすがにこれは普段使うには派は手でだわ。そうね、これぐらいの色味が好き。あ、こっちの赤ならカルラの髪にも映はえると思うけど」

　目め当あての小こ間ま物もの店てんにたどり着くと、もはやバルドは置物同然だった。

　カルラとリリーはリボンやバレッタなどの髪飾りを眺めてはあれがいい、これがいいと手に取って、お気に入りのひとつを探していた。

「……リー」

　不意に、側そばに立っていたバルドに警戒心のこもった声で呼ばれ、リリーは表情を険けわしくする。バルドの手はすでに剣の柄つかにかかっていた。

　微かすかな魔力を感じて、リリーも身構える。

　そして突とつ風ぷうと共に、空中からばらばらと紙が落ちてくる。

「……嫌ね、最近こういうの多いわ」

　拍ひよう子し抜ぬけしながら紙の一枚を手に取れば、そこには北の護りの要が失われたことや近々大がかりな戦があると書かれていた。結びには、正しいのはディックハウト。簒さん奪だつ者しやのハイゼンベルクはいずれ罰ばつを受けるとお決まりの文もん言ごんがあった。

　ここ最近多い、ディックハウト信しん奉ぽう者しやによるものだ。

「リリー、これ本当？」

　カルラがリリーに心配そうな視線を向けてくる。それは彼女だけではない。

　周囲の人々の顔には暗い表情しかなかった。物価や税が上がって生活が逼ひつ迫ぱくする心配を顔に出している。

　そして本当にこの皇都に戦火が及ぶことはないのかという焦しよう燥そうも覗のぞく。

　バルドがいるので迂う闊かつなことは喋しやべるまいと誰もが口を閉ざし、あたりは薄うす気き味み悪いほど静まり返っていた。

「とにかく気にしないで。バルド、戻るわよ」

「……近くに魔道士はいない」

　紙には目もくれていなかったバルドが、剣の柄に置いていた手を離す。彼の近くにはすでに市の警備に当たっていた魔道士が集まってきている。上層と下層へ繫がるふたつの門は検けん閲えつの人員がくるまでの間、格子を下ろし、人の流れを止めているらしかった。

「さすがにこの区間の外からだろうけど……こういう魔術の使い方って、みみっちくて嫌い。あたし達は上から他の憲兵部隊が下りてくるまで、門で待ってた方がよさそうね」

　リリーはすうっと息を吸い込む。

「ばら撒まかれた紙は回収するから持ち帰らない！　全部、こっちに引き渡す、いいわね！」

　市の人々に命じて他の魔道士に紙を回収させると、リリーはカルラの手を引いて道を引き返した。
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　商業区のひとつ手前、下位の貴族の屋敷が密集する区間の路地で、クラウスは抜いていた剣を収めた。

　後は上手いこと民衆の不安を煽あおる文書が広まるのを祈いのるばかりだ。

「俺、風魔術苦手なんだけどなあ」

　傍かたわらにいる同じ年頃の青年に目を向ける。彼の髪はカルラと同じ色をしている。

　学生時代にリリーと一ひと悶もん着ちやく起こしたという青年、カルラの二番目の兄に当たるダミアンだ。

「私よりはましでしょう。ご協力ありがとうございます」

　言葉こそ慇いん懃ぎんだがダミアンの眼まな差ざしには疑心が見てとれて、クラウスは小さく笑った。

「信用してもらわなくてもいいけどね、俺は。元から誰にも信用ないし、こんな雑用はいくらでも受けるよ」

　ひとまず大人しく兵舎にいなかったことでリリーに叱しかられるのは間違いない。そもそもこんなことをしているのがばれたら、ただではすまないだろうが。

「……リリー・アクスはまだどちらにつくか決めていないのですか」

「決めてない。リリーはさ、戦えればいいって質たちだからなあ。迂闊にちょっかい出して痛い目見たからわかるか」

　学生時代の若気の過あやまちを持ち出されて、ダミアンが表情を硬かたくする。

「本来ならあのような野や蛮ばんな者を引き入れたくはありません……」

　戦力としては魅み力りよく的てきであるとまでは言わない強ごう情じようさを面おも白しろがりながら、クラウスは薄うす曇ぐもりの空を見上げた。

　雨は降りそうにないが、肌はだ寒さむい半はん端ぱな天気だ。

「だけどその分、強い相手と戦えるってなったらこっちにつくだろうな。一番戦いたい相手はバルドだろうし」

「獣けものの相手は獣に、ですか」

「そうそう。この情勢だし引っ張り込もうと思えばできそうだ。カルラ嬢じようが頑がん張ばってくれるんだろう」

「ええ。そうでなければあんな卑いやしい、妹かどうかすら怪あやしい女、我わが伯はく爵しやく家けに招き入れたりはしません」

　ダミアンが苦にが々にがしく言う。

　美人の妹ができて、それが血の繫がりがないかもしれないとなれば、もっと喜べばいいのに。

　クラウスはそんなどうでもいいことを考えてから、あくびをひとつする。バルドではないが昼寝でもしたくなる。

　ダミアンが緊張感に欠ける態度を窘たしなめるかのごとく、眉み間けんをきつく絞しぼる。

「我々は正しき主君を得なければなりません。お忘れなく」

「うん。覚えてる。使い物にならない父上や兄上を出し抜いて、家も財も乗っ取って新しい皇主様の所でのんびり暮らすために頑張らないと」

　へらへらと笑ってみせると、あからさまに嫌けん悪おの目が向けられた。

「…………その暁あかつきには誇ほこりと忠節もどうか手に入れられますように」

　最大限の嫌味を残してダミアンが踵きびすを返した。この路地の側にあるディックハウト信奉者の貴族の屋敷に入るのだろう。

　自分は上から下りてくるだろう応援の魔道士に紛まぎれて様子見だ。

「父上も、やらかしたもんだなあ」

　クラウスは父の失策を嘲ちよう笑しようする。

　ハイゼンベルクの貴族の魔道士は、家か督とくを継がない嫡ちやく男なん以外がなることがほとんどだ。嫡男は魔道士として修練しつつも、非常時以外は実戦に出ず文官として王宮で政まつりごとに携わり、それ以外は武官となる。

　昔は文武両道で家を盛り立てていたため、兄弟間で与えられる役目に格差を感じることはそれほどなかった。

　しかし下級魔道士を使い捨てるという失策の余よ波はがそこに及んだ。

「できのいい嫡男以外は使い捨て……そう考えてるからこんなことになるのに気がつかないんだ」

　皇都で安あん穏のんとしている跡あと継つぎと違い、戦場でいつ命を落とすかもしれない状況で、無意識に溜ため込まれていた精神的な疲労や不満をディックハウトに突かれた。

　元より数の少ないディックハウトは戦場に出られる者は出る。皇祖より与えられ受け継いできた魔力を使うことを惜おしまず、皇主を護るのが誇りであり、使命であるとしている。

　そんなディックハウトの在あり方かたに心が傾くダミアンのような貴族の若者も増えつつある。

　貴族も平民も、ハイゼンベルクの現状にうんざりしているのだ。

「いらない奴は、どこに行ってもいらないと思うけどな」

　だから自分が欲しいものすら見つけられない。

　クラウスは下りてくる魔道士を待つのに、大通り沿いへと出て行く。自分がどこをほっつき歩いていても、いつもの勝手な行動としか見られない。

　そしてリリーが目くじらを立てるのだ。

（そういえば俺を真正面から叱るのって、リリーだけだよなあ）

　彼女に叱られるのはいつでも新しん鮮せんで、ことさらふざけた態度を取ってしまう。

　クラウスは自分の子供っぽさに気づいて苦笑いしながら、見えてきた黒い魔道士の群むれに潜もぐり込んだ。

　楽しみなのはリリーがどんな反応を示すかだった。
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　リリー達が市を抜けて閉じられた門に行けば、人ひと集だかりができていた。

　それでもバルドが通るだけですっと道ができる。門前にリリーとバルドがたどり着くと、門兵のひとりである『杖』が民衆との間に魔術で壁を作ってから、格子を上げた。

　門を抜けてリリーは先にカルラを馬車に乗せる。

「カルラ、このまま屋敷に戻る？」

　膝ひざの上に手を置いてずっと表情を曇らせていたカルラが顔を上げ、リリーを真まっ直すぐ見つめる。

「家に帰るより、リリーと一緒にいたい……のは我わが儘ままよね」

「いいわよ。ここに残るのは憲兵部隊の仕事だし、あたしは兵舎に戻ると思うから、じゃあ、そこで待ってて」

　しばらくすると、憲兵部隊がぞろぞろと下りてきた。その中にはクラウスの姿も見えて、リリーは眦まなじりを吊つり上げる。

「ちょっと、なんであんたまでいるのよ。呼んでないでしょう」

「留る守す番ばんに飽あきたから来ちゃった」

　クラウスが小首を傾げて悪戯いたずらっぽく笑んだ。

「…………もういいわ。真ま面じ目めにしろって言うのは時間の無む駄だだわ」

　リリーは深呼吸をひとつして気を鎮しずめ、クラウスにディックハウト信奉者が撒いた紙を渡す。

「ああ。やけに情報が回るの早いな。そろそろ、カルラ嬢も自分の立場に気づいて落ち込んでるってところか。となると、ここでの俺の仕事は」

「しなくていい。カルラはしばらくあたしといることになったから」

　リリーはまったく、とクラウスの言葉を遮さえぎって、意見を聞く前に却きやつ下かする。

「演習…………」

　リリーの後ろで今日の午後の予定をバルドが不満そうにつぶやいた。

「それはまた明日。あんただってこの件含めて皇太子殿下に報告があるでしょ」

「わかった」

　ラインハルトのことを出すとバルドは素直に退ひいて、袖口から枇杷を取り出しふたつ、リリーに手渡した。

「どうしたの、それ」

「貰った。だが、買った。兄上へ手て土産みやげ。リーとカルラのも」

　どうやら眺めていたら店主が献けん上じようしてきたものの、きちんと代金を払ったということらしい。

　リリーはバルドが差し出した枇杷を受け取り、一応はカルラの存在を忘れずにいたかと安心した。

「俺の分は？」

「ない」

「冷たいなあ……。俺はあんまり枇杷好きじゃないからいいけどさ」

　すげなくされたクラウスの文もん句くなど聞かずに身を翻ひるがえし、バルドは自分の馬に乗る。

「王宮に行く」

　そして一言残してひとり丘の頂上へと向かった。

「皇都もいよいよ末期だな。こんなのがすぐに広まるなんてさ」

「箝かん口こう令れい敷しいてたわけじゃないし、遅かれ早かれこうなってたわよ」

　離叛は以前から危ぶまれていたし、ディックハウト信奉者に事前に情報が伝わっていてもおかしくない。軍略すら漏れているのに、向こうが仕掛けたこちらに都合の悪い情報が握り潰せるはずがないのだ。

「逃げるならできるだけ早い方がよさそうだよな」

「好きにすればいいわ。あたしは止めないから。ほら、もう戻るわよ」

　いつものこととリリーは適当に返答をするが、クラウスの表情はいつになく真しん摯しなものだった。

「本気で考えた方がいいと思うぞ。ここにいてもしょうがない」

「だけど、どこに行ったって戦うだけだもの。あたしはそれ以外なんにもないんだから、ここにいようが、向こうに行こうが同じよ。じゃあ、カルラのところに行くわ」

　リリーは話を打ち切ってクラウスから離れた。

　しかし、クラウスの「ここにいてもしょうがない」という言葉が、やけに重く心にのしかかってくる。

「リリー、どうしたの、大変なことになってるの？」

　硬い表情のまま馬車に入るとカルラが不安そうにしていて、リリーはぎこちなく笑む。

「大したことじゃないわ。またクラウスが呼んでもないのに来たから。そうだ、枇杷食べる？　バルドからよ」

「殿下から……」

　カルラが枇杷を受け取り物珍しそうにしながらも、やはりその表情は暗い。

「ねえリリー。リリーはずっとハイゼンベルクの味方、よね。遠いところの御領主様が裏切ったりした話を下町にいる頃から聞くことが多いけど」

「下町でも結構噂うわさになってるのね……。裏切るったってそう簡単にいかないし、そんな面めん倒どうくさいことしないわ。バルドとの結婚は不安？」

　カルラはうつむいて躊躇いがちに首を縦に振る。

「お父様はバルド殿下はお強いし、兵力もまだこちらが上で財ざい政せいもそこまで逼迫してるわけじゃないから、すぐに巻き返せる、大丈夫だって仰おつしやっていたけど、もしもって思うと怖くて……」

　カルラは平民であれば敗戦と同時にディックハウトの民となるのも簡単だったところが、引き取られたことによって逃げ場を失おうとしていることに気づいていたらしい。

「仕方ないわよね。ただでさえ皇こう妃ひなんておっかないだろうし、そういうことも考えると嫌よね」

「でも、大切なお役目だから果たさないとって思うの。どんな状況だろうと皇妃になるなら覚かく悟ごはしているけど、ちょっとだけ怖くもなるわ……こういうこと、誰にも話せないのが、一番苦しいわ。リリーは戦場にいて逃げ出したいって思ったことない？」

「ないわよ」

　自分から進んで突とつ撃げきするリリーは即答する。

「強くて羨うらやましいわ。きっとそれだけ皇主様への忠ちゆう誠せい心しんも強いのね」

「言っておくけど、忠誠心なんてものはあたしにはないわ」

「……じゃあ、なんのためにリリーは戦ってるの？　魔道士はみんな皇主様のために戦ってるのでしょう」

　カルラが不ふ思し議ぎそうに目を丸くする。

「戦いたいから、が理由じゃ駄目なのかしらね。口では大たい義ぎ名めい分ぶんかざしてたって、本当はただ戦いたいってだけで軍にいる人間もいると思うわよ」

「リリーは…………」

　カルラは目を伏せ、躊躇いがちに口を開いた。

「人を殺したいの？」

「それとこれとは別よ。斬きり結んでる間が楽しい。勝ったら気持ちいい。それだけ」

「じゃあ、戦えるならディックハウト方でもいいの？」

「極端に言えばそうね。でもわざわざ向こうに行く理由もないし」

　カルラは「そう」と、何かを思案するように揺れる馬車の中で沈黙する。彼女の胸の内にはリリーへの失望や、嫌悪が渦うず巻まいているのかもしれない。

（あたしがここにいる理由……）

　リリーはバルドに貰った枇杷に目を落として、掌の上で弄ぶ。カルラの膝の上には、まだ枇杷が載っていた。

「……枇杷、嫌い？」

　リリーが訊ねると、カルラは顔を上げていいえと首を横に振った。そして丁てい寧ねいに皮を剝むいて、白い歯を立てる。

「甘くて美味しい……バルド殿下は皇太子殿下が仰った通り、お優しい方ね」

「怖いのは見た目だけよ」

　リリーは自分も枇杷を口にしながらそう答える。

「ねえ、わたしとずっと仲良くしてくれる？　わたし、これから安心して話せるのって、リリーしかいないと思うの。リリーの話もたくさん聞きたいわ」

　カルラの予想外の言葉に目を瞬しばたたかせて、リリーは曖あい昧まいにうなずいた。

「話し相手ぐらいにはなるわよ。……友達同士って甘嚙みして遊ばないもの？」

　仲良くする、というのはどういうことなのか、リリーはクラウスより常識的そうなカルラに訊ねてみる。

「しないわよ。野の良ら猫ねこじゃないんだから。リリーって、面白いことを言うのね。ねえ。また髪飾り、見に来ましょう。今日は買いそびれてしまったし、また機会があったら。次は履き馴れた靴で来るわ」

　冗談と思ったのかカルラはくすくすと笑いながら、楽しそうにそう言った。

「そうね。困ったらまた手、繫いでもいいし」

　こういうのが、いわゆる『普通』の友人なのかもしれない。

（じゃあ、あたしとバルドってなんなんだろ）

　友人でもなく、ましてや恋人というわけでもないのなら。

　リリーは七年を振り返りながら残った枇杷を齧かじる。甘く柔らかい食感の後に、歯に硬い種が当たった。
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　王宮に戻ったバルドはいくつもの扉とびらをくぐり、中庭に面した柱ちゆう廊ろうへ出て今度は内へと再び入る。外から見れば真四角で単純な箱型に見える王宮の内部は複雑に入り組んでいて、皇家の私的な区間に近づくほど迷いやすくなる。

「バルド殿下、お待ちしておりました」

　やっとたどり着いたラインハルトの居室の前では、侍じ女じよのエレンが控えていた。後ろで三つ編みにした暗あん褐かつ色しよくの髪に黒い瞳、加えて黒い侍女のお仕着せと、夜も近づくと闇やみに溶け込んでしまいそうな女だ。

　彼女の手には、小ぶりな銀の杖つえが握られており、そこだけ異様に浮いて見える。

「どうぞお入りください」

　扉を静かに開けるエレンは、ラインハルトが唯ゆい一いつ信を置いている側そつ近きんの魔道士でもある。

　エレンが部屋の外で待ち構えているということは、けして他の者に聞かれてはいけない重要な話があるという合図でもある。

　バルドは無言で部屋に入る。

　扉が閉められてエレンが全ての音を遮しや断だんするために、部屋を覆おおうように結けつ界かいを張る気配がした。

「バルド、市の様子はどうだった？」

　天てん井じよう近くにある窓の明かりが届く書しよ斎さい机づくえの所に、ラインハルトはいた。思案顔で問われたバルドは順序立てて話し、途中で枇杷を渡した。それから少し沈黙を置いてディックハウトの信奉者により、北部の離叛について市し井せいに広まったことを告げる。

「……いずれわかることだが仕方ないな。私も離叛の話はつい今し方聞いたばかりだ。皇太子と民が情報を得られるのが同時とは、なんともな。皇主である父上はまだ知らないかもしれない」

　ラインハルトが嘲笑を浮かべて、同意を求めるように見上げてくる。

「宰相達は愚おろかです」

「ああ。失しつ策さくを打っておきながらまだ自分達が正しいと思っている。これからどれだけの魔道士が流出していくか考えただけで、ただでさえ短い寿じゆ命みようが縮みそうだ」

「病やまいも斬れればいい」

　兄を度たび々たび襲い、その体を蝕むしばむ病が形を取って目の前に現れたなら、雷いかずちで撃うち刃やいばで微み塵じんに切り刻めるのに、実際は何もできない。

「そうだな。そうだったら私も自分の手で欲しいものを取りに行ける」

　枇杷を掌の上で転がしながら、ラインハルトが楽しげに笑い声を漏らす。しかしそれはどこか冷めた雰ふん囲い気きがあった。

「バルド、小鳥のことを覚えているか？」

　そして続けられたラインハルトの言葉に、バルドはこくりとうなずいた。

　忘れるはずがない。兄を喜ばせるつもりで困らせてしまった、たったひとつの贈り物だ。

　五歳の時、兄がよく見ていた白い小鳥を木によじ登って捕つかまえた。もしや食べる気ではとおののく使用人から籠かごを貰って、兄に見せに行ったのだ。

「小鳥が可か哀わい相そうだから閉じ込めてはいけない」

　バルドは過去にラインハルトに言われた言葉をなぞる。

　兄が悲しそうに籠の扉を開いたことはよく覚えている。

　どこにも行けないのはとても辛いことで、ましてや自由に飛べるものを閉じ込めてしまうのはとても勝手なことだと、王宮から一歩も出られないラインハルトは、静かに言っていた。

　それからずっと、どこにも行けない兄のために、外で見たものや聞いたことを話したりしている。

「……バルド、今からお前にひとつ話しておかなければならないことがある」

　ラインハルトがそっとため息をついてバルドを仰あおぐ。

　ゆっくりと告げられていく言葉をバルドはただ静かに聞く。聞いているが途中から兄の言葉がよくわからないものに変わっていく。

　理解できないというよりしたくない。

　考えたくない。

「いつまでもこのままではいけない」

　兄が諭さとしてくるが、バルドはなかなか首を縦に振れない。ラインハルトが悲しげに目を細めても一音も出てこない。

「バルド、拒否するのは自分のためだけだろう」

　今度は叱しつ責せきする口く調ちようになり、思わず兄から目を逸そらした。

「バルド」

　きつく名前を呼ばれてバルドは身を硬くする。抗あらがいきれないのに、まだもがいている自分がいる。

「承しよう知ち、しました」

　やっと声を出すと、ラインハルトが微笑んだ。

「よし、いい子だ」

　子供の頃から好きだったその言葉はまるで胸に響ひびいてこなかった。
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　市場での騒そう動どうから一刻。市場への出入りの検閲で怪しい者はなく、皇都内の警邏も増員しているが、今のところなんの報告もない。全ての門の格子が落とされる夕刻になっても、おそらく何も出てこないだろう。

　そうしてラインハルトの命めいで王宮には将軍五人全員が集められた。リリーも補佐官としてバルドの後ろに控え、バルドと他の将軍との会話を円えん滑かつにする役目を務つとめた。

　軍議には招しよう集しゆうしたラインハルト本人はおろか宰相もいなかった。軍司令部の者も数人いたが、中心となったのは王宮の式典行事をまとめる官かん吏りの長おさである、典てん儀ぎ長ちよう官かんだった。

　なんとも奇妙な軍議を終え、リリーとバルドが中庭を臨む柱廊に出た頃には日はだいぶ傾いていた。

　色とりどりの花が咲く中庭の中央で、吹き上がる噴ふん水すいの水が淡く橙だいだいに輝いている。

「神じん器ぎを社やしろへ返へん還かん、ね」

　軍議はディックハウト信奉者への対応に関する協きよう議ぎだった。その中のひとつとして現在王宮内に安置してある神器を社へ戻すことになった。手始めに『玉ぎよく』を戻すため、皇家の代表としてバルドが向かうので、必然的に雷軍の任務となる。

　古来よりの皇都を占せん拠きよしているのはハイゼンベルクだが、ディックハウトは『杖』を祀まつり上げていた社のある地をそのまま新皇都としている。

　神器が国の三箇所に安置されているのは、国の安定を図るための重石おもしという意義がある。ディックハウトは、重石を一箇所に固めているハイゼンベルクの所業により、いずれ災さい厄やくが起こるとまで言っている。

「ただの剣とか玉と何が違うのかしらね。あたしにはさっぱりわからないわ。実際に、何か起きたってわけでもないのに」

「あるべき場所に置くのは道理」

　隣となりを歩くバルドは少々不ふ機き嫌げんだ。苦手な水すい将しようと顔を合わせ、騒さわがしい炎えん将しようにも絡からまれてと、軍議は彼にとって苦く行ぎようである。

　ただ軍議の前からいつもより視線を合わせることを避さけているようだった。

「道理、ねえ。『玉』の社があるあたりはこっちが制圧してるけど、危ないんじゃないかしら。あのあたりの領主が寝返ったら向こうのものになるでしょ」

　少なくとも神器が安置された周辺は激げき戦せん区くになるだろう。『剣』の社の近辺は敵方の領地に近いため見送りになっているが、状況としてはさほど変わらない気がする。

「兄上は間違えない」

　いつもよりもバルドの声が重い気がしたが、気のせいかもしれない。

「……でも、まだあとひと月近く後なんてちょっと物を動かすのに面倒なことね」

　何やら王宮内で移転の儀ぎ式しきとやらを行って、それからまずは皇都近くの仮かり拵ごしらえの社で祀ると典儀長官が説明していた。

「リー」

　急にバルドが足を止めた。その視線は揺れていて、無理に目を合わせようとしているのが見て取れた。

　話しにくいことや、何かやらかした時、バルドはこういう顔をする。

「何よ」

　ラインハルトに無む茶ちやな命令でもされたのかとリリーは身構える。

「カルラが正式に皇妃になる。しばらくリーに触れるのも我慢する」

「しばらくじゃなくてずっとの方がいいわよ」

　ラインハルトは早々に決定を下してしまったらしい。そうなると本格的に、カルラにバルドとの付き合い方を教えねばならないが、それについては大して心配はない。

　カルラは箱入りのお嬢様ほどか弱くもなければ、かといって勝ち気すぎるわけでもない。結婚に対しても割り切っているので、バルドとも上う手まくやれるだろう。

　しかし今までのようなじゃれ合いはできなくなると思うと、また不思議な違い和わ感かんが胸にあった。

（……一回ついた癖くせっていうか、習しゆう慣かんは直すの大変だっていうし）

　そのうち馴れるはずだとリリーは自分に言い聞かせて、違和感の正体を探るのをやめた。
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　市場での騒そう動どうから五日。地方での小こ競ぜり合いの戦せん況きようが届いたりするものの、皇こう都との軍は出動命令も出ず、比較的落ち着いている日常だった。

「暇ひま。『玉ぎよく』の仮の社やしろへの移送もたった五人であたしら出る必要ないし、本当に暇」

　雷らい軍ぐんの兵舎内の小部屋で軍ぐん議ぎを終えた後、バルドとクラウスと共に残っていたリリーは、椅い子すの背に体を深く沈しずめてずるずる落としながらため息をつく。

　神じん器ぎの『玉』の移送は、雷軍内で秘ひ密みつ裏りに行われることになった。公表は本物の社にきちんとおさめてかららしい。

　軍内にディックハウトの信しん奉ぽう者しやがいることへの警けい戒かいも含め、この作戦を知るのは将軍と補ほ佐さ、『剣つるぎ』、『杖つえ』、『玉』の統とう率そつ官かん以外は移送に関わる五人だけである。人数は少ないが、皇都の夜警には基本五人一組で数組がつくので、その中に紛まぎれ込ませる予定だ。

「暇な方がいいって。極ごく秘ひ任にん務むとか、俺は嫌きらいだな。バルドだって、カルラ嬢じようとせっかく仲良くなってきたし」

　斜ななめ向かいに座るクラウスが話しかけると、その正面のバルドは視線を一いつ瞬しゆんだけリリーに持っていく。

「仲がいいかはわからない」

「最近カルラ嬢が来たら自分から迎えに行って、とりあえず近くに置いてっていうのは、長年お前を見てきた俺からすれば仲良しの部類に入ると思うぞ」

　側そばに仕つかえている、ではなく気が向いた時にバルドを見ているだけのクラウスが、リリーに同意を求めてくる。

「んー、まあ。自分から会いに行く気になってるだけで大進歩よ」

　バルドは皇こう妃ひに迎えると宣言してからカルラを避さけなくなった。まだ婚こん儀ぎに関する公表はしていないが、無事『玉』を返へん還かんした後にでも大々的にして盛り上げるのかもしれない。

『断だん食じき』も続行中である。

　滞とどこおりなくというわけではない。お互たがい何なに気げない行動にいちいち気を使うようになってぎこちなくなっていた。

　バルドはこの頃、リリーの髪かみに手を伸ばしかけてはよく硬こう直ちよくしている。自分も書類に目を通しながら、習しゆう慣かんでバルドを背もたれにしかけて戸と惑まどう。

　一いつ緒しよにいるとそんな些さ細さいなことで困こまるので、この頃はふたりきりなることすら避けてしまうことが増えた。

（……そのうち、馴なれるわ）

　そう何度も自分に言い聞かせているのに、ずっともやもやとした気分が続いている。

「リリー、爪つめ」

　クラウスに言われて、無意識のうちに嚙かんでいた親指を口から離す。最近、もやもやしていると爪を嚙むようになってしまっていた。

「苛いら々いらしてる？」

「戦せん闘とう訓くん練れんもないし、退たい屈くつだからよ」

　妙みようにわざとらしく訊きいてくるクラウスが鬱うつ陶とうしく感じて、リリーは机つくえの下で彼の足を軽く蹴ける。
















「リー、俺が相手をする」

「それもいいけど。でも、もうお互い癖くせは知り尽つくしちゃってるし、退屈といえば退屈よね」

　バルドとは訓練としてすでに何度も試合をしているが、十回に一回、相あい討うちがせいぜいといったところだ。

　相手を殺さない、重傷を負おわせない、捨て身も厳禁という条件の下で仕し掛かけられない手もあり、やれることはやり尽くしてしまっていて、今ひとつ刺し激げきが足りない。

「退屈……」

　バルドが腕を組んで考え込む。

「リーとの演習は本気を出せるから飽あきない」

「あー、あんたはそうよね。まともに相手してくれる人いないもの。あたしは一対集団戦の訓練をよくやってるから、それなりに全力出せてるし」

　バルドは魔力が強すぎて、一対一の訓練では自みずからの力を大おお幅はばに制限しなければならず退屈そうだ。多人数を相手にしても制限する分は大きい。

「でも、他の将軍相手ならかなり本気よね。負けることもたまにあるでしょ」

　バルド以外の四人の将軍のうち、三人が『剣』だ。全員、皇都屈くつ指しの実力者でバルドにも勝てるだけの実力がある。

　リリーも全員と数回だけ剣を合わせたが、今のところは全敗だ。

　彼らに勝てる域いきに到とう達たつするにはまだまだ訓練が必要なのに、やはりバルドとは馴れすぎて今ひとつ向上には繫つながらない。

　それに実際戦場では一対一でなく、集団対集団だ。将軍達は指し揮き官かんとしての能力の向上を優先させるので、軍を越えてまでの個人同士の戦闘訓練は頻ひん繁ぱんに行わない。

「他の将軍は三人。リーも合わせてたった四人」

「まあ、気軽に試合できるのはあたしだけといえばあたしだけ、か」

　そこで前線に出られない鬱うつ憤ぷんを晴らすお手軽な相手は、自分になるわけだ。

　リリーは重たい気分のまま、愛あい刀とうの柄つかを撫なでた。今日はあまりバルドを相手にする気にはなれそうもない。

「お前ら本当に好きだよなあ……俺、演習嫌いなのに」

　つまらなさそうにクラウスが言う。

「あんた、面めん倒どうくさくなったらわざと負けるでしょ。魔力は高いんだから真ま面じ目めにやればそれなりに強いはずなのに」

「うん。負ける。俺はどうせ半はん端ぱで駄だ目めだし、適当にのらりくらりやってる方が性に合う」

　まったく、とバルドとリリーが同時にクラウスを見たところで、カルラが到着したという知らせが部屋に届いた。

「カルラ嬢は毎日健けな気げだなあ。それに付き合うリリーも真面目だな」

「だって、あたしにもいて欲しいって言うし……」

　カルラはちょっとしたことでバルドの機き嫌げんを損そこねるのが怖いから、なるべく近くにいて欲しいと言うのだ。

　これは断りきれないので仕方ない。

「バルド、リリーがいて邪じや魔まじゃないか？」

「邪魔ではない」

　クラウスの問いにバルドが酷ひどく不機嫌そうに返答した。そしてリリーはバルドについてのろのろと腰こしを上げる。

「何、あんたもついてくるの？」

　クラウスも一緒に立ち上がるのを見て、リリーは暇ひま潰つぶしに見物するのかと眉まゆを顰ひそめる。

「いや、ちょっと用事があるから家に帰らなきゃなんないんだ」

　心底嫌いやそうに言ってクラウスが眼鏡めがねの奥の表情を曇くもらせた。

「面倒なことね」

「面倒で厄やつ介かいで帰りたくない。でも、帰らないとなー。ということでふたりとも頑がん張ばってな」

　口調は軽く、足取りは重いクラウスの背中を見送り、リリーはバルドと共にカルラの元へと向かった。





[image: ]






「……あたし、顔合わせない方がいいかも」

　遠くに淡あわい桜色のドレス姿のカルラを見つけたリリーは、彼女と話をしている魔ま道どう士しの男の姿に足を止める。

　カルラと面おも差ざしがどことなく似た赤毛の青年の顔は見覚えがあった。

　名前は忘れたが、士し官かん学校時代にローブなしで喧けん嘩かを売ってきた馬ば鹿か、カルラの二番目の兄だ。

「なぜ？」

　首を傾かしげるバルドにカルラの兄と知り合いで、あまり友好的になれないことを説明する。しかしそうしているうちに、向こうに気づかれてしまった。

「リリー」

　目立つバルドよりもその一歩後ろにいるリリーを真っ先に目に留とめ、カルラが笑顔で小さく手を振る。

　カルラの兄はばつの悪そうな顔でリリーから視線を逸そらし、バルドへと敬けい礼れいした。

　ダミアンと名乗る彼をちらりと見上げ、そういえばそんな名だったかとリリーは思い出す。

「……くれぐれも殿でん下かに失礼のないように」

　炎えん軍ぐんからの使いのついでだったらしいダミアンは、そそくさと逃にげ帰ってしまった。

「カルラ、ごめん。あの兄さんと士官学校の時に揉もめたの話してなかった」

「リーは悪くない」

　バルドが庇かばうのに、目を瞬しばたたかせていたカルラが事情を聞いてくすくすと笑い声を漏もらした。

「ダミアン兄様は本当に馬鹿な人ね。リリー、兄様のことは気にしないで今度の夜会に来てくれる？」

「夜会？」

「そう。六日後にわたしのお披ひ露ろ目めをするの。あ、いけない……申し訳ありません殿下、一番先にお伝えしないといけなかったのに」

　カルラが怖々と主しゆ賓ひんとなるはずのバルドを見上げる。

「気にするな」

「六日後にバシュ家の屋や敷しきで夜会を開くので、ぜひいらしてください」

「了解した」

　バルドがカルラから招待状を受け取って、ローブの袖そでにしまい込んだ。

「六日後……」

　その日は『玉』の移送の日で、貰もらった招待状を見れば時間もちょうど同じ頃合いである。一応兵舎内に待たい機きしておかねばならないのではと、リリーはバルドに視線を向ける。

「リリー、来られないの？」

　返答を渋しぶっていると、カルラが肩を落とした。

「リーも、問題ない」

　代わりに返事をしたのはバルドだった。将軍が許きよ可かするならばかまわないだろう。

「うん、行けるわよ。ただ伯はく爵しやく家けの夜会に着ていくドレスなんてあったかと思って……」

　ひとまず返答の遅おくれを誤ご魔ま化かしながらリリーは苦く笑しようする。

「それなら、わたしのドレスを貸すわ。背せ丈たけも体格も同じぐらいだし、着られると思うから。そうだわ。よければ家に遊びにこない？」

「それは助かるけど、今忙いそがしいし、衣装箱の奥に何かあると思うからそれで行くわ」

「そう。でも、必要だったらいつでも言って。リリーが来てくれるならとても嬉うれしいわ」

　楽しげなカルラに軽く抱きしめられて、リリーはびくりとする。友人同士や身内同士でよくする行こう為いとは知っているものの、バルド以外に触ふれられるのは馴れない。

　炎軍の将軍である女性に初対面で騒さわがしい声と共に抱きつかれた時とは、雲うん泥でいの差で平気だが。

（なんか、違うのよね）

　リリーはちらりとバルドに視線をやる。嫌ではないけれど、しっくりこない訳はわかりそうになかった。
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「あっつい」

　リリーは集団戦の演習の後にフードを外はずした。その髪は編あんで後頭部で丸くまとめてある。

　つい、髪を撫でてきたバルドの手を癖で嚙んでしまったので、またやらないためだ。この頃は毛先を垂たらさない髪型ばかりしていた。

　リリーは人がふたりは入れそうな真四角の石の器うつわに湧わき水を引いている水場へ行くと、すでに何人もの魔道士が集まって汗あせをぬぐい、喉のどの渇かわきを癒いやしていた。リリーが近寄ると形式的な挨あい拶さつだけをする。

　側の木き桶おけに自分が使う分の水を汲くんで、彼らから少し離れた位置にある長椅子の端に座った。

（なんなのかしら）

　一緒に持ってきた陶とう器きの器に水を入れて飲みつつ、リリーは周囲の様子に感覚を研とぎ澄すませた。

　神器の移送の詳しよう細さいが決定してからここ数日、常つねに人の視線を感じる。特に誰かと話をしている時などは視線が張りついて離れない。

（見ているのは全員、神器の運び手っぽいし）

　監かん視しでもしているかのような視線はひとりだけではなかったが、いつも神器を運ぶのに選ばれた魔道士達の誰かが目に入る所にいた。

　リリーはもう一杯だけ飲むための水を器に入れ、あとは汗でべたつく首元を濡ぬらした布でぬぐう。

（確信もなく全員に話を聞くのもね……バルドに話しておこうかな）

　リリーは水鏡を覗のぞき込んで乱みだれている髪を直してから、将軍の執しつ務む室しつに向かう。その途中もやはり視線があった。

　人の流れが多く、監視なのかどうかは判別しにくい。しかし一度気にかかると、常に見られている気がしてしまい自分の判断も怪あやしくなってくる。

（でも、まだ大だい丈じよう夫ぶ？）

　将軍の執務室への廊ろう下か近くにさしかかると何も感じなくなったので、気のせいということでもなさそうだ。

「バルド、ちょっと話があるんだ、けど」

　扉とびらを開きながら話しかけていたリリーは、長椅子にカルラがいるのに目を丸くする。執務机ではバルドが寡か黙もくに職務をこなしていた。

「あ、リリー、こんにちは。あの、大事な話ならわたし、下がるけれど」

　カルラが先に微笑ほほえみかけてきて、リリーも遅れて挨拶をする。

「急ぎの用ってわけでもないから……じゃあ、困ったことがあったら呼んで」

　リリーはそのまま扉を閉めてから、バルドにまったく声をかけなかったことに気づいた。

「…………びっくりした？」

　バルドとカルラがふたりきりでいることに、動どう揺ようしている自分自身に首を傾げる。これから先のことを考えれば、自分なしでふたりが一緒にいられるのはよいことだ。

　だけれどなんだろうか。何かをなくしてしまったようなこの感覚は。

　見つかるまで延えん々えんと寝しん台だいの下を覗いたり、引き出しの中身を全部出したりして探し続けてしまいたくなるのに、何をなくしたかもわからない。

　バルドが自分の部屋に他人を座らせておくのが珍めずらしかっただけなのに、なぜこんな気分になるのか。

「自分の部屋に帰って着替えないと……」

　リリーは考えるのをやめて、演習とさっきのことで汗だくになってしまい背中に張りついているシャツの気持ち悪さへと意識を逸らした。

（視線のこと、どうしよう……）

　そして本来の目的を思い出したが、相談する気はどこかへいってしまった。

　神器の運び手に選ばれたのは、全員信用に足ると十分に上層部が吟ぎん味みした面々だ。彼らが結けつ託たくして、ハイゼンベルクの不ふ利り益えきになることをしでかすとも考えづらい。

（どっちかっていうと、信用がないのはあたし？）

　彼らにあって自分にないのは、家いえ柄がらや有力な後ろ盾だてなどの繫がりだ。それは人を縛しばるものでもあれば、護まもるものでもある。

（あたしを護るのはあたしだけ）

　ずっとそうだったし、今でもそれが嫌だとは思わない。そんな自分の思し考こうに、リリーはびくりとする。

　後ろ盾というなら、次じ期き皇こう主しゆである第二皇おう子じは十分すぎる。

　バルドがいるから自分は孤こ児じという身の上で、それも士官学校を出たばかりの十五歳だというのに将軍補佐という地位につけたのだ。

　けして自分の魔道士としての実力が低いとは思わないが、ただ上位の位階につくには家柄と横の繫がりは必ひつ須すだ。

　自分は家柄もなく、当然何代もかけて築きずいた強固な家同士の結びつきなどない。

　あるのは、ほんの些細なことでぷっつりと途切れてしまう頼りない繫がりだけ。

　家同士の関係ですら脆もろい今、自分が薄氷の上に立っているも同然だとリリーは今まで以上に強く思った。

（あたしがここにいられるのは、バルドがいるからだわ）

　執務室に入ってリリーは双そう剣けんを外し、ローブを脱ぬぐ。そうして執務机の後ろの窓を開いた。日当たりがあまりよくない部屋は風を通せばまだ涼すずしい。

　寝室で汗を拭ふき、シャツだけ着替えるとまた執務室に戻った。リリーは長椅子にすとんと、腰を下ろす。

「でも別にバルドが皇子だから一緒にいたわけでもないし……」

　ただなんとなく居い心地ごこちがいいから。

　それが全部。

　だけれどこの頃は、バルドと一緒にいるのを避けてしまうぐらいに居心地が悪い。

「……だったらあたし、なんでここにいるんだろ」

　リリーは壁際に置いてある双剣に目を向け、自分自身に問いかける。

　しかし答は出ず、手を口元に持って行きかけているのに気づいて、憂ゆう鬱うつなため息がこぼれ落ちた。
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　それから時が過ぎても監視らしき視線はまだあったが、リリーは結局自分の胸の内に収めたままだった。やましいこともないので、いずれ諦あきらめるだろうと今は放っておくことにしたのだ。

　バルドと一緒にいる時間が減ったのにも多少は馴れてきた。そのはずなのに爪はだいぶ傷いたんでしまっていて、やすりで形を整えてもあまり綺き麗れいにならない。

「夜会は明後日あさつてね」

　夜半、リリーは将軍の執務室で移送についての最終確認をしながら、執務机で眠ねむたげにしているバルドに話しかける。

「作戦も明後日」

「本当に、あたしら待機してなくていいの？　クラウスも出席するみたいだし」

「問題ない」

　バルドは伸びた前髪を邪魔くさそうに払はらい、最後の書類に判はんを押した。

「髪、切ったげる。邪魔でしょ。余計に目つき悪く見えるし」

　バルドは無む抵てい抗こうで刃物を当てられるのが嫌いで、少し前髪が伸びた程度では王宮の者にも触さわらせない。

　しかしあまりにも見ていて鬱陶しい上に、見た目の凶きよう悪あくさが増すので、リリーがたまに前髪を切っている。バルドとしても、リリーにされるのはそれほど抵抗がないらしく、切って欲しいと思ったら自分から頼たのみにくることもある。

「鋏はさみ、鋏」

　バルドが大人しく長椅子に腰掛けたので、リリーは雑多な机の引き出しの中から鋏を取り出して彼の正面に立った。

　瞼まぶたを伏ふせる彼の面立ちは間近で見れば、計算して作り上げたように整っているのがよくわかる。

　さすがに兄弟らしく、こうして見ればラインハルトとも似ている。これであと小指の爪の先ほど愛あい想そがよければ、少女達が上げる悲ひ鳴めいは、黄色い歓声に変わるだろうに。

（もったいない）

　リリーは胸の内でつぶやいて、鋏を机の上に置いた。終わったのかと見上げてくるバルドと視線が絡からむ。

　甘いものが欲しい。

　ふっとそんな欲求が湧いてきたリリーは、視線をバルドの精せい悍かんな輪りん郭かくやがっしりした首元へと滑すべらせた。

　そうして今度は顎あごを視線で撫でて、最後に唇くちびるで止める。

「駄目。我が慢まんするんじゃないの？」

　先に大きな手を伸ばしてきたバルドを、リリーは静かに窘たしなめた。

「…………忘れていた」

　明らかに噓うそとわかる間を置いて、バルドがリリーの頰ほおに触れかけた手を下ろす。

　止めなければお互い忘れたふりをして、そのまま欲求を満たせたかもしれないとほんの少し残念に思ってしまう。

　リリーはバルドから目を逸らして身を離した。鋏を元に戻しているうちにバルドが、長椅子の裏の寝ね床どこへと潜もぐり込む。

「じゃあ、あたしも用がすんだから戻るわ。おやすみ」

　何事もなかったような態度で、リリーはバルドの執務室から出て行く。そして何気なく自分の口元に指を置いた。

（よりによってなんでこれなんだろ……？）

　他の遊びと同じで、特別なことなんて何もないはずなのに。

「…………もう寝よう」

　考えているともやもやが膨ふくらむばかりで、リリーは自分に苛いら々いらしながらその日は早めに床についたのだった。
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　予定通り開かれたバシュ伯爵家の夜会は、リリーの想像以上に豪ごう華か絢けん爛らんなものだった。

　海とは真逆側の伯爵家の屋敷は広大である。大広間には水すい晶しようが光を弾はじく煌きらびやかなシャンデリアが吊つるされ、毛織りの絨じゆう毯たんや、宝石で作られた花が飾かざられて贅ぜいを尽くしたものになっている。

　広間の正面はテラスで、その向こうの庭にも水晶で蓮はすの花を模もした燭しよく台だいが並べられておりきらきらしい。

「派は手でだわ」

　リリーはそこに加えて、色とりどりのドレスや宝飾品で着飾る人々を眺ながめてぼやく。

「うん、あたしが地味じゃなくて周りが派手すぎるんだわ」

　自分が着ている、袖のないタートルネックの翡ひ翠すい色いろのドレスを見下ろしてみる。胸のすぐ下を絞しぼってそこから緩ゆるやかに裾すそが広がる簡かん素そなものだ。

　髪は上げるか下ろすか迷った末に、久々に下ろすことにした。流しっぱなしではなく緩くひとつに束たばねて結び目に硝子ガラスの赤い牡ぼ丹たんを飾っているものの、全体的に地味そのものである。

「リリー、いた、いた」

　人混みをかき分けて、広間の隅すみにいるリリーに最初に声をかけてきたのはクラウスだった。きっちりと正装した彼は、侯こう爵しやく家けの次男らしく見み栄ばえのよさがいつもより増している。

「こんなに仰ぎよう々ぎようしいとは思わなかったわ」

「そりゃ、未来の皇妃様のお披露目だからな。今日のために伯爵もずいぶん力を入れて派手にしてるな。下々から顰ひん蹙しゆく買いそうだ」

「この分だとあんまり話せそうにないし、来なくてもよかった気がするわ」

　広間の中央にはバルドとカルラの姿が見える。真しん珠じゆ色いろのドレスのカルラと、正装しているバルドが並ぶとすでに結婚式のような様相だ。

　花はな婿むこの方はいつも通り、無ぶ愛あい想そうではあるが。

　しかしながらいつものくたくたのローブから、詰つめ襟えりの黒衣に変わるだけで本当に立派な皇子に見えるものだ。表情を見えにくくしていた前髪が少し短くなったので、強こわ面もても多少はましになった気がする。

（……なんだか変ね。ちょっとだけあたしの手が入ってるって）

　王宮で何もかも丁てい寧ねいに整えられたバルドのあの前髪だけは、そこらにある鋏で適当に切ったものだというのが妙におかしかった。

「やることないし、ふたりで抜け出さない？」

　クラウスがテラスへ誘さそってくるのに、リリーは唇を尖とがらせる。

「いい加減、人を女の子避よけにするのはやめて。どうせ二、三人ぐらい仲良しの知り合いがいて面倒なんでしょ」

「惜おしい。正解は五人」

「あんた絶対そのうち誰かに刺されるわよ…………」

　リリーは呆あきれ果はてながら、広間のごてごてとした柱時計に目を向けた。

　作戦開始まであと半刻ほど。

　カルラに挨拶をしたらひとりで兵舎にいてもいいかもしれない。

　リリーは華はなやかな周囲を見渡して、近くのテーブルの葡萄酒を手に取る。口元に運びたくなる芳ほう醇じゆんな香りは酷くそそる。

（お酒が近いといえば近いけどやっぱり違うし。ああ、またやってる）

　リリーは自分の爪を嚙んでいるのに気づき、すぐ指を離した。

　あの不ふ思し議ぎな甘い感覚の代わりになるものを探してみても、一向に見つからない。

　元はといえばバルドにカルラへの興味を覚えさせるための断食だ。だったら自分も他人に興味を覚えるのだろうかと、着飾った来客に目を向けるものの、まるで気を惹ひかれなかった。

　葡萄酒の方が、よほど美お味いしそうだ。

（……バルドが無意味って言ってたの、こういうことかしら）

　他に欲しいと思えない。

「…………あんたに聞いても無駄よね」

　幾いく分ぶん馴れ親しんでいるクラウスを見ながらリリーは物もの憂うげにつぶやく。

「何が？」

「口づけが特別かそうじゃないかって、どうやってわかるの？」

「それは考えたことないな」

　やっぱり無駄だったと、リリーは半眼でクラウスを見る。

「…………そんな目で見るなよ。んー、そこそこ好意を持っていた相手がすごく特別に思えたりする、らしい。特に女の子は」

「あんたはないのね」

　そんなだから、クラウスは付き合う女の子をとっかえひっかえしても子供がいないのだと思っていた。それはいろいろ違うらしいが、今の自分にはどうでもいいことだ。

「寂さびしいことにないなあ。意外と近くでそういうのはあるものだっていうから、俺とリリーで試ためしてみるか？　俺のこと、嫌いでもないだろ」

　クラウスがリリーの頰にかかる後おくれ毛を払って輪郭を指で辿たどる。

「好きか嫌いかっていったら、嫌いじゃないわよ。好きかどうかは知らないけど」

　クラウスは馴れ馴れしいようで、他人と自分の間に器用に距離を作る。

　お互いわかり合えない範はん疇ちゆうをわかっていて、そこに深く触れずに付き合いが成り立つからこそ、彼との関係は他の人間よりは良好だ。

　少なくとも嫌いではない。

　リリーは返事も聞かずにクラウスの顔が近づいてくるのを、ただぼうっと見つめていた。

（やっぱり、違う）

　頰に触れる指の感触も、間近にある温度も、いつの間にか腰を引き寄せている腕も。

　全部、バルドと違う。

　触れ合って覚える安あん堵どもなければ、待ちきれずに自分から顔を寄せてしまう衝しよう動どうも起こらない。

　全然美味しそうじゃない。

「……やめとく」

　リリーは唇が重なる前にクラウスの肩を押し返して体を離した。

「なんだ、残念。その気になったらいつでも試していいからな」

「その気になることはないと思うわ。……カルラ」

　クラウスの背後に、おろおろしているカルラの姿が見えた。

　さらにバルドがその後ろにいて、ちくりと罪ざい悪あく感かんめいたものが胸に刺さった。

（別に、見られて困ることはないじゃない）

　自分自身に弁べん解かいしつつ、リリーはカルラへと目を向ける。

「……カルラ。招待ありがとう」

「ええ。来てくれてありがとう。ごめんなさい。邪魔、してしまったかしら」

「ふたりで、カルラに挨拶しに行こうかって話してたところよ。本当に盛大ね」

「そうそう。カルラ嬢、今日は一段と綺麗だなあ。やっぱりバルドにはもったいないぐらいだ」

　噓までついて何を取り繕つくろっているのかと思いながらも、リリーはカルラの後ろにいるバルドを気にしていた。

「ええ。お父様が張りきってしまって。この十七年放っておいた分を、今から全部取り戻すって仰おつしやってるの」

「よかったわね。この際だから好きなだけ我わが儘まま言っちゃえばいいわ」

　リリーがそう返すと、カルラは曖あい昧まいな表情でそうねと言葉だけで同意する。触れてはいけないことだったのだろうか。

「ゆっくり話したいのだけれど、他の方にもご挨拶に行かないと。バルド殿下、では失礼します」

　カルラは賑にぎやかな広間の中央へとひとりで戻っていった。

「バルド、一緒にいてあげないの？」

「疲つかれた。剣がない。広い。人が多い。落ち着かない」

　この場にいるのが嫌な理由を並べ立て、バルドは不機嫌そうな顔で側に寄ってくる。彼はリリーとクラウスの間に立った。

「お前、怒おこってる？」

　肩を竦すくめるクラウスをバルドが一いち瞥べつする。

「怒っていない」

　言葉ではそう言っているものの、不機嫌さをさらに増した声だった。リリーは自分が責められている気がして、身の置き所に困る。

（悪いことなんてしてないもの）

　仕方ないのでひとりで葡萄酒をちびちびと飲み、気まずい空気をやり過ごす。

　そうして賑やかな夜会の中で時間は過ぎていく。

　移送の開始まではあとわずか。

　リリーはおもむろに柱時計に視線を向けた。

　その時、賑やかな広間で硝子の割れる音が立て続けに響ひびいた。

　最初は給仕がグラスを乗せた盆ぼんをひっくり返したのかと思った。

　しかし、次第に悲鳴が上がり始める。庭の方から煙けむりが上がっていて、部屋の中へと入り込んでくる。

　テラス側にいた者達はすでに屋敷の玄関口へと逃げ出し始めていた。

「リリー、俺らも避ひ難なんしよう。どうせ警けい護ごの魔道士が消すだろうし」

「そうね」

　皇子の他、要人が多くいるこの夜会には警護として魔道士も多数詰めている。多量の水の魔術があれば庭木をいくらか燃やすぐらいで終わるだろう。

「匂におわない」

　のんびりとリリーとクラウスが移動し始めた時、バルドが警戒心を漲みなぎらせて庭へと目を向けた。

　言われてみれば焦こげ臭くささがなく、煙もよく見れば灰色でも黒でもなく真まっ白しろで、不自然ではある。

「杖の魔術……」

　リリーは眉を顰めてあたりを見回す。

『杖』による魔術は障しよう壁へきを作ることはもちろんだが、煙えん幕まくを張ることも容た易やすい。リリーは近くにある肉切り用のナイフを手に取り、指の腹に傷を作る。

　そして柄えに血を塗ぬりつけて、突とつ貫かんで自分と媒ばい体たいの紐ひも付づけをする。扱あつかいにくいが、今は魔術の媒体にできそうなものはこれぐらいだ。

「警護に任せとけば？」

　クラウスはまるで慌あわてた様子もなく言う。

「その警護もちょっと来るのが遅い気がするんだけど。バルドが使えそうな武器はないわね」

　高すぎる魔力で力押しするバルドは鍛きたえ上げられた剣でないと媒体の方が耐たえきれずに、魔術を放つ間もなく砕くだけてしまうのだ。

　ひとまずは退しりぞいてバルドの得物を見つけるのも手だろうか。

　しかし広間の半分は煙で満たされて視界が利きかない。全員が逃げたのを確認するまではここに残るべきか。

「……正直なところ、ただ戦せん闘とうがしたいだけだろ」

「それもある」

　クラウスの指し摘てきを、すでに気分が高こう揚ようしてきているリリーは素す直なおに認めた。

　突然激しい音を立てて扉が閉まり、その勢いで煙幕が庭へと押し流される。屋敷の出入り口へ繫がる扉が塞ふさがれてしまったらしい。

「あーあ、もたもたしてるから逃げそびれた。リリー、護衛頼むね」

　まるでやる気のないクラウスがさっさと長ちよう卓たくの陰に逃げ込んだ。

「さて、向こうの目的は何かしらね……」

　そうしてリリーとバルドも屈かがんで長卓の陰に身を潜ひそめ、煙が晴れるのをじっと待つのだった。
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　部屋のテラス側に充満していた煙が晴れ、視界が鮮せん明めいになってきた。リリーは慎しん重ちように部屋の奥を覗く。

　十人近くがまだ大広間にいる中、白いローブの魔道士が五人見えた。杖を持った者がふたりと剣を持った者が三人。全員白い仮面をつけていて顔はわからない。

「カルラ……」

　そのうちのひとり、杖を腰に提さげた魔道士が、カルラの喉元に短刀を突きつけて体を拘こう束そくしていた。すでに連れて逃げる算さん段だんをしている。

　カルラは恐怖のためか声も上げられずに青ざめて震ふるえていた。

（カルラに怪我はなさそうね）

　リリーはカルラが傷つけられていないことにほっとする。

　周囲の人間も動揺しているが、抜かれた刃やいばに騒さわぐこともできず大人しくしている。

　残っている人間の中に魔道士も少なからずいるだろうから、大きな混乱にはなっていないのかもしれない。

「おっと、人ひと質じちにカルラ嬢か。というより誘ゆう拐かいが目的？」

「誘拐って、なんでこんな目立つ場所でやるのよ。……残ってる人間が少ないのはいいけど。ねえ、クラウス。あの中に魔道士って何人いる？」

　他の軍の者までいちいち顔を覚えていないので、リリーはクラウスに確認を取った。

「うーんと、現げん役えき三人、退役で四人。ほとんどだな。たぶん他の出席者を逃がしてたら逃げ遅れたってところか。俺ら、出て行かなくても大丈夫じゃないか？」

「そう言ってもローブなし、武器なしじゃ不利よ。とにかくカルラさえ解放されたら突っ込んでいけるのに」

　もどかしく思いながら、リリーは敵の位置と長卓、それから広間の中央近くにある円卓の位置を確認する。

　どの机も真っ白で縁ふちにレース飾りがついたテーブルクロスが掛けられている。

　小柄な自分なら身を隠かくしながらぎりぎりまで近づける。幸い、靴くつもそう踵かかとが高くなく、走るのにも不自由しない。

「バルド、あたしがあの円卓までたどり着いたらこの匙さじをあっちに投げて」

　リリーは床に落ちていた銀の匙をバルドに渡して動き始めた。物音がしないよう、そろりと動いてじりじりと近づいていく。

　目的の場所にたどり着くにはそう手て間ま取どらなかった。

　後ろを見るとバルドと視線が合う。

　目で合図をすると、リリーのいるところから反対側へと勢いよく匙が投げられる。

　混乱の中で床に落ちていた食器に当たり、緊きん迫ぱくした空気を甲かん高だかい音が震わせた。

「誰だ！」

　魔道士が音の方へと三人移動し、人質の側にいる者が減った。リリーはそれぞれの動きを見み計はからってナイフの柄を強く握にぎる。

（現役ぐらいはそれなりに動いてよ）

　全員の視線が自分と真逆に固定されたのを確認すると、円卓の陰から飛び出た瞬間に魔術を放つ。

　ナイフの先から白い煙が噴き上がったと同時に、カルラを押さえ込んでいた魔道士の腕が凍こおりついて短刀が床に落ちた。

　敵てき勢せいが動揺する中、人質のひとりがカルラを奪い返した。そして床に落ちた魔道士の短刀を拾い上げ、自分の手を切って己おのれの得物とし、リリーと同じく氷で『剣』の魔道士の腕と脚を凍らせる。

「あとふたり」

　人質の近くに移動しながら、リリーはつぶやいた。

『剣』の動きさえ封じれば、どうにかしのげる。

　向こうが攻撃を仕掛けてくる前に、リリーと短刀を奪ったひとりがほとんど同時に攻撃を放った。

　突然、彼女の背後で床に食器やらグラスやらをぶちまける不ふ協きよう和わ音おんが鳴り響いた。

「バルド殿下!?」

　敵から目を離せないリリーは振り向くことができず、他の人質の声で、後ろで何かやらかしたのはバルドだと知る。

「何、してんだか……」

　いつでも次の攻撃を放てるように身構えたまま、リリーは意識を半なかばそっちへと持って行かれていた。

「リリー！」

　両腕が凍りついていたはずの魔道士が動くのを見て、カルラが悲鳴を上げる。

　人質になっていた魔道士も咄とつ嗟さに攻撃に転じるが、敵の剣から灼しやく熱ねつの炎がリリーめがけて放たれる方が先だった。

　リリーは水で打ち消そうとするものの、ナイフが負ふ荷かに耐えきれず、折れた。おそらくすでに初撃でひびでも入ってしまい、二撃目は威い力りよくがなかったのだ。

　避けきれない。

（片腕持っていかれるぐらいなら……）

　腕は一本残っていれば剣を握れる。

　リリーは迫せまりくる炎から逃れるためにぎりぎりまでしっかりと目を開く。

　視界が渦うず巻まく炎で一杯になった時、唐とう突とつに真っ白い布の塊かたまりが飛び込んできた。

　所々に赤い物が飛び散ったその物体へと炎はぶつかって、崖がけに打ちつけられた波は濤とうのように砕くだけ散ちった。

　焦げくさい臭いが立ち上るものの、布が燃え上がることなく炎は消え去る。

「バルド……」

　よく見ればそれは、テーブルクロスをローブ代わりにして纏まとっているバルドだった。
















　炎を放った敵の魔道士は味方側の攻撃によって戦闘不能に陥おちいっている。

「リー、無事」

「……無事よ。ありがとう。あんたは大丈夫？」

　リリーは礼を言いながらも、バルドが武器も持たず、ただ自分を護るためだけに出てきたことがとても不思議なことに思えて目を瞬かせた。

「問題ない」

　バルドが簡かん易いのローブをはぎ取る。床に落ちたテーブルクロスはあちこち血で汚よごれており、焦げた部分の周囲は特に血が染み込んでいて赤い。

「何で切ったのよ」

　彼の両手からぼたぼたと血が落ちていることに気づき、リリーは血ち塗まみれの手を取る。

「グラス」

　どうやらテーブルクロスを長卓から外した時に、グラスの破は片へんを握り込んだらしかった。ローブにするのに血がいるとはいえ、また思い切りやったものだ。

「二撃目、勢いがなかった」

「ああ、やっぱり。最初に思いっきりやりすぎたわね」

　バルドはもう一撃に武器が耐えられないことを見越して、盾となるためにローブを作ったということだ。

　自分が気づかなかった失態を彼に補おぎなってもらったのは、少々悔くやしい気もした。

　それ以上に、身を挺ていしてバルドが自分を護ったことに、自分自身への嫌悪感めいたものを覚えてしまう。

「殿下！　ご無事ですか!?　なんという無茶を」

　残る『杖』は素手で制圧し、襲撃者達を取り押さえた人質がバルドの両手の血に啞あ然ぜんとしている。

「さっすが、皇こう家けの血だなあ。血を染み込ませただけのテーブルクロスであれ防ふせげるって、すごいな」

　そして最後に広間の奥から吞のん気きな様子で現れたのはクラウスで、人質らは今度は別の意味で呆あつ気けに取られている。

　主しゆ君くんを放っておいてまるで動いた形けい跡せきもなくこの態度だ。

　ふざけているというか、常識的な思考が備そなわっていないとまで思っているに違いない。

「全員無事」

　バルドがそうつぶやいて、床に座り込んでいるカルラに視線を向けた。彼の視線は婚約者を案じているというものではなく、睨にらみつけているかに見える。

　元から目つきが悪いので周りから見ればいつもの表情であるが、リリーには本気で睨んでいるとはっきりとわかった。

「バルド、カルラが怯おびえてるでしょ」

　バルドの態度を怪け訝げんに思いながら、リリーは震えるカルラの側に寄る。

「外に人を呼びに行く」

　ふいとカルラから視線を外してバルドは広間の外へ出て行く。その後を人質だったひとりが追いかける。

「……神器は、我らの手にあり」

　押さえ込まれていた魔道士が不意にそう告げて、バルドの足が止まった。

「陽よう動どう」

　低い声で切り返したバルドの言葉に、リリーは時計を仰あおぎ見る。時刻は神器の移送の予定をとっくに過ぎている。

　移送のことを知らない者がほとんどの軍内では、この屋敷で起こった騒動への対応に追われているはずだ。

　神器の『玉』の仮の社は、皇都の近くにある狩かり場ばの森の離り宮きゆうを利用することになっている。

　すでに下層近くまでは移動しているだろうから、今から追いかけても間に合わない。

「どっから漏れたのよ……」

　今日の策はごくごく限られた人間しか知らないはずだ。リリーは捕とらえられている者達に視線を向ける。

「まあ、事実確認するためにも一いつ旦たん兵舎に戻ってからの方がいいと思うよ。……それにこいつら全員、この屋敷の警護担当だし」

　クラウスが仮面をはぎ取られた襲しゆう撃げき者しやの顔を見渡して言う。そうなると他の護衛は先に潰されたのかもしれない。

「せっかくの夜会なのに、大変なことになったわね。怪け我がはない？」

　リリーはこのまま機密に触れる話をするわけにもいかず、カルラに訊たずねた。

「ええ。リリーも大丈夫？　酷いわ。ローブもないのに……」

　カルラがリリーに攻撃した魔道士を見み据すえる。彼は鼻はな白じろんだ顔をして目を逸らした。

　先ほどまで人質になっていたというには、カルラは強気な態度だった。バルドに睨まれた時の方がよほど怯えていたように見える。

（バルドの方が見た目は怖いけど）

　リリーが訝いぶかしんでいるうちに、やっと他の魔道士がやってきた。

　そして夜会は混こん沌とんとした中で終わったのだった。
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　兵舎に戻ったリリー達は夜通し夜会の騒動と、奪われた神器についての対応に追われることになった。

　夜会の襲撃者は取り調べられているが、今のところ何ひとつ吐はかない。神器も奪われたものの、運うん搬ぱんに関わった魔道士達は無事だった。夜会の警護に当たっていた他の魔道士も数人が負傷しているが軽傷で、重傷者や死亡者が出なかったことは不幸中の幸いだ。

「姿が見えないと思ったらこんな所で何勝手に寝てるのよ、この駄眼鏡」

　夜明け頃、リリーは廊下の奥まったところにある長椅子で寝ているクラウスを見つけて、椅子の脚を蹴った。ついでに肘ひじ掛かけに置いてある眼鏡も取る。

「んー、だってやることないし。用があったらリリーが捜さがしにくるだろうなって思って。うあー、眼鏡取り上げるなよ」

　子供の頃、魔術の訓練中に目を傷めたというクラウスは寝ね惚ぼけ眼まなこでリリーに手を伸ばす。

「あんた、目、前より悪くなってない？」

　寝惚けているせいか、あるいはまだ薄暗いせいか、クラウスの手は眼鏡の近くを空ぶっている。しかし以前はこのぐらいの距離なら、薄暗くても物の位置がはっきりとわかっていたはずだ。

「微び妙みように悪くなってきてる。合わないから眼鏡も新調した。見えなくなることはないらしいけど、どうだろうな」

　言われて思い返せば、ここ数年クラウスが眼鏡をかけていない姿を見かけなくなった気がする。

「……大丈夫だって言われてるなら信じときなさいよ。こういうの、思い込みが大事って言うわよ」

　気休めにはならないか、と自分の言葉に呆れつつリリーはクラウスに眼鏡をかけてやった。

「それなら大丈夫だって思い込んどくか。で、何か進展あった？」

　クラウスが起き上がってリリーを見上げるが、その顔はいつも以上にやる気が見えない。

「バルドが帰ってきたから、今から軍議よ。その前にあたしとクラウスに話があるって」

　一刻前にバルドは王宮へ戻り、ラインハルトの指示を仰ぎに行っていた。こんな早朝から起きていてあの病弱な皇こう太たい子しは大丈夫なのかとも思うが、それだけの緊急事態ではある。

　リリーはまだ眠たげなクラウスと共に、バルドの待つ部屋へと向かった。

「バルド、クラウスも連れてきたわよ」

　長椅子が三つ置かれた小さな休きゆう憩けい室しつに入ると、バルドが一瞬目を伏せた。言いづらい話らしい。

「リーは今から長期休きゆう暇か」

「は？　何それ」

　突然言い渡された、この状況にまったく不相応な言葉を聞いて、リリーは眉を顰める。だが待てどもバルドからの返答はまるでなかった。

「バルド、どういうことか説明して」

　きつく睨みつけると、またバルドは視線を泳がせた。

「神器の移送を知っている人間は少ない」

「ああ、それでリリーが内通者って疑われてるのか。なんのしがらみもないのってひとりだけだしなあ……」

　リリーが理由に行き着く前にクラウスが答える。

「ないわよ。でも、どうしてたったこれだけの間であたしひとりに疑いがかけられて、そんな決定が出されるの」

　早急すぎる。他の統率官や作戦に関わった者の調査もされずこれでは、あまりにも杜ず撰さんな決定だ。

「……ねえ、もしかして運び手の魔道士からあたしが怪しいって言われた？」

　心当たりがあるとすれば、ずっと監視していたかのような視線ぐらいだ。しかし、自分は何もしていない。見ていたならわかっているだろうに。

「あいつらか。さすがに重大な役目にリリーをかかわらせるのはどうかって愚ぐ痴ち言ってたな」

「あたしの信用がないのはわかってるわよ。でも、証しよう拠こも何もないのに憶おく測そくだけで」

　とにかく確たる証拠が全くないのだ。こんな状況でリリーに濡ぬれ衣ぎぬを着せて本物の内通者を野放しにしておくなど、事態を悪化させるばかりでしかない。

「リーには、ハイゼンベルクに仕える理由がない」

　紛れもない事実なのに、足あし下もとの薄氷が割れる音が聞こえた気がした。

　他の誰でもなくバルドの口から突きつけられると、本当に自分がどうしてここにいるのかわからなくなる。

　頭の中が混乱するのに反して、感情は冷えきって凍りつき、自分自身がまるで理解できない赤の他人になってしまう。

「そうね。ないわね。……この後あたし、どうなるの？」

　感情が麻ま痺ひしきったリリーは表情もなく聞き返した。

「正午に審しん問もん。何度か繰くり返かえして、最終決定を下す」

「バルドは当然上官として審問に出るわよね」

「俺も聞く。他には法務官が三人。それから四人で協議」

　補佐官の審問をするのに軍からはバルドひとりきり、後は文ぶん官かんだけというのもいささか妙だった。一定階級以上になれば将軍全員がかかわるのが常だ。

　そもそも必要な事前調査などしていないも同然で、形だけ軍法会議をして邪魔な者を処しよ分ぶんするやり口にしか思えない。

「なあ、それもうリリーの処分、決まったも同然だよな。お前、どうするんだよ」

　クラウスの言うことに、バルドが目を伏せる。

「規律に従う」

「従って、あたしを内通者として罰ばつするってこと？」

　ほとんど抑よく揚ようなく静かに訊ねると、バルドは沈ちん黙もくしたまま何も答えなかった。

　リリーは深呼吸をひとつして腰の双剣を外し、ローブを脱いでバルドに突き出す。

　軍務中以外のローブの着用と帯剣は認められていない。『休暇』といっても結局『謹きん慎しん』とさして待たい遇ぐうは変わらないのだ。

「休暇だからいい」

　だが、バルドが首を横に振って、リリーはローブと愛刀を胸に抱く。身近にあったとしてもこれを持って休暇中に動いたなら、軍ぐん規き違い反はんで即時罰せられるだろう。

「で、俺、もしかしてしばらくリリーの代わり？」

　ひとりだけのんびりとした様子のクラウスが嫌そうに言う。

「補佐官代理と『剣』の統率官の兼けん任にん」

「うわ、絶対やだ。面倒くさい。リリー、俺も抗議のために休暇に付き合うよ？」

　クラウスがふざけた口く調ちようながらも、表情は心配そうに問いかけてくる。

「……後、真面目にやるのよ」

　リリーはそれだけ言って自分の部屋へと戻り、そのまま長卓へ双剣とローブを無む造ぞう作さに投げ置いた。

　そして自分自身の体も長椅子に落とす。

　その瞬間に頭の中がいろいろな感情や思考でぐちゃぐちゃにかき回される。

　乱雑に書き殴なぐった文字のようにひとつひとつ判別することもできず、苛々としてむやみに叫んで、泣き喚わめきたくなる。

　だけれどそうする力はどこからも湧き起こってこない。

　夜会からいろいろあって体はもうくたくただったが、それだけでなく虚きよ脱だつ感かんが全身を蝕むしばんでいた。

　そのまま長椅子に体を横たえると、一いつ滴てきだけ涙がこぼれ落ちた。
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　休きゆう暇かを言い渡されて丸二日。寝しん台だいの上のリリーは髪かみも結ゆわず、寝間着代わりの膝ひざ丈たけのシャツ一枚で双そう剣けんと共寝をしていた。

　審しん問もんはすでに二度行われた。

　あまりにも曖あい昧まいすぎる証しよう言げんを聞かされて、真しん偽ぎすら問われなかった。あげくに神じん器ぎの移送以外についても情報漏ろう洩えいという罪ざい状じようが増えていた。知らないと反論することすら反抗的態度とみなすと口を封じられて、もはや決まったも同然の言い方だった。

　あとはひたすら、皇こう家けへの忠ちゆう心しんの有う無むや、戦いくさに向かう時の信念を問われ続けた。

　なんのために戦うのか。なぜハイゼンベルクの魔ま道どう士しとして戦場に立つのか。

　言葉を変え、何度も何度も繰くり返かえし、答を求められる度たびに、視線は無言で様よう子すを見ているバルドへ向かっていた。

　審問の間、バルドは一言も喋しやべりはしなかった。

　他の審問官達は模も範はん解答も尽つきてきた頃合いを見み計はからって、忠心が見られない、それでは答にならないとひたすら文もん句くをつけてくる。

　処しよ分ぶんはまだ下くだされてはいないが、これはまともに審議する気はない。二回目など内通者の件はまるで話さず、ハイゼンベルクへの忠ちゆう誠せい心しんに関する問いかけのみだった。

「ないわよ。ここにいる理由なんて、あたしにはないわ」

　リリーは傍かたわらの双剣を抱き寄せる。

　このまま投とう獄ごくされるにしても、処しよ刑けいされるにしても、戦わずして終わるなどありえない。

　どうせ処分されるなら、皇こう都との魔道士全てを相手にして、戦って死んだ方がましだ。

　己おのれの矜きよう恃じだけは護まもり通せる。

「あたしを護るのは、あたしだけなんだから」

　なのに、夜や会かいで自分を護ったバルドが脳のう裏りに閃ひらめいてしまい、リリーは口を引き結ぶ。

「リリー、入るぞ」

　扉とびらを叩たたく音に一いつ瞬しゆん身構えたリリーだったが、クラウスの声がするとわずかばかり警けい戒かいを緩ゆるめて起き上がらずに返事をした。

「休暇満まん喫きつ中ちゆうだなあ。そっちまで入っていいか？」

　入ってきたクラウスが書しよ斎さいと寝室の境きよう界かいで止まって訊たずねてくる。

「遠えん慮りよしなきゃならないほどの部屋じゃないわよ。座る所がなくていいならどうぞ」

　寝室も寝台がひとつと衣い装しよう棚だなに化け粧しよう台だいという、書斎とさして変わらず物は少ない。しかし年頃の少女の生活感が滲にじんでおり、雰ふん囲い気きは柔やわらかい。

「いや、一応女の子の私的な部屋で、ぎりぎりの格かつ好こうだし」

「何も着てないわけでもないし、いいじゃない。処分、決まった？」

　リリーは双剣の柄つかに手を置いたまま体を起こし、闘とう志しに瞳をぎらつかせた。

「リリー、目が怖いって。処分はまだ。カルラ嬢じようがリリーに会いたいから、屋や敷しきに来て欲しいだってさ」

「外出許きよ可か出るの？」

「バルドが問題ないっていうから大だい丈じよう夫ぶだろ。もちろん、それは置いて、刃物の類たぐいは一切持ち込まないこと」

　さすがに丸まる腰ごしでは何もできないので、確かに危険はないと見られるかもしれない。刃物さえあれば魔術は使えるものの、制約が多すぎて最後の勝負とするのにも物足りない。

「行くわ。着替えるから出て、そこの扉閉めて」

　ここで腐くさっているのも疲つかれるし、とリリーは起き上がる。さすがに伯はく爵しやく家けへ行くのに、このシャツの下にいつもの短い下衣と長ちよう靴かですませるわけにもいかない。

　そして日常着用の白い花の刺し繡しゆうで飾かざられた紺こん色いろのドレスを引っ張り出して着替え、髪も簡単に結い上げて薄化粧をする。

「そういえばあんたは監かん視し役やく？」

　リリーは支し度たくがすむと、待っているクラウスについてくるのかと首を傾かしげた。

「違う。送り迎えは馬車でするからそういうのはいらないだろう。剣がないリリーは可か愛わいいだけで何もできないし。それにしても酷ひどいよな、今まで散さん々ざん、面めん倒どう見てもらったのに」

「……面倒見てたわけじゃないわよ。行ってくるわ」

　リリーは冷さめた声で返し、クラウスに馬車まで送られる。

　その間ずっと腰のあたりに双剣の重みがなくて落ち着かなかった。周りにいる帯剣してローブを纏まとった魔道士が棘とげのある視線を向けてくるのに、丸腰でいることが心こころ許もとない。

　今は自分の身ひとつ護ることもできないのだ。

　そのことが無性に悔くやしくて、リリーは奥歯を強く嚙かみしめていた。
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　バシュ伯爵家についたリリーは、二日前の騒そう動どうが噓うそのように静かな屋敷の様子を眺ながめる。

　被害にあった広間は散々だろうが、見た目はまるきり綺き麗れいだ。年月を重ねて艶つややかな光こう沢たくを帯びる、木製の階段の手すりや他の木製の調ちよう度ど品ひんも落ち着いた雰囲気を際きわ立だたせている。

　案内された先で一枚の重厚な扉が開かれると、一変して華はなやかな景け色しきが広がっていた。

「リリー、待っていたわ」

　繊せん細さいなレースや色いろ鮮あざやかな華の刺繡で彩いろどられた部屋の主あるじたるカルラが、満面の笑みで出迎えてくれる。

「ごめんなさい、急に呼び出して。本当はわたしの方から行くべきだったけれど、今は大勢の魔道士を見るのが怖くて。助けてくださったのもリリーや他の魔道士の方だってわかっているのだけれど……」

　リリーが返事をする間もなく矢や継つぎ早ばやに言うと、カルラは笑顔を萎しぼませる。

「そういうことなら。休暇中でよかったわ。ドレスじゃなくてローブでくるところだった」

　促うながされるまま席につき、リリーはカルラに笑いかけた。

「休暇のこと、聞いたわ。……お願い、ふたりきりにして」

　しかしカルラはますます表情を強こわ張ばらせて、三人いる侍じ女じよを追い出してしまう。

「リリー、わたしバルド殿でん下かにお願いされていたことがあるの」

　カルラが神しん妙みような面おも持もちで切りだした。

「あなたが、ディックハウトに寝返るかもしれないっていろいろ言われているから、そんなことはないって証明するために様子を見ていて欲しいって」

　告げられた言葉に、リリーは驚おどろきよりも違い和わ感かんを覚えた。

　あの人間嫌ぎらいでまともに人にものを頼たのむということも恐ろしく苦手なバルドが、出会ってたった数日の人間にそんな依頼をするというのは想像がつかなかった。

「……それ、いつ？」

「市に行った翌日か二日後か、それぐらいに」

　結婚を決めた後で、神器の移送の日取りが決まる前である。

　移送に関して自分を作戦に参加させるかどうかで揉もめていたのかもしれない。

　結局は、バルドが何か主張してそのまま参加することになったのか。

　喉のどの奥に小こ骨ぼねが引っかかったような感覚がある。

「リリー……」

　思考に没ぼつ頭とうしていると、カルラが目を潤うるませてリリーの肩に顔を埋うずめてきた。

「わたしはリリーに問題はないって言ったのよ。でも、他の貴族の方々が不ふ審しんな様子を見たって証言したのを聞いて、そちらの方が信頼できる情報だって。……結局娼しよう婦ふの子のわたしのことを軽んじてたんだわ。そんな方の元へお嫁よめに行くのは嫌いやよ」

　カルラがリリーの胴に腕を回し、そっと力をこめる。

「カルラ、大丈夫？」

　ますますバルドらしくない発言をにわかには信じられず、訝いぶかしげな顔のままリリーはその背を撫なでる。

「……リリーにここに来てもらったのはね、一いつ緒しよに逃にげて欲しかったからなの。わたし、夜会の時に襲おそってきた魔道士達の言葉の方が正しいと思うのよ」

　果たしてあの襲撃者達は何か喋っていただろうか。離れていて聞こえなかったのか、魔術の作用で音が遮しや断だんされていた可能性もあるが。

「ディックハウトにとって魔力の強さは優ゆう劣れつにならないの。誰だれもが皇こう祖そ様さまよりいただいた力を受け継ぐ者。力ある者は戦い、力なき者は強き者を支え、皆で皇こう主しゆ様さまを護るの。そうやって国はひとつに戻るべきなの。ハイゼンベルクは神器を奪って全てを乱みだし、壊してしまったのよ」

　リリーを抱くカルラの腕の力が強まる。

「ねえ、素す敵てきだと思わない？　リリーはきっと向こうの方がいいわ。ハイゼンベルクはあなたから全てを奪ってしまうのよ」

「あたしの全部って何かしら」

　冷ややかに返すと、カルラがそっと体を離して見上げてくる。その瞳は不可解そうにしていた。

「……カルラ、あんた最初からディックハウトの信しん奉ぽう者しやでしょ」

　リリーは体に回されているカルラの腕をしっかり摑つかんで、怯おびえて見開かれる瞳を見下ろした。

　短時間で、ここまで入れ込むということはないだろう。魔道士の血の神しん聖せい性せいを固く信じていたのも合わせると、元から信奉者だったと思った方が納得がいく。

　ふたりは見つめ合い、沈ちん黙もくが続いた。

　ふつりと緊張の糸が切れたのか、カルラの唇くちびるが歪ゆがむ。

「そうよ。わたしのお仕つかえする皇主様はここにはいないわ。でも内通者として疑うたがわれてるあなたが何を言っても、誰も信じることはないわ。あなたの監視の話は本当だもの。結局、あなたはここでは誰にも信頼されていなかったのよ。どれだけ主しゆ君くんに尽つくそうが、戦勝に貢こう献けんしようが、そんなことよりも家いえ柄がらが全て」

　忌いま々いましそうに言って、リリーを真まっ直すぐに見み据すえてカルラが続ける。

「リリーだって間違っていると思うでしょう。家柄はそもそも皇祖様からいただいた魔力が根底にあって、皇祖様に尽くすためにあるのよ。その力を振るって主君に尽くすあなたは敬けい愛あいされるべきで、けして蔑ないがしろにされるべきではないのよ。家柄がなくても、リリーの血に宿やどる魔力は皇祖様から力をいただいた者の証あかし。彼らと違いなんてないわ」

　子供に言い含めるような言葉を聞きながら、リリーはため息をついた。

「だからあたし、忠誠心なんてないって言ったわよね」

「……きっと、こちらへ来ればわかるわ。ねえ。わたしと来て」

　必死に訴うつたえかけてくるのに、まっとうに相手をする気も失せてくる。かといってカルラを反はん逆ぎやく者しやとして捕とらえても、確かに彼女が噓だと言えばまかり通ってしまうだろう。

　カルラには伯爵家令れい嬢じよう、次じ期き皇主の婚こん約やく者しや候こう補ほという肩書きがある。

「そうね、あたしもこのままだと反逆者だし、もうちょっと戦場にいたかったらそっちに行くしかないわね。その前にひとつ聞いていい？　なんのためにカルラはここにいるの？」

　とにかくディックハウト信奉者の目的を聞くだけは聞いておくかと、リリーはカルラの腕から手を離して訊たずねた。

「神器の奪だつ還かんのためよ。ハイゼンベルク家の者しか、『玉ぎよく』と『剣つるぎ』の在あり処かは知らないから、皇都を奪還した時に隠かくされないよう知っておく必要があるの。でも、『玉』は外に出されたから、少し予定を変えたけど。あとは『剣』さえ取り戻せばいいだけ」

　カルラは警けい戒かい心しんをちらつかせながらも素す直なおに喋ってくれた。

「婚約者候補なんてそう簡単になれるものじゃないわよね」

「ええ。上層部にハイゼンベルク家の嫡ちやく男なんと話ができる方がいらっしゃるのよ。その方が話を通してくれたの。神器の移送の日取りもその方が教えてくださって、だから夜会をあの日にしたのよ」

「道理で都合よく派は手でな騒動になったわけね。それって誰？」

　つまるところラインハルトの側そつ近きんのひとりが内通者ということになる。しかし慎しん重ちようで頭の回る彼を欺あざむける者など、そういるのか疑問だ。

「わたしも知らないわ。ディックハウトの今後のためにとても重要な方で、万が一にも漏もれたらいけないから、ごく限られた人間しか知らされていないわ。ダミアン兄様は知っていらっしゃるけど」

「ああ、あんたのあの兄さんもそうなの。ということは、バシュ家はディックハウト方？」

「いいえ。わたしとダミアン兄様だけよ」

「ふうん。じゃあ、カルラがこの家の娘っていうのは本当？」

　リリーの問いかけに、カルラの目が剣けん吞のんなものになる。

「それは本当よ。わたしはバシュ家の娘よ。お父様の娘なの。噓つきなんかじゃないわ。本当はちょっとは魔術も使えるのよ。『杖つえ』なの。でも、母は余計なことをするなって、わたしには魔道士としての力があるのに」

　早口で言い募つのるカルラの瞳から涙がこぼれてくる。

（ディックハウトのやり方、こういうのだから嫌いだわ）

　自分自身の存在意義を求める弱い者ほど、ディックハウトの思想にのめり込んでいく。カルラも抑圧された中で、たったひとつ自分の存在を肯こう定ていしてくれるものに縋すがったのだ。

　嫌けん悪お感かんと憐れん憫びんが同時に湧わき起こるのはなぜだろうか。

　リリーはカルラの涙をぬぐってやりながら歯は嚙がみする。

（あたしだから）

　結局自分もさして変わらない。

　カルラにとってのディックハウトの思し想そうは、自分にとってのバルドだった。

「……ねえ、あたしを味み方かたに引き入れてどうするの？　あんたのお仲間はあたしのこと黒くろ焦こげにしようとしてくれたんだけど」

「上の命令よ。戦力として欲しいっていうの。でも、あなたを引き入れるのは嫌だって人もいて、ごめんなさい。わたしはあなたに来て欲しいわ。あなたの力が本当に認められるのはこちらよ」

　そんなもの、別に欲しくはないわけだが。

　言ってもわかりはしないだろうと、リリーは目を伏ふせる。

「リリー、あなたはわたしなの。わたしがなれなかったわたし」

　カルラがリリーの頰ほおを両手で挟はさみ、瞬まばたきひとつせずに視線をぴったりと合わせてくる。

「そうね。似てるわね、あたし達」

　だけれど自分はカルラではないし、カルラも自分ではない。

「リリー、わたし達の所へ来て。一緒に本当の皇主様のために戦いましょう」

　囁ささやきかけてくるカルラの手に触ふれて、リリーは軽く首を縦たてに振った。
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　いつもより長引いた軍ぐん議ぎにバルドは疲れきっていた。

　リリーの不在が原因だった。

　休暇を与えて三日。今日は審問もなく、リリーはカルラに呼ばれてバシュ家を訪問している。どのみち現状ではリリーを軍議に出すわけにもいかないので仕方ない。

　何もかも元を正せば、自分の意い思し疎そ通つう能力の欠けつ如じよが原因なわけだが。

　とにかく一言伝えるのに時間がかかる。必要最低限のことは伝えているつもりが、足りないらしく、さらに言葉を求められる。

　あげくに真ま面じ目めに返答を考えていると、機き嫌げんを損そこねたと相手方が勘かん違ちがいして度々無む駄だな沈黙や謝しや罪ざいが多くなる。

　足りない言葉を埋うめるのも、沈黙をかき消すのもリリーがやってくれていた。

「…………補ほ佐さ官かん代理は意味がなかった」

　ひとまず兼任を任まかせたクラウスには期待していなかったが、それ以上に何もしていなかった。

　バルドは自分の執しつ務む室しつとお気に入りの倉庫への廊ろう下かの別れ目で足を止めた。

　左の倉庫への道に足を踏ふみ出したら、リリーにフードを摑まれて右へ引っ張られるだろう。

　さっきから、もしここにリリーがいたらとばかり考えていることに気づいて顔を顰しかめる。

　一歩でも近づいたら食い殺されそうな形ぎよう相そうに、部下が怯えて廊下の往き来ができなくなっているのも目に入らず、バルドはひとりで悶もん々もんとする。

「バルド、邪じや魔ま」

　クラウスに言われて初めて気づき、廊下の端へと避よけた。

　ほっとした様子で廊下を駆かけていく部下を眺めつつ、隣となりにいるクラウスへの不ふ快かい感かんに表情は険けわしいままだった。

「……お前まだ怒おこってるのか」

「怒ってはいない」

　あの夜会の時、自分が我が慢まんしているのにやすやすとリリーに触れるクラウスに、怒りとは少し違う苛いら立だちを覚えた。

　リリーから触れるのを禁止されているわけでもないクラウスにとっては、理り不ふ尽じんなものだろう。

　しかし、いまだに気持ちは波立ったままだった。

　リリーのことを考えている時に近くにいるものだから、余計にその時の感情がぶり返してきてしまっていた。

「夜会の時はリリーには何もしてないからな。途中でやめた。そもそも、俺に八やつ当あたりするぐらいなら、リリーの濡ぬれ衣ぎぬなんとかしろよ」

「八つ当たり」

　それもあるかもしれない。このところずっと感情は気持ち悪いほど揺ゆれ動いて、一ひと所ところに留とどまってくれない。

「将軍！」

　あれこれ考えていると、『杖』の統とう率そつ官かんが切せつ羽ぱ詰つまった顔で歩み寄ってくる。

「補佐官殿が戻ってきません。昨日より遅おそいので伯爵家に連絡を入れましたが、もうずいぶん前に帰ったはずだということです。迎えの馬車にも乗っていないと」

「帰って、こない」

　バルドは静かに繰り返す。

　それからもう一度、心の内でも確認する。

「まずいな。もう少し待つか？　それとも捜させるか？　って、バルド、おい」

　クラウスの問いかけに返事もせず、バルドは踵きびすを返してひとつ手前の廊下の曲がり角を行く。その先にあるのはリリーの私室だ。

　部屋に入って確認した壁にはローブがなく、いつもの場所に双剣もない。

「帰ってこない」

　また口に出し、寝室の方へも足を向けるが化粧台の上には櫛くしも化粧道具も綺麗に並べられたまま全部残っていた。引き出しの中も、リボンや髪飾りがきっちりと隙すき間まなく並んでいる。

　衣装棚も開けるが、出掛けるのに着たと思われるドレス一着分の空きしかなく、いつもローブの下に着ている日常着と、予備のローブが見当たらない。

　バルドはふたつの部屋を見渡してから、もう一度双剣の置かれていた場所へ目を向けた。

　彼女にとって一番必要なものはそこにない。

　だから、帰ってこない。

　何度も同じ言葉を繰り返してみても、現実感が伴ともなわない。

「ローブと剣だけ持ち出したっていうのは、リリーらしいな。でも、よく持ち出せたよなあ」

　追いついてバルドの様子を静かに見ていたクラウスが、緊張感なく言う。だが表情に笑みはなく、眼鏡めがねの奥の瞳は冷ややかだ。

「これはもう、確実に軍ぐん規き違い反はんだし、将軍としてどう対応する？」

「兄上の所に行ってくる。リーは外出中」

　バルドは執務室の真ん中に立ち尽くしたまま答える。

　早くラインハルトの所に行って次の指示を受けねばならないのに、足が重い。

　ここを動いたら、喪そう失しつが揺るがしようのないものに変わってしまう気がした。

　実際はもう取り戻すことはできないのに、いつまで経っても受け入れたくない自分が歯がゆい。

「……仕方ないだろう。こんな状況じゃ、逃げるしかない。お前がどうにかしなきゃならなかったのに」

　出入り口の壁にもたれるクラウスに責められて、いつまでも動けないバルドはうつむく。

　胸にぐずぐずとくすぶる後こう悔かいを踏み消すように、バルドは強く床を踏みつけて主のいなくなった部屋から出て行った。
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　ぽつりと、雨あま粒つぶが頰に当たってリリーは空を見上げる。

　黒みがかった灰色の空の下には真まっ白しろい箱の形をした王宮がある。今、リリーは皇都最下層の住宅街にいた。ローブは羽は織おっておらず、着ているのはいつものシャツと短い下衣だ。端はたから見れば十分に下層区民に溶とけ込んでいる。

「嫌な天気」

　まだ夕ゆう刻こく前だが、天候のせいで白い街並みはすでに薄うす闇やみに包まれていた。湿しめって埃ほこり臭くさい空気と潮しお風かぜが混じり合い、肌はだにねっとりまとわりついて不快だ。

「早くしろ」

　前を歩く平服のダミアンに急せかされ、リリーは再び歩き出す。

　昨日カルラの誘さそいに乗り、決行したのは今日だった。双剣だけはどうしても持ち出したくて、昨日のうちにローブに包んでこっそり使用する馬車に隠しておいてもらった。

　雷らい軍ぐんにも当然のごとくディックハウト信奉者がいた。身近な者が裏うら切ぎっていることにはさすがに驚おどろいたが、これがハイゼンベルクの現状なのだ。

（軍のどれぐらいが敵なのかしらね）

　先行きの危あやうさをつくづく思い知らされた気がして、リリーは薄ら笑いを浮かべる。

「皇都内に隠れ家って、また大だい胆たんよね」

「誰もが過あやまちに気づき始めているということだ。急がないと、ずぶ濡れになるぞ」

　それは勘かん弁べんして欲しいとリリーは、薄うす汚よごれた壁や石いし畳だたみがひび割れたり欠かけたりした路地が目立つ方へと早足で行く。

　あまり来ない下層区は上層区と比べてずいぶんみすぼらしい。仮にも皇都だというのに、整備がまるで行き届いていなかった。この悪路では馬車などまともに走れないだろう。

　ぽつぽつと道行く人も、薄汚れてやせ細った者が多く見える。つい数日前、華はなやかな夜会を行っていたバシュ家とここまでの距きよ離りは、馬車で半刻もかからない。

（これが、皇都の本質……）

　走っているうちに大粒の雨がどんどん降り注そそいでくる。

「ねえ、まだ」

「こっちだ」

　細い路地に入り、ダミアンが小さな家へと案内する。

「明日まではここにいろ。ローブも新しいものを用意するまでは、今までのものを使っていい。少しでも妙な動きをすれば、すぐにわかるからな」

「はいはい。裏切ったりはしないわよ。……もしかして雨あま漏もりする？」

　リリーは暗い部屋の中の燭しよく台だいに火をつけ、あたりを見回した。

　家は自分が与えられていた居室より少し広いぐらいで、床板は傷いたんでいるのか歩く度にぎしぎしと音を立てる。あるのは先に運び込まれた双剣とローブが置かれた寝台と、傷だらけの机つくえと椅い子すだけ。

　それとかび臭さがあって、灯あかりを向けた天てん井じようには染みが見えた。

「寝台にはかからない。一晩ぐらいは我慢しろ」

「わかったわよ。あ、シーツは綺麗ね」

　さすがにかび臭かったり、虫がいるのは嫌だと思ったが、見た限り清せい潔けつで匂においも普通だ。

「お前、いつからハイゼンベルクを裏切る心づもりをしていた？」

「心づもりも何も、逃げないと処刑か投獄だもの。まあ、この戦況だし早いところ逃げないとっていうのはあったけど。みんなそうでしょ？」

「俺は逃げたわけではない。魔道士の正しい在あり方かたに気づいたんだ」

　押し殺した声で表情に怒りを滲ませるダミアンは、昨日のカルラとどこか似ていた。

　正しいのは、自分を認めてくれる方。よく似た兄きよう妹だいだ。

「勝ちさえすれば、どんなことだって正しくなるわよ」

　所しよ詮せん、そんなものだ。戦に勝てば正義、負ければ簒さん奪だつ者しや。だからどちらも退ひかずに五十年も戦い続けているのだろうに。

「お前は本当に獣けもののようだな」

　あからさまな嫌悪をリリーは鼻で笑い飛ばす。

「でも、あたしの力は欲しいんでしょ」

　やり込めると、ダミアンが怒りの表情のまま出て行った。それを見届けてリリーは寝台に腰を下ろし、愛刀の柄に手を置く。

　自分にとって必要なのはこれだけだ。

「負けっぱなしはごめんよ」

　急な神器の移送、それにかかわる魔道士が結けつ託たくして自分を監視、その果てに内通者の濡れ衣と、早急で一方的な軍法会議。

　そこを狙ねらい澄ましたように、カルラからディックハウト側へ誘われた。

（作さく為い的てきだわ）

　一からこうなるべく、誰かが仕組んだとしか思えない。

（バルドも動いたとなると、皇太子殿下の命令もあったはず）

　カルラから聞いた話だけでは、バルドの言動は不自然すぎる。ただでさえ人間嫌いで、家柄なんてものは当然、歯し牙がにもかけない。バルドはカルラと話すだけでも相当な労力を費やしたはずだ。

　彼がそこまでして何かをするとなると、ラインハルトの命めい以外はありえない。

　バルドがラインハルトとふたりで話した頃合いとつじつまが合うので、カルラの話はまったくのでたらめというわけでもなさそうだ。

「で、あたしを味方に引き入れるとか言ってたのは皇こう太たい子し殿下の側近」

　カルラの言っていた、ラインハルトの側近をしている内通者なら神器の移送の情報も流せるし、王宮内でも強い発言力があるはず。

　起点は内通者と考えるのが妥だ当とうだが、妙に嚙み合わない。

「問題はあたしを消したいのか、それとも味方に引き入れたいのか、どっちかしら」

　ここまでの流れが、自分の処刑や投獄のためなのか、それとも本当に離り叛はんを促すためのものなのか。

　とにかく、身動きができなくなってはしょうがないので出てきたわけだが。

「あたしひとりの価値ってそうないのよね」

　将軍補佐といっても、ただの孤こ児じだ。政治的な利用価値もなければ、しち面倒くさいことをして排はい除じよする理由もない。

　戦力としたところで戦局を左右するほどでもない。

「まあ、いいわ。本物の内通者を見つけて聞き出すまでよ」

　ぐちゃぐちゃ考えるより、懐ふところに飛び込んでいった方が手っ取り早い。

「あとは戦うだけだわ」

　自分を殺したいなら、殺させてはやらない。

　味方に引き入れたいなら、敵に回ってやる。

　誰かの思い通りになんて、絶対にならない。

「あたしは、ひとりだってなんにも困こまらないわ」

　双剣をかき抱いてリリーはつぶやく。

　剣さえあればいいはずなのに、胸の奥にぽつんともの足りなさがあるのはなぜだろうか。

　ふと親指に痛みを感じれば、口の中に血の味が広がった。

　リリーは剣から離してしまっていた片方の手を元に戻し、なおさら強く双剣を抱きしめた。
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　翌日、雨は止んでいたが空は相変わらず黒い雲に覆おおわれて、空気も湿しつ気けている。

　ディックハウト方の兵が門番に当たる頃合いを見計らい、リリーはダミアンと共に幌ほろのついた荷馬車で皇都から出た。

　雲が途切れてうっすら青空が見えたかと思うと、また黒く塗り潰されるのを眺めるのも飽あきた頃に、あたりは濡れた緑ばかりの景色に変わっていた。

「これって、もしかして離り宮きゆうに向かってるの？」

　ここは狩かり場ばの森だろうと推測して、リリーはダミアンに訊ねる。

「そうだ。神器はそこに安あん置ちしてある。まさか予定通りそこにあるとは思わないだろう」

「そりゃ盗ぬすまれたものが金庫に戻ってくるなんて思わないわね。でもさっさとディックハウトの皇都に持って行った方がいいんじゃない？」

　離宮はここ十数年は使用されておらず、定期的に手入れするだけで警けい邏らすら置かれていない。安全と言えば安全だが、いつまでもこんな近場に置いていておくのも得策とは思えなかった。

「今はどの道を通っても検けん閲えつが厳きびしい。皇都までの道程の安全を確保するまでは動かせない」

　ここからディックハウト側までひと月以上はかかる。それまでこの戦続きの中を無事移動するのは確かに難しい。

「ずいぶん準備不足だったのね」

「……仕方ない。神器の移送計画の情報は前々から入っていたがいつまでも決定されず、結局立ち消えになっていた。だが、ひと月前に急に計画の実行が決定された。我々の移送経路を整えるにも時間と準備が足りていなかったが、それはハイゼンベルクも同じだ。向こうも情報が漏れる前にと急いていた」

「どうせなら社やしろに移されてから取り戻せばよかったのに。どっちみち社を奪い返すのに戦はするんでしょう」

『玉』の社はハイゼンベルク方の領内である。社に安置する目的は同じなのだから、ハイゼンベルク方にそこまでやらせればいい話だ。

「それは俺達の中でも意見が割れた。神器だけ先に取り戻すか、それとも社ごと奪還するか。だが、贋にせ物ものを安置する意見も出ているとの情報があって、先に神器が本物かどうか皇主様に見み極きわめてもらってからがいいのではということになった」

「でも贋物だったらどうするの？　ここまでやって正体がばれたらどっちみちただじゃすまないわ」

「皆、皇主様のための死ならば本望だ」

　ダミアンの声には頑かたくなな意思があったが、リリーには到底理解できなかった。

「あんたが死んだら皇家にカルラを忍び込ませる計画は無駄になるわよ。もし贋物なら、あとはカルラを頼るしかないんでしょう」

　結局、本物の神器の在処はわからずじまいのままで終わるのだ。ダミアンもカルラも無駄死にすることになる。

「俺はここで一度退しりぞく。後はカルラを皇こう妃ひ候補として紹介した者が上う手まくやってくれることになっている」

「ああ。結局、それ誰なの？　あの皇太子殿下を騙だませるなんて相当よ」

　確かカルラがダミアンは知っていると言っていた。内通者の正体を聞くにはいい流れだ。

「まだ、お前をそこまでは信用できない」

「そう。残念だわ」

　あまりしつこく聞いてもいらぬ疑いを持たれるだけなので、リリーは落らく胆たんしつつ大人しく引き下がった。

　ぬかるんだ道を少しの間我慢していると、高い石壁に囲まれた離宮が見えてくる。格こう子し門もんを抜ければ、四階建ての木組みの館やかたが姿を現した。さほど大きくはなく、そこそこの貴族のお屋敷といった風ふ情ぜいだ。

　中は一応整えられていて、少々埃っぽいが傷んだ所は見られない。

　吹き抜けの玄関広間には階段があり、ダミアンが上へ上へと足を進めるのにリリーもついていく。

　最上階につくと、廊下の硝子ガラス窓まどの光が当たる場所に、玉ぎよく座ざに似た祭さい壇だんが備そなえつけられていた。

「これが神器……皇祖の心臓」

　今は光が差さず薄暗い椅子の上には透とう明めいな硝子の箱が乗せられており、中には握にぎり拳こぶしぐらいの大きさをした、歪いびつな形の宝玉が入っている。

　黒ずんだ深しん紅くのそれは、人の心臓の形によく似ていた。

（魔力は確かに感じるけれど、贋物だわ）

　リリーは息を吞のんで、動揺を押し隠す。

　魔道士が普段使う剣や杖、玉などに魔力は宿っていない。魔力は魔道士の血に宿るものだから当然だ。

　神器とは元は魔道士であるグリザドの体から作られた物で、強い魔力を湛たたえているという。

　だがこれは紛まがい物だ。

「どうした？」

　怪け訝げんそうな声に問われ、思考に没頭していたリリーは我に返る。

「これ、本物だと思う？」

「確かに魔力を感じる以上は、本物だろう。王宮の上層部でも移送計画の失敗の責任の押しつけ合いが始まっているらしい」

　リリーはもう一度、神器に目をやる。なぜこれが本物ではないと自分は思うのか、根こん拠きよが見えない。

　ただ自分の直感が、これは違うと訴えかけている。

「お前はここの見張りだ。神器奪還の知らせは仮の皇都に届けてある。近いうちに兵を挙げて『玉』の社を奪うことになる」

「でも、あたしにこんな大事な物任せておいていいの？　これ、持って帰ったら、内通者の疑いは晴れそうだけど」

「軍ではお前を離り叛はん者しやとして追っている。捕つかまれば処刑は免まぬかれないぞ。たとえ神器を持ち帰ったとしても、軍内の不安を一いつ掃そうするための贄にえにされる。それでも戻りたいか？」

　いつ味方に裏切られるかもしれないという漠ばく然ぜんとした恐怖を抱える者は多いだろう。

　その中で家同士の繫がりを持たない自分は、身内であって身内でない。根無し草が裏切り者ならば、受け入れやすい上に疑ぎ心しん暗あん鬼きも一時的には落ち着く。

（そうなると、バルドが無能ってことになるけど……）

　補佐官に寝返られるなど間抜けにもほどがある。次期皇主がそれでは余計な不安も広がりそうなものだ。

　ディックハウト方としては都合のいい状態だろうが。

（都合よくいきすぎてる……）

　内通者の正体は知られるどころか濡れ衣を着せられる相手も見つかって、神器までも手に入った。

　こうも上手くことが運ぶ状況に、誰も違和感を覚えないのか。

　自分達は正しいことをしているのだから、当然の結果だとしか思っていないのかもしれない。

「帰れないわね」

　リリーはうなずいて神器にまた目をやる。

　この贋物を用意したのは誰だろうか。最初から用意されていたのか、途中ですり替えられたのかで話が違ってくる。

　本物はディックハウト方が別に安置しているなら、ここは敵を引きつけるための囮おとり。

　もし、最初から贋物だとしたら──。

（ハイゼンベルクが内通者をあぶり出すために仕掛けた罠わなかもしれない）

　どっちにしろ今ここにいる者達は味方に捨すて駒ごまにされるか、ハイゼンベルクに粛しゆく正せいされるかのふたつにひとつ。

（……ここにいる人間は全員、殺されるためにいる）

　そうして、自分もそのうちのひとり。

　不安や恐れは全く湧いてこなかった。むしろ血がたぎる。自分ひとりのためだけに、好きなだけ、本能の赴おもむくままに剣を振るえる。

　命尽きるまで、勝利の瞬間を貪むさぼれる。

　リリーの双そう眸ぼうに獰どう猛もうな光がちらつく。

「何を考えている」

　ダミアンがリリーの横顔に怯えを見せた。彼の脳裏には手痛い敗北の記憶が蘇よみがえっているのかもしれない。

「楽しいこと」

　リリーはふわりと微笑ほほえんで、それだけ答えた。
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「しばらく、雨だろうか」

　薄暗い居室で侍女のエレンが燭台に火をつけるのを見ながら、ラインハルトは車椅子の上でつぶやいた。

「ええ。この時期は雨が一度降ると、なかなか止みはしません。冷えるのでできるだけ早くお休みください。お体に障さわります」

　雨が降ろうと陽ひ射ざしが強かろうと、体調が優すぐれないのはいつものことだ。何もかもが自分の命を蝕むしばむ毒かと思うと、うんざりしてくる。

「……この頃よく思うよ。体を横たえたらそれっきりではないかとね。だが休まねば保もたない。全くもって嫌な体だ」

　ひと呼吸の時間さえ惜おしいのに、体は思う通りに動いてくれない。子供の頃は庭に出るくらいなら自分の足で歩く力があったのに、今では部屋の中を歩いて移動するだけで息が切れる有様だ。

「ハイゼンベルクを生かせるのは皇太子殿下の他にありません」

　エレンの言葉には狂信的な熱はなければ、上うわ辺べだけの冷たさもない。この沈ちん着ちやくさは好ましい。

「戦況は悪化しているがな。エレン、君はまだ勝てると思うか？」

　ゆらゆらと頼りない蠟ろう燭そくの灯とう火かを瞳に映してラインハルトは囁く。

　バルドやエレンなどの臣しん下かからかき集めている情報により導みちびき出されるのは、絶望的なものばかりだ。人心はすでにハイゼンベルクから剝はがれ落ち始めている。

　ハイゼンベルクの魔道士が戦う理由に皇家への忠心がどれほどあるだろうか。自分達の選択の誤あやまりを認めたくない足あ搔がきと、宰さい相しようを務つとめるフォーベック家への忠ちゆう義ぎが大半に違いない。

　そのフォーベック家も下位の貴族や地方の領りよう主しゆから見放され始めている。

　行き着く先は敗北しか考えられない。

「勝たねばなりません。そのために皇太子殿下は生きておられるのでしょう」

　今度はどこか高こう慢まんにすら聞こえる声でエレンが答える。

「君は相変わらず面おも白しろいな……」

　ラインハルトが機嫌よく喉を鳴らすと、扉が叩かれ弟の来訪が告げられる。命ずるまでもなく、エレンが寝台の下から自分の背せ丈たけの三分の二以上はある長方形の箱を引きずり出した。

　女の手には重すぎるだろうが、彼女は顔色ひとつ変えずにラインハルトの側そばまでそれを引っ張ってくる。

　そしてエレンは一礼して、机の端に置いていた杖を手に部屋を出る。入れ替わりにのっそりとバルドが部屋へと入ってきた。

　闇が凝こごり蠢うごめいているようだと、ラインハルトは近づいてくる弟を見上げる。

　自分の身に巣くう死の影が形を取ったなら、こんな姿ではないだろうかと時々思う。身の内で牙きばを剝むき、臓ぞう腑ふを欲望のままに喰くい漁あさる獣。

　だからなのかこの弟を飼い馴らしている間は、死を克こく服ふくしたかのような錯さつ覚かくを得られる気がする。

　自分もまた、足搔いているのだ。

　死ぬためだけに生きるつもりはない。生きて、生き抜いてから死を迎えるために、まだ倒れるわけにはいかない。

「さあ、皇都の浄じよう化かを始めるぞ」

　ラインハルトが箱を顎あごで示すと、バルドが従順に力強くうなずいた。

　蠟燭の火を映して仄ほのかに光る紫むらさきの瞳には、使命感や敵に対する憎ぞう悪おはない。

　目前に迫せまった敵への高こう揚ようばかりが燃えていた。
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　神じん器ぎが置かれた玉ぎよく座ざの横に座り込んでいるリリーは、あくびをひとつする。

　ここへ来て二日目になるが、これといって何が起こるわけでもなく、ぐずついた空そら模も様ように気き鬱うつになるだけだ。

「暇ひますぎ……」

　離り宮きゆう内ないをうろついてもこれといって物もの珍めずらしい見物にはならず、侵しん入にゆう者しやがあるわけでもなくで、ただひたすらに退たい屈くつなだけだ。

　自分の他にも三人ほど見張りはいるが、全員、リリーを見ると市で魚売りが野の良ら猫ねこを見つけたような顔をする。士し官かん学校時代に叩たたきのめした相手もいるので仕方ないといえば仕方ない。

　実力がわかっている分、退屈しのぎに勝負を仕し掛かける気も起こらない。

　座っているのにも飽あきたリリーは立ち上がり、そのあたりをうろつくことにした。階段を下りて二階にさしかかった時、階下に少女の姿が見えて、手すりから身を乗り出す。

「カルラ」

　名前を呼ぶと蒼そう白はくな顔でカルラがこちらを見上げた。彼女の後ろには他の見み張はりもやってきている。

「リリー、大変よ。この場所が知られたわ」

　ついに事じ態たいは動き出したということらしい。

　事を動かしたのはディックハウトか、ハイゼンベルクか。

　リリーが一階まで駆かけ足で下りると、他の見張りがきつい眼まな差ざしで睨にらみつけてきた。密みつ告こくしたと疑うたがわれているのかもしれない。

「貴き様さまか」

　リリーの憶おく測そく通り、男の魔ま道どう士しが剣の柄つかに手を置いて嚙かみついてくる。

「やめて。あなた達はリリーの見張りもしていたんでしょう。それに密告したのがリリーなら、わたしや兄様は真っ先に捕つかまるわ」

　カルラが制すれば、男達が不満げな顔で退ひく。

「まあ、そういうことね。それで状況は？」

「夕ゆう刻こくには神器を奪だつ還かんするために挙きよ兵へいするそうよ。同どう胞ほう達にもここに集まるように呼びかけているわ。神器は今から彼らに別の場所へ運ばせるの」

「集めるってどれぐらい？」

「皇こう都との内と外で二百前後だって言っていたわ。下層区でも騒さわぎを起こして、とにかく時間稼かせぎをするの。……ここにはバルド殿でん下かがくるわ」

　神器の奪還と反はん逆ぎやく者しやの粛しゆく正せいという大役、かつ確実に勝利が見込めるとなると、彼がくるのも道理だ。

　リリーは驚おどろくこともなく双そう剣けんの柄を指で撫なでる。

（それにしても二百前後……皇都の内と周辺でそれだけ裏うら切ぎり者がいる）

　ディックハウトの信しん奉ぽう者しやがそれで全員というわけでもないだろう。これ以上の数が身近に潜ひそんでいたと思うとぞっとする。

「あんたはここにいていいの？」

「わたしは人ひと質じちよ。母の所に出掛けた途と中ちゆうで攫さらわれたことになっているの。一応は、足止めなのだけど」

「それであたしの役目は？」

　問われたカルラが言葉に詰つまり、そっと目を逸そらした。

「……バルド殿下の相手を。一番時間を稼げるのはあなただろうからって」

　だが勝つことは期待していない、捨て石になれということらしい。

「一番いい役目なんて、ありがたいわ」

　噓うそでもなくそう言って笑うと、カルラが泣きそうに顔を歪ゆがめる。

「足止めでいいの。危なくなったら退いて」

「退かせてくれないわよ。とにかく逃にげるなら早い方がいいでしょ。さっさと神器を持って行ったら？」

　リリーが男達を促うながして上へと行かせる。完全に彼らの姿が見えなくなってから、リリーはカルラに向き直った。

「……あんたもあいつらと一いつ緒しよに行きなさい。贋にせ物ものなんて誰だれも追いやしないから」

　リリーが声を潜めて告げると、うつむき気味だったカルラが弾はじかれたように顔を上げた。そして彼女は一歩後あと退ずさって瞳ひとみを見開く。

「贋物？　どういうこと」

　混乱しているのかカルラの口く調ちようはたどたどしく、要よう領りようを得えない。

「あたしにもわからないわ。でもね、あれは本物じゃないって言い切れる。足止めはあたしひとりでやるから、あんたは逃げる。こんなところで野の垂たれ死じにするなんて嫌いやでしょ」

　階上から男達が下りてくるのを見ながら、リリーはいつまで経っても迷うカルラに苛いら々いらしだしていた。

「わたし、逃げないわ。ここにいる」

　その時、組んだ両手を固く握にぎってカルラが答えた。リリーが口を開く前に、男達は屋や敷しきの外へと出て行ってしまった。

　カルラはその場から一歩たりとも動かない。

　扉とびらが閉まる音が広間に尾を引いて響ひびく。

「……残ってどうするのよ。あれが贋物ってことは、あんた達は知らない間に、味み方かたに捨すて駒ごまにされた可能性だってあるのよ」

　大した魔力もない『杖つえ』に、残って何ができるというのか。

　リリーは眉まゆを顰ひそめて落ち着いた顔でいるカルラに問いただす。

「逃げないのよ。わたしはわたしの役目から逃げないの。ここに残ることが私の役目。逃げずに役目を果はたすの。ハイゼンベルクの獣けものの雷いかずちに撃うたれて死ぬなら、それでもいいの」

　カルラは覚かく悟ごを決めた双そう眸ぼうにリリーを映した。

「リリーは逃げないの？」

「だって、戦えるのに、逃げる理由なんてないわ」

　それに自分を塡はめた者も、目的も定かではない。ハイゼンベルクの魔道士をひとり捕まえて、仕掛けたのが白か黒かをはっきりさせるつもりだった。

（でも、バルドと戦えるならなんでもいいかもしれないわ）

　お互たがい、殺してはならない、死んでもならないという自制を持たずに勝負ができる。

　もし勝ったら、どれだけの高こう揚ようと快かい楽らくが得られるのだろうか。

　胸が沸わき立つのになぜか締めつけられる、相あい反はんする感情がぶつかる。落ち着きのない気持ちを宥なだめるようにリリーは剣の柄を握った。

　しかしいつもなら柄を握っていると安心感を覚えるのに、指先は何か別のものを求めていた。

「……また雨ね」

　リリーは聞こえてきた音に耳を傾かたむけて気を紛まぎらわせる。

　季節の変わり目の雨は、控ひかえめに柔やわらかく降り注そそぐ。少女ふたりが佇たたずむ広い屋敷はとても静かだった。
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　糸し雨うの中、皇都の最下層区では暴ぼう動どうが起きていたが、軍の対応は早かった。炎えん軍ぐんの部ぶ隊たいが真っ先に鎮ちん圧あつに向かい、すでに事が収まりかけている。

　雷らい軍ぐんが皇都を出る頃には皇都への門もん扉ぴ周辺で起こっていた暴動も鎮圧されていた。

「寒いし、体は重くなるし、雨の日の行こう軍ぐんって本当に嫌だな。森の中だとちょっとはましかな」

　森の入り口までたどり着くと、クラウスは水をたっぷりと吸い込んで重くなったローブにやれやれとため息をついた。

　隣となりにいるバルドは無表情で、三百もの数の反逆者討とう伐ばつのために集められた魔道士達の中央で佇んでいる。

「すぐに終わる」

「確かにこれだけ揃そろえたら、よっぽど気を抜かなけりゃすぐ勝てるか。っていうか百ちょっとだったら、お前ひとりで足りるだろ」

　この数は戦うためだけではないのがわかりきった上でクラウスは言う。

「ああ、でもリリーがいたら危ないか。俺、当たりたくないなあ」

　そうしてわざとリリーの名前を出してみる。表情がまるで動かないので、相変わらずバルドが何を考えているかわからない。

　だが夜会の時といい、子供の頃にバルドから何か取り上げた時とは、違う反応であることは明らかだ。

　物心ついた時にはバルドの近きん侍じにされた。とはいっても、バルドはほとんど喋しやべらなければ、あちこちに雷を落とすので遠目に見ているだけだった。

　媒ばい体たいがないと酷ひどく暴れる上に、最終的には放ほう出しゆつできない魔力が命にかかわるので好きなようにさせておくしかなかったらしい。

　怖こわい、というのがバルドの第一印象だった。

　ある程度距きよ離りを置いて見ていれば、喋らないのは人が話しかけないのでろくに言葉を覚おぼえられていないせいなのだと気づいた。

　雷を落とすのも魔力が高すぎて制せい御ぎよできていないだけで、放っておけばそのうち成長と共におさまるものと楽らつ観かん視しできるようになると、さして怖くはなくなった。

　刃物を持ってさえいなければ、バルドはただのとても大人しい子供でしかなかった。

　しかし問題はない状態でも、誰もバルドに構かまおうとしない。バルドはバルドで、力の制御を覚えると数だけは用意された玩がん具ぐを手にして、ひとり遊びをしていた。

　積つみ木きや人形を手に取ってはひと通り遊んでみるも、まるで楽しそうではなかった。どれを手に取っても、ある程度遊ぶと他へと移るのを見ているうちに、バルドに興きよう味みが湧わいた。

　どこか自分に似ている気がしたから。

　何ひとつ、欲しいものが見つからない。

　どれもこれも執しゆう着ちやくを覚えるほどの感情が持てない。

　だから自分も誰にも求められない。

　似ているならバルドが関心を持ったものに、自分も執着が示せるかもしれないと思った。貸してと言いつつ結けつ局きよくは取り上げてみると、バルドはその瞬しゆん間かんには興味を失ってしまう。

　そして自分も結局、興味がなくなってしまうのだ。

「しっかし、皇こう太たい子し殿下も転んでもただじゃ起きないよな」

　そう声をかけると、バルドの顔がクラウスに向けられた。少々眉み間けんの皺しわがいつもより深いものの、やはり感情はわかりづらい。

「……兄上は有能」

　バルドの兄への盲もう信しんぶりは、この頃揺ゆらいでいる気がする。子供の頃、唯ゆい一いつバルドが執着しているものといえば、ラインハルトだった。

　たったひとりバルドに愛情を示した人間。だが打だ算さんと健康な体を持つ弟への嫉しつ妬とを、見せかけの愛情で誤ご魔ま化かしているにすぎない。

　そのことに本当は気づいているから、バルドは他に何か執着できるものを無意識のうちに探し求めていた。

（リリーに会ってからだな）

　バルドがリリーに関心を寄せた時、人間に、しかも年下の女の子に興味を持ったのには驚いた。

　しかしいつものように、すぐに興味が失うせるか向こうに避さけられるか、どちらかだと思っていたのに。

（嫌だなあ。バルドに先越されるのは嫌だ）

　自分が何も見つけられていないのに、ひとりで勝手にそんな大事なものを見つけられるのは嫌で嫌で仕方ない。

「さあ、先駆けは俺だ。適当に木とか塀へいとか吹っ飛ばして、さっさと逃げてくる」

　クラウスはそう言って、ひとりで先へと進んでいく。

（リリーを見つけたら、バルドはどうするかな）

　森に入って長ちよう剣けんを鞘さやから引き抜き、魔術を放った。

　基き本ほんは炎だが、放たれた途と端たんに力が滅茶苦茶に捩よじれて破は裂れつする。いつもながらの原因不明の爆発で周囲の木々が吹き飛んでいく。

　二度、三度と繰くり返かえすうちに小道が広がり、先には大きな屋敷が見えてきていた。
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　夕刻近く、離宮には百人以上の魔道士が集つどっていた。誰もが白いローブを纏まとっており、リリーひとりだけ黒いローブでやたら目立つ状態だった。

　策さくを立てる様子もなく、全員静かに待ち構えている。

　リリーは他の魔道士から離れて階段の隅すみでカルラと一緒にいた。

「カルラ、ローブは？」

「人質が着てたらおかしいわよ。それに持っていないし。私程度の魔力だと、ローブを作ってもあまり意味はないわ」

　白いローブではなく藍あい色いろのドレス姿のカルラが苦く笑しようする。

　ローブの魔術攻撃への耐たい性せいは本人の魔力次第。弱いと確かにすぐに燃えたり、風で切られたりするし、体にかかる衝しよう撃げきもさして軽けい減げんできない。

「……あった方がましだと思うけど。作り方でちょっとは耐久性上がるわよ」

「わたしの役目は皇こう妃ひになることだし、必要ないのよ。リリー、どうしてわたしにだけ逃げろって言ったの？　彼らには言わなかったのに」

　カルラがすでにそれぞれ覚悟を決めた表情でいる魔道士に目を向けて問う。

　彼らには神器が贋物だということは教えていない。そうして様子を見る限りでは、あれが贋物であるとは知らないらしい。

「……あんたをここで犬死にさせたくないって、どうしてか思ったのよ」

　カルラの役割が魔道士として戦うことではなく、時間稼ぎの人質だったからかもしれない。

　あるいは自分とよく似た彼女が、いいように利り用ようされて終わってしまうのを見たくはなかったからか。

「……あなたはわたしではないのね」

　どこか寂さびしそうにカルラが言うので、リリーはその顔を覗のぞき込んだ。

「あなたの素す性じようを聞いた時、とても会ってみたいと思ったわ。リリーならわたしのことを一番理解してくれるかもしれないって期待したの。でも、わたしは与えられた物を受け取るだけで、あなたは自分で選せん択たく肢しを見つけ出してる」

「選ぶほど選択肢はないわ。勝つか負けるかしかないの。子供の頃からずっとそう。勝ったらあたしのこと悪く言う奴の言葉は、ただの負まけ惜おしみになるのよ」

「それで、ダミアン兄様もやっつけちゃったのね」

　カルラが明るい笑い声を漏もらし、リリーもつられて笑う。

　そこに爆音が響いた。

　屋敷がびりびりと震ふるえて、ざわめきが広がる。

「さあ、来たわね。この無む駄だに派は手でな爆発はクラウスかしら」

　リリーは双剣に手を置き、屋敷の外へ出て行く魔道士を眺ながめた。とりあえず現状を知るために、クラウスに会いに行ってみるのもいいだろう。

「リリー」

　カルラが不安げに呼びかけてくる。

「……カルラはここで、人質役でしょう。あたしは行ってくるから」

　また後で、と続けようとしてリリーは言葉を止めた。

　ここにまた戻るとは限らないのでそれは違うけれど、他に何を言ったらいいのだろうか。

「ご武ぶ運うんを」

　迷まよっている間にカルラにしっかりと抱きしめられて、リリーは不器用にその背を抱き返す。伝わるぬくもりに、時々戦せん地ちに向かう魔道士同士がこうしている意味が、ほんの少しだけわかった気がした。
















　そうしてリリーはゆっくりとその体を離し、外へと向かった。
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「……なんていうか、加か減げん知らずよねえ」

　離宮から一歩出てみれば、明らかに目の前に広がる森の木々が数を減らしていて、リリーは呆あきれる。

　なんともクラウスらしいやり方だ。

　まだ戦せん闘とうは始まっていないらしく、『杖』が結けつ界かいを塀沿いに展開している。離宮の周辺にも何カ所か、雨が透明な皮ひ膜まくにぶつかって弾かれているのが見えた。

　どれが白で黒かはわからないが、離宮を中心にして四方に陣じんを張っているらしい。

　そしてまた爆発音が上がり、木々がなぎ倒される音が聞こえてくる。最初とは方向がまるで違う上に範はん囲いも広いので、そっちはバルドかもしれない。

「濡ぬれるのは嫌いなんだけど……」

　リリーはフードを深めに被かぶり直して、どこに行けばクラウスと話せるだろうかと考える。

　が、その必要もなく離宮の裏手付近で塀が吹き飛ばされる轟ごう音おんが上がり、離宮全体に張られた結界がたわんだ。

　リリーは双剣を抜き、裏手へと駆けていく。蓮はすが浮かぶ人じん工こうの池を中心とした裏庭は下草が伸のび放ほう題だいで歩きづらい。

「クラウス」

　たどり着くとすでに白いローブの魔道士が幾いく人にんも倒れているのが見え、崩くずれた塀の瓦が礫れきをクラウスが踏み越えているところだった。

「うわ、ここでリリーとか、俺、運悪いなあ」

　長剣を構えつつ、クラウスが一歩退く。

「あたしは運がよかったわ。今のところ敵じゃないから安心して」

　双剣を収おさめて近づくと、クラウスもほっとした顔で剣をしまう。

「今のところ、な。立場としては、リリーは軍ぐん規き違い反はんの上に逃亡中ってことになってるけど……まず勝てない俺に選択肢はないな」

「あんたの諦あきらめの早さが助かるわ。今の状じよう況きようは？　バルドが総そう大だい将しようなのは聞いてるけど」

「そう。バルドを総大将にこっちは三百。そっちは百ちょっとだろう」

「また、やたら連れてきたわね。バルドがいるなら囲い込みなんて必要ないでしょ。あー、そうだ。あの神器、贋物でしょう」

　ひとつ確信が欲しくて問えば、クラウスが目を丸くした。

「そう。贋物。よくわかったなあ。ということはこれがディックハウト信奉者の一いつ掃そうが目的なのも知ってる？」

「あれがハイゼンベルクが用意した贋物なら、だいたいそんなとこよね。これを仕組んだのは宰さい相しようと皇太子殿下、どっち？」

　なんとなく後者のような気がしつつも訊たずねる。

「皇太子殿下。実を言うと、俺もここにくるまで神器が贋物なんて知らなかった。知ってたのは、バルドと皇太子殿下、それと運び手の五人。父上も知らなかったことだ」

「運び手も知ってたの。いつから？」

　クラウスの話によれば、移い送そうの当日にバルドが明かし、誘さそいに乗って出てきたディックハウト方に怯ひるんだふりをして持って行かせたということだ。

「……全員大した怪け我ががなかったのはそのせいね。忠ちゆう誠せい心しんもたいそうなものだから、あたしのことが気に食わなくてもしょうがないわ」

　上う手まく逃げられなければ襲撃者に殺される可能性すらあるのに、囮であることをわかった上で誰ひとりとして逃げ出さなかった。

　まだそこまで皇家に尽くす者もいるらしい。

「皇太子殿下の側そつ近きんでディックハウト方がいるらしいけど、捕まった？」

「いや。それは初耳。そいつがどうかしたのか？」

「あたしを内通者に仕立ててくれたのよ。でも、皇太子殿下が用意してた神器が贋物ってことは、正体は割れてるのかしら」

「そのうち捕まるかもな……っと」

　話し込んでいると裏庭に人が来る足音が聞こえ、クラウスがこっちへと手招きしてくる。そしてふたりは一度離宮の外に出て、近くの無事な木こ立だちの中へ進んだ。

　そこでリリーはふと疑問に思う。クラウスの他に魔道士が見当たらない。こういう場合は大抵『剣つるぎ』と『杖』が数人で一緒に動くことになっているはずだ。

「ねえ、あんたひとり？」

「……ひとり。本当を言うとな、リリーに一番に会いにきた」

　いくらか雨が避けられる木の下、お互い剣は抜けないほど近い位置でクラウスが見下ろしてくる。

「なんで？」

　さらりと返すと、クラウスが苦笑する。

「できれば逃がしたいな、と思って。でも内通者を探るための一時的な離り叛はんなら、名めい目もく立つし戻れるんじゃないか？」

「そんなこと、肝かん心じんの内通者も見つけてないのに誰が信用するのよ。あたしが教えてあげられるのは逃げるのに協力してくれた下したっ端ぱぐらいよ」

　この屋敷の中では見かけていないが、皇都の暴動に加わってとっくに捕まっているかもしれない。

　ひとまず名前だけは出してみるが、どうやら参加していなかったらしい。

「でも材料としては弱いか」

「弱すぎるわよ。どっちにしたって、そっちに戻る理由もないわ」

「ディックハウトにつく理由はあるんだ」

「ハイゼンベルクにつく理由がない、じゃ駄だ目め？」

「……そんなもんだよな。なら、ここで少しじっとして隠かくれてたらいいよ。俺が後で逃がすから」

「……そこまでしてもらわなくてもいいわ。あたしは自じ力りきでなんとかする」

　ここでクラウスと無駄な戦闘をせずにすむだけで十分だ。

　改めてディックハウトにつく気にもなれなかった。戦場で終わることだけは決めていても、それまでどこで生きていればいいのか。

　のらりくらりと白にも黒にもならず、戦場を渡り歩くのもいいかもしれない。

「自力って言っても、バルドがいるぞ。まあ、見逃してはくれそうだけどな。ああ、バルドに頼んだら、なんとかなりそうじゃないか？」

「だから、帰るつもりはないわよ」

　どうせ戻ったところで、煩わずらわしいことばかりに違いない。それに、バルドと一緒にいるのも気が重い。

　カルラとの縁えん談だんがなくなったところで、違う誰かがあてがわれてまた居い心地ごこちの悪い思いをするばかりだろう。

　この居心地の悪さに馴なれる気もしない。

「バルドとは、戦うわ」

　最初に会った時、自分はバルドの獲え物もので、彼もまた自分の獲物だった。それだけは変わらないはずだ。

　獲物を前にして逃げるという選択肢はない。

「負けたらどうするんだ？」

「それまでよ。それがあたしの終わり」

　声にすると、恐きよう怖ふではなくなぜか寂しさが浮かび上がってきて、リリーは瞳を伏せる。

　その時、ぱっと足あし下もとが青白い光に照らされて顔を上げる。

　空中に稲いな光びかりが走るのが見えた。灰色の空一面を雷らい光こうが縦じゆう横おう無む尽じんに引き裂さいていく。

　空が粉こな々ごなに砕くだけてひび割れるようだ。

　獣の低い唸うなり声のごとく響く雷らい鳴めいは、腹の底からびりびりと震えがくるほどの大だい音おん声じようで耳がおかしくなる。

　天が破は壊かいされて、今にも地上が潰つぶされそうだ。

　自然の光景ではない。

「何、あれ。バルドなの？」

　リリーは上うわ擦ずった声で自分の胸のあたりを押さえる。鼓こ動どうが速く、異い様ように熱を帯おびている感覚があった。

　どくどくと自分の血が心臓を中心にして体中を駆かけ巡めぐる音がする。

　今にも胸を突き破りそうなほど鼓動が激しくなってくる。

　なのに、リリーの呼吸は一切乱れていない。

「……ああ、バルドだ。これが本物の力か。血が反応するんだな」

　クラウスも食い入るように空を見つめてつぶやいた。

「本物って何よ……」

　うっすらと想像はつきながらも、リリーはクラウスに答を求めた。

「神器。グリザドの右腕だ。なんかでっかい荷物があると思ったら、これだったんだ」

　視界が白むほどに空が光る。

　そして轟音と共に天から雷の雨が降る。

　幾いく筋すじも幾筋も、一直線に天から地へと駆けるその光が撃つのは果たして何か。

「こりゃ、全ぜん滅めつだな」

　クラウスのつぶやきに、リリーは動どう悸きが収まらない胸のあたりのローブをきつく握る。

「ただのディックハウト信奉者の掃そう討とうじゃないのね」

「そう。贋の神器を奪った間抜けを、本物の神器で次期皇主が討つ。神器の本来の在処ありかが皇こう祖その右腕なら、皇主の右手にあるのが真の神器の在処。あの皇太子殿下らしいやり方だよな」

　確かに、らしいやり方だ。

　ディックハウト信奉者は多くの同胞を失うことになる。あげく贋の神器をそうと気づかずに奪い、護まもろうとしたことが原げん因いんで、本物の神器によって粛正されたとなれば残った者達も心理的に潰れる。

　この天を覆おおう雷は皇都からもよく見えたことだろう。ここでも三百の魔道士が実じつ際さいに神器を振るうバルドを見ている。

　魔道士ならば皆、身に流れる血が沸き立つ感覚を覚えたはずだ。

　その身をもって、本物だと実感する。

「……バルドをハイゼンベルクの正当性の象しよう徴ちようにするつもり」

　今日起こったことは、すぐに皇都中に広まる。あれを目にした者はバルドを、ハイゼンベルク家を畏い怖ふするだろう。

　神器を社やしろに置かない詭き弁べんも正当化される。

「そう。これがどれだけの効果を上げるかはわからないけどな。まあ、ここまですごいとハイゼンベルクの勝ちも万にひとつぐらいはあるかもしれないって思えるな」

　確かに戦場でバルドひとりいれば、物理的にも心理的にも相当数を打ち砕ける。

「なあ、リリー、これは勝ち目ないんじゃないか？」

　クラウスのやめておけと言いたげな視線に、リリーは何を今さらと鼻で笑う。

「退かないわよ。楽しそうじゃない。あ、離宮にカルラがいるけど、全部わかってる？」

　これ以上興きようを削そがれる前に話題を変えた。

「ああ。反逆罪でもちろん捕ほ縛ばくするよ」

「そう。じゃあ、カルラのこと頼んだわ」

　カルラこそ逃がしてやって欲しいと一瞬思ったが、そのことは胸に収めた。

　リリーはクラウスにカルラを託たくして、バルドを捜しに森の中へと入っていく。ほんの少し、離宮を振り返りたい気持ちになった。

　けれどもその足はひたすらにただひとりを求めて前へと動いていた。
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　リリーがクラウスとかち合う少し前。

　バルドは森に入っていた。誰ひとりとして供をする者はいない。いつもそうだ。

　剣を抜く時はひとり。

　巨きよ大だいで背せ負おうしかない神器を、音もなく抜く。

　いつも使っている剣よりさらにひと回り大きな両りよう刃ばの剣は、まるで長年使い込んできたもののように手に馴な染じんだ。

　ぬらりとした黒とも銀とも言いがたい不ふ思し議ぎな色をした刀とう身しんの切っ先を構えることは、まだしない。

　立木が多いため見通しが悪く、足下も雨でぬかるんでいて大振りの剣では不ふ利りだ。クラウスが空けた道でもよかったが、そこでは警けい戒かいされる。

　獲物を誘い込むにはここがいい。

　バルドは息をひとつ吸い込む。

　木の陰に姿を隠し、雨音に足音を潜ませてひとり、ふたり、どんどん集まってきて自分を取り囲み始めている。

　くる。

　正面から雨に紛れて、水すい滴てきがつぶてとなって襲いくる。

　バルドは微び動どうだにせずそれをローブで受け止めた。

　四方より一いつ斉せいに炎と風が木の隙すき間まから這はい寄ってくる。

　バルドはおもむろに、神器を正せい眼がんに構えた。

　風も炎も青白い蛇へびのような雷光に巻きつかれ、ぎりぎりと締め上げられる。

　バルドが剣を一いつ閃せんすると、一気に破は裂れつする。

　その衝撃で木々は引き裂かれて吹き飛び、隠れ潜んでいた者達の姿が露あらわになる。幾人かはすでに木の下敷きになっていたが、まだ二十人前後が剣を構えている。

　バルドの視線に晒さらされて、思わず白い魔道士達が一歩後退った。

　感情を伴ともなわない紫むらさきの瞳の奥は、鈍にぶく光を放っていた。

　憎ぞう悪おや使命もなく、目の前に縄なわ張ばりを侵おかす敵を見つけた獣の獰どう猛もうな視線。

　白の魔道士達が臆おくしたほんの一瞬の間にバルドが動いた。

　この巨体と見るからに重量のある剣からは、予測できない速さで敵の目前まで迫せまる。

　闘とう志しの塊かたまりである黒い小山に突撃された白の魔道士が、剣を構えて受けようとするが、神器によって砕かれ、その胴どうも叩き潰される。

　同胞の死に対する恐怖を怒りと使し命めい感かんで押し殺して、複数が魔術攻こう撃げきを仕掛けながら襲いかかった。

　しかし、バルドが剣を振るうのが速い。

　雷に撃たれて魔術攻撃は霧む散さんし、次々と彼らは大剣に肉を斬きられ、骨を砕かれる。

　瞬またたく間に十数人の魔道士の白いローブが深しん紅くに染め上げられていく。

　それでもバルドを取り囲かこむ人数は増える一方だった。その人数はいつしか五十を超えていた。

　戦闘と高揚で息を荒くし、低い唸りをこぼしながらバルドは剣を天に掲かかげた。

　指先から一気に魔力を流し込む。

　神器に元より宿やどる魔力と、己おのれの魔力が呼こ応おうして絡からみ合い、熔とける。

　剣より発散される多量の魔力に、ディックハウト方の魔道士達は硬こう直ちよくしていた。あれに立ち向かってはいけないと、身に流れる血が畏怖を訴うつたえている。

　切っ先がばちりと光り、空が割れる。

　バルドがまるで天に命じるかのごとく、咆ほう哮こうと共に神器を振り下ろした。

　そして空から雷の矢が降り注ぐ。

　青白い矢を目にした瞬間には体を貫つらぬかれ、誰ひとりとして逃れられる者はいなかった。

　群がる獲物を狩かり尽つくしたバルドは呼吸をひとつして、空を仰あおぐ。

　頭の芯しんが甘あまく痺しびれてくらくらとするほどの高揚感が一気に押し寄せてくる。

　だけれど、これではまだ足りない。

　もっと強い相手が欲しい。

　どこまでも貪どん欲よくに本能は獲物を求めている。

　その時、無ぶ遠えん慮りよな足音が耳に入ってきてバルドはそちらに視線を向けた。

「リー……？」

　そこにはこの場にいるはずのない相手がいて、驚きと戸と惑まどいに昂たかぶりが鎮しずまった。だが最後に喜びを見つけて、困り果てるのだった。
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　森の中は惨さん憺たんたるものだった。

　リリーは焼け焦こげた白いローブを纏い、倒れ伏す魔道士達を見渡す。ローブの傷いたみ具合を見るだに生存者はいそうにない。

　木々も裂かれてずたずたで、森の中は死し臭しゆうが充じゆう満まんしている。

　雨音がすすり泣きにも聞こえてくる。

　リリーは濡れた土を踏んで一歩ずつ確実にバルドへと向かっていく。どこにいるかはわかる。何かに呼ばれるような感覚がずっとある。それに従えば、必ず彼に会えると確信していた。

　そうして、ついに横たわる骸むくろのただ中でひとり立つ姿が見えてくる。

　漆しつ黒こくの獣。

　初めて出会った時とまるで同じ印象を持つその姿。

　中空を見つめる横顔は、感情の昂ぶりで熱を帯びていた。

「リー……？」

　なぜここにとでも言いたげな目をバルドが向けてきたので、リリーは双剣を抜いた。

「なんで驚いてるの？　出て行ったんだからここにいたって不思議じゃないでしょ」

　声をかけると、バルドはやはりどこか現実感が伴っていない様子で、瞬まばたきをひとつする。

「神器を持って逃げたはず」

　その解答にリリーは双剣の柄を強く握りしめる。

「贋物を持って逃げるなんてすると思うの？　だいたいどこで聞いたのよ、それ」

　いつでも魔力を流し込めるように指先に意識を持っていく。

「……ディックハウト方に潜ませている密みつ偵ていからの情報。贋物と知っていたのはなぜだ」

「自分でもわかんないわ。直感としか言えない。で、それは本物なんでしょ。贋物とは全然違うわね」

　リリーは神器の『剣』が握られているバルドの右手へと目を向けた。

　彼がいつも使っている剣よりさらにひと回り大きな両刃の剣からは、強い魔力も滲にじみ出ていた。一応は魔力を感じるなどという贋物とは明らかに違う、とても強い魔力。

　自分を呼んでいたのはこれだと思った。

　また胸のあたりが火ほ照てってくる。

「まあ、そんなこと、今はどうだっていいわ。あたしもあんたも剣を抜いてる。やることはひとつよね」

　ぬかるんだ地面を蹴けり、リリーは一足跳びにバルドの懐ふところに踏み込んだ。

　さすがにバルドの反応は速く、振り下ろした刃やいばは受け止められる。

　刀身が触ふれ合うと、怖おぞ気けがするほどの魔力を感じた。

　距離を取って視線を合わせれば、バルドの瞳に燻くすぶっていた炎が激しく燃え上がるのがわかる。

　出会った頃と同じだ。

（やっぱり、楽しい）

　刀身同士が触れ合う瞬間、楽しいという感情と勝利への欲よつ求きゆう以外が吹き飛んでしまう。

　リリーは昂ぶってくる感情のままに猛たける深紅の炎を放った。

　神器によってそれはまっぷたつにされるが、間かん髪はつ容いれずに青白い高温の炎の高たか波なみを起こす。

「リー、ここは森。危ない」

　憎らしいほどの余裕で炎を雷で引き裂いてかき消すバルドの懐へと、飛び込んでいく。

　水流を纏わせた右の刀身で大たい剣けんを受け止め、もう片方の切きっ先さきを胸に向ける。

　しかしそう簡かん単たんに届きはしない。バルドが剣を握る手に力を込める。退かねば彼の心臓を貫くより、こちらの剣を砕かれて肩ごと腕が落ちるのが先だ。

　バルドが護った自分の腕。

　ふっと夜会の時を思い出してリリーは一瞬、呼吸を乱される。

「あんたと違って、あたしはいろいろ扱えるから問題ないわよ」

　だがすぐに自分を取り戻して後退すると、笑いながら右の剣に絡みつく水流を解き放つ。押し寄せる水流にバルドが足を踏ん張って、衝撃に備そなえた。

　普ふ段だんの彼なら、雷を水に乗せてくるところだが。

　リリーは違和感を覚えつつ、バルドが完全に護りに入っているのを確信してもう片方の剣から雷を放出する。

　水は足止めと目め眩くらまし。雷は囮。

　バルドが雷撃を剣で受け止める時、リリーはすでに彼の背後にいた。

　即そく座ざに振り返る彼の、神器を握る腕を左の剣から放った炎で縛しばり上げて、もう片方の刃を今度こそ心臓を貫くべく突き出す。

　バルドが体を捻ひねって、切っ先を急所から外した。

　少しでも傷を浅くすませるのが彼の狙ねらいではなかった。リリーが踏んでいた倒とう木ぼくの残ざん骸がいの端はしを、バルドが蹴りつける。

「っ！」

　足下が揺らぎ、リリーは体勢を崩した。立て直そうとする隙すきに心臓を狙っていた剣を持つ右腕を摑つかまれて、引き倒される。

　倒れる時、さらにバルドが体勢を変えて組み伏せられた。右手から剣は取り落としたが、それでも左手はかろうじて柄に指を置いている。

　しかし両肩を骨が軋きしむほどの力で押さえつけられて、魔術を放つのに上手く集中できない。

（まだ勝てる）

　柄に手が触れている限りは、どうにか踏ん張れば魔術を放てる。

　バルドは神器を握っていないものの、すぐに摑める場所にある。だがそれを摑むより自分が速いはずだ。

　骨が砕かれる前にと、歯を食いしばるリリーは顔の上に湿しめった何かが落ちてきて目を瞬しばたたかせた。

　それは炎で焼けて千ち切ぎれたバルドの右腕のローブだった。

　たったあれしきのことで、バルドのローブがこんなことになるはずがない。

「……バルド、魔力、ほとんど空からっぽなんじゃない？」

　魔術も際さい限げんなく使えるわけではない。延えん々えんと走り続けると息切れするのと同じだ。

　攻撃にも魔力を多く使うが、ローブも魔道士の魔力を吸い上げて防ぼう御ぎよとしている。魔力が枯こ渇かつすれば、大したことのない魔術攻撃が致ち命めい傷しようにもなり得る。

　自分と戦う前にあれだけ盛せい大だいな魔術を使ったのだ。いくら神器自体が魔力を持っているとはいえ、魔道士本人も相当消しよう耗もうしたらしい。

「神器は魔力を多く消耗する」

　バルドが荒い息で推測を肯こう定ていする。

　それでも自分は勝てなかった。いや、まだ勝機はある。すでにバルドが自分の肩を押さえる力を弱めている。今ならまだ隙をつける。

　なのになぜか、バルドは自分から戦う術すべを奪ってしまわない。

「離り叛はんしたあたしがここにいるってことは、敵でしょ。演習じゃないのよ。ねえ、なんで、そこでやめるの？　このまま、あたしが剣を持てないようにするべきでしょ!!」

　リリーはバルドに生かされていることが腹立たしくなってきて、声を荒らげた。

　どうして彼はこんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で放っておくのか。

　肩を押さえているバルドの力は跳ねのけられるほど弱く、剣を使わずとも喉のどを食い破やぶれる。まだ自分は負けてはいないのに。

　もはや自分は彼にとっての獲物ですらないのだろうか。

「嫌よ、こんなの嫌……ちゃんと止とどめさしてよ」

　ひくりと喉が鳴って視界が滲にじんだかと思うと、明らかに雨とは違う熱を持った滴しずくが、目め尻じりからこめかみへと流れ出して止まらない。

　一番最初に結んで一番最後まで繫つながっているはずのものまでぷっつりと切れてしまった気がして、リリーは子供のように癇かん癪しやくを起こしていた。

「リー……」

　バルドが戸惑った顔を見せた。リリーはぐっと嗚お咽えつを吞のみ込む。もう彼の腕の力はなく、左手はやすやすと剣の柄を握れた。

　なのに、ここから何をする気にもならなかった。

　負けたくはない。だけれど勝ちたくもない。

　どちらかしかないはずなのに、どうしてどちらでもないのか。

「…………リーのことだけは、離叛しても見逃していいと兄上が仰おつしやった」

　迷子の子供のような顔をしていたバルドが、雨音よりも弱い声でそんなことを言った。

　リリーは呆あつ気けに取られて、バルドを見上げる。

「皇太子殿下？　そんなことしてどうなるっていうのよ」

「ハイゼンベルクが勝てる見込みは低い。ここで闘たたかう理由もないのに、留とどめておいてはいけない」

　ラインハルトの言葉をなぞるバルドが目を伏せる。

「この神器でハイゼンベルクが勝てる保ほ証しようもない。できるなら、ディックハウトにいた方が生き延びられる可能性が高い」

　確かにハイゼンベルクの先行きは暗いままだ。神器の威い力りよくがどれだけあろうと、扱うのはひとりの魔道士。費ついやせる魔力には限度がある。現に今もバルドはすでに魔力が枯渇しかけている。

「全部、皇太子殿下の言う通りに動いてたってわけ？」

　この離叛を仕組んだのもラインハルト本人で、バルドはそれに従っていたと、ただそれだけのことだったらしい。

　バルドは肯定して訥とつ々とつと、ディックハウトがリリーを引き入れられると考えるように、離叛者の疑いがかけられていることを話してみたり、軍内でも居場所がないと思わせるために運び手に監かん視しを命じたりしたと語る。

「なんでよ、なんでそんなこと勝手に決めるのよ！　だいたいあたしは生き延びたいなんて一回も言ってない！　戦いくさが終わったら、戦えなくなったら、あたしにはなんにもないんだから、どっちについたって一緒なんだから……」

　また喉が鳴って、止まっていた涙が溢あふれてくる。こんなに泣いたのは子供の頃ですらなかった。

　悲しいのか、痛いのか、苦しいのか。全部かもしれない。

「リー……」

　バルドが困こまり果はてた顔で、涙を止めようとしているのか頰ほおに触れてくる。伝わる熱が無む性しように懐なつかしくて、もっとちゃんと触れて欲しくなる。

　自分には何もないはずなのに、どうしてとても大事なものを取り戻した気になってしまうのか。

「もう触さわらないで、やだ。あたしのこと、遠くへ追い出すバルドなんか嫌い。大嫌い」

　こんなものを与えておいて、今さらひとりきりで放り出すなんて酷い。

　リリーは大嫌いだと、繰り返しながらバルドの肩を叩いた。そうしていると背中に腕が回されてふっと上半身が浮き上がる。

　そしてそのまま抱き寄せられて、冷えた体が馴染んだぬくりもりに包まれる。

　高い熱を持ったものに、鋼はがねのように頑かたくななものが熔かされてしまう。

「なんで、一緒にいさせてくれないのよ……」

　バルドに縋すがりついて嗚咽で枯かれた喉から掠かすれた声で思わずこぼすと、きつく抱きしめられた。

「……怖かった。リーと戦って勝ちたいのか、最後まで一緒にいて欲しいのか。どれを選んでもリーがいなくなる。リーがいなくなるのはとても怖い。同じいなくなるなら、生きたままいなくなる方がいい」

　すぐ側そばで聞こえる声は淡々としているのに、不安と恐怖で震えている気がした。それにリリーが胸の奥にしまっておいたものが共鳴して浮かび上がってくる。

（あたしも怖かったんだわ）

　戦場も死も怯ひるむものではない。しかしバルドがいなくなるのは怖い。一緒にいられなくなるのがたまらなく怖い。

（いつだってそうだった）

　出会って数カ月経つ頃にはいつの間にかバルドが会いにくるのを待っている自分がいた。待ちきれなくて、自分からバルドに会いに行くようにもなっていた。

　どこにいても中途半端で、居場所を見つけられなかった自分が初めて居心地がいいと思えた場所は彼の傍かたわらだった。

　だけれど、身分があまりにも違いすぎて、いつかなくなってしまうものだとの思いから無意識のうちに執着してはいけないものにしてしまっていた。

　そして、士官学校を出ればすでにハイゼンベルクの終わりが間ま近ぢかに迫っているのを知ってしまった。

「そんなのあたしだって怖いわよ。でも、一緒じゃないのはもっと嫌よ……」

　体を少し離し、リリーは滲んだ視界でバルドを見返す。彼は何も答えずにリリーを見つめて、目尻へと口づけた。

　雨と涙で濡れた頰へふわりと熱が触れて、やがてそれは唇くちびるにたどり着く。

　リリーは重なる吐と息いきに、目を細めた。

　ほんの少し触れられるよりも、抱きしめられるよりも、ずっとずっと確かにバルドの存在を強く感じられる。

（こういうことなのかな）

　リリーは特別の意味をやっと見み出いだし、一いつ瞬しゆん離れた唇を追って自ら口づける。
















（ああ、でもあたしはとっくに知ってた）

　眼まな裏うらにバルドと出会ってからの光景が甦よみがえり、初めて口づけられた日が鮮せん明めいに浮かび上がってくる。

　唇を重ね合わせて、視線を絡めて、自分はバルドがとても特別で、彼も同じだと知った幸福感が、あの不思議な甘い感覚だった。

　なくしてしまうとわかっているものが、特別だなんて知りたくなかった。

　特別なんかじゃないと確かめるふりをして、本当は何度も幸せを感じたくて、何なに気げない日々の戯たわむれに口づけを紛れ込ませていた。

「……俺も、リーと一緒がいい」

　唇が離れて吐息と共に、バルドがそうつぶやくのが聞こえればまた涙がこぼれ落ちる。

「じゃあ、それでいいじゃない。一緒にいよう」

　そうしてふたりはやっと立ち上がって身を寄せ合う。すると、血に汚よごれた骸が真っ先に目に入った。

　ひとつだけではない。周りには無数の遺い骸がいが転がっている。剣に斬られ、砕かれ、雷に撃たれた骸が自分達を取り囲んでいる。

（……あたしはもうバルドから離れない。誰にも邪じや魔まさせない）

　リリーは、骸も倒れた木々も同じにしか見えていないだろうバルドの胸に顔を埋うずめる。

「リー？」

「帰ろう」

　そう声をかけると、不思議そうにしているバルドはただ静かにうなずいた。
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　リリーがバルドと共に森から出る頃には、雨は上がっていた。千切れた雲間は焼け爛ただれているかのように赤い。

　木々からこぼれ落ちる滴も、地に倒れ伏す者達のローブも何もかも夕ゆう映ばえに赤く染まっている。

「ところであたし、このまま軍規違反で懲ちよう罰ばつとかないわよね。さすがに皇太子殿下が便べん宜ぎ図はかってくれるわよね」

　バルドの側に戻ると決めたはいいが、最大の問題はそこだった。

　リリーのためを思ってということで離叛までがラインハルトの計けい略りやくだったなら、戻ると決めた以上は遠えん慮りよなくどうにかしてもらうことにする。

「…………リーは、極ごく秘ひ任務についていた」

「それでいいわね。内部調査のために裏切ったふり。そういうことにしておいてもらうわ」

　ここまで派手に掃討作戦を決行したのだ。その作戦の一部であったことは確かなのだから、いくらでも誤魔化してもらえるはずだ。

　ひとまず雷軍内の裏切り者も数人見つけられた。次の戦に向けての準備と今回の後始末でしばらく忙いそがしくなりそうだ。

「なんだ、無事だったのか。…………戻ってくるのか」

　最初の出迎えはクラウスだった。軍に戻ることを話すと、安心しているようで、心なしか残念そうな顔に見えた。

「カルラは？」

　リリーは任せたカルラのことが気になってクラウスに問う。

「離宮の周辺は何人か生きてたからそいつらと一緒に捕縛して、先に皇都に連れて行った。後始末もあるから、半分はここで泊まり。俺らは帰れるぞ」

「そう。もう移送されたの」

　もう一度ぐらい顔を合わせられないだろうかと思ったが、残念ながらもう無理だろう。この後の処しよ遇ぐうは投とう獄ごくか処刑。前者であればいいが。

　リリーは気にしても仕方がないと、沈みかけた気持ちを引き上げる。

「バルド、一番最初に出ろ。全員行ぎよう儀ぎよく控えてる」

　クラウスが道を空ける向こうには、魔道士達が膝ひざをついて待っていた。そのただ中へバルドが進む。

　リリーはその姿を後ろから見守る。

　魔道士達の表情にあるのは畏い敬けいではなく畏怖だ。誰もが強大すぎる力におののきを隠せずにいる。

　空に向けてバルドが神器の刀身を高く掲げる。ぬらりとした刀身が返す光は赤い。雨で洗い流されているはずなのに、まだ血で濡れているかに見える。

　吸い寄せられるように誰もが天を引き裂いた刀身から目を離せない。

「粛正は我わが右手により相あい成なった。正義は我らにあり」

　熱の籠こもらない声だ。用意された言葉をただ連ねただけ。

　だけれど、他の者には頭上から響く音は獣の唸りに似た雷鳴として耳に轟とどろいているのだろう。

　誰もが身を硬くし、神しん妙みような面おも持もちでいる。同じ表情を見たことがある。

　そう、離宮に集まっていたディックハウトの信奉者だ。

　リリーはバルドの大きな背に目を細める。

　鎖くさりに繫がれた獣だ。

　彼は自分の両手足に繫がれている鎖に気づいているのだろうか。誰がその先を握っているかわかっているのか。

「……嫌いやね。こういうの嫌いだわ」

　歓声が上がる。

　命ある限り忠を尽くし闘うことを誰もが口々に叫び、まるでこれが勝利への大きな一歩であるかのごとく歓かん喜きする。

　質たちの悪い熱病のように、皇都にもこの昂ぶりは伝でん播ぱしていくだろう。

「俺も、だな」

　熱気に包まれる中には入り込めず、リリーとクラウスはひと足先に暗がりがやってくる森の中で留まっていた。
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　ディックハウト信しん奉ぽう者しやの粛しゆく正せいから三日。早々に反はん逆ぎやく者しやの処しよ分ぶんが下されている。あの暴ぼう動どうで百数十人が討うち死に。生き残った者や、暴動には参加しなかったものの正体が知れた者の大半は、己おのれの過あやまちを認め真の皇こう統とうをハイゼンベルクと心を改めるならば投とう獄ごく、そうでなければ処刑の二に択たくを迫せまられた。

　しかし、どちらも選ばずに自決する者が相あい次ついでいるのが現状だ。

「……ダミアンも自決、ね」

　リリーは上がってきた報告を見て無む意い識しきのうちに下した唇くちびるを嚙かむ。

　バシュ伯はく爵しやくは、カルラについては自分の娘ではないと主張した。ダミアンはカルラに唆そそのかされた愚ぐ息そくとして勘かん当どう。ラインハルトはそれを受け入れて、伯爵家自体は降こう格かく処分だけとなった。

「それが狙ねらいなんだろ。さあ、何人生き残るかな」

　リリーの執しつ務む室しつで監かん視しされながら仕事をしているクラウスが長なが椅い子すに横たわる。

「あんた、まだやることあるわよ。帰ってくるの、もうちょっと後にしとけばよかったわ……」

　表向きリリーは軍内での裏うら切ぎり者をあぶり出し、敵てき勢せいに潜せん入にゆうする極ごく秘ひ任にん務むについていたということとなった。

　帰ってきてまず安心した顔を見せたのは『玉ぎよく』と『杖つえ』の統とう率そつ官かんだった。

　たった数日でもバルドとクラウスのお守りがよっぽど大変だったらしく、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だった。

　そして今後ともよろしくと、補ほ佐さ官かんとしての職務を山ほど手渡された。

「帰ってくるのが遅くなればなるほど、仕事は溜たまってると思うけどな」

「ああ、そうね。あんたもまともに仕事してないしね」

　やけくそ気味に返し、リリーは溜まった仕事の山にうんざりする。

　こういう机でじっとしている仕事は自分だって大だい嫌きらいだ。双そう剣けんを持って今すぐ演習場へバルドを引っ張っていきたい。

「リリーは公開処刑、見に行く？」

　ディックハウト信奉者の幹かん部ぶとされる者は、明日には皇こう都と内ないを引き回された上に処刑される。

　勝利の後はひたすら血ち生なま臭ぐさい話題しかない。

「そんな悪あく趣しゆ味みなもの見ないわよ。あんたは見に行かなきゃなんないんじゃないの？」

「まあ、家うちの縁えん者じやといえば縁者だからなあ。ええっと、父上の大おお叔お母ばの従姉いとこの孫娘が嫁とついだ家だっけ……？」

　クラウスの遠すぎる縁えん戚せきである法務官の幹部が、神じん器ぎの移送の話の他にもいくつか機き密みつ事じ項こうをディックハウト方に流したらしい。

　カルラをラインハルトに紹介した人物は伏ふせられている。その人物はディックハウト方に知らぬうちに利用されていたものとラインハルトが判断したらしい。

（そこだけ変よね……）

　確かにカルラがバルドの婚こん約やく者しや候こう補ほになれたのは、その人物のおかげだと言っていた。

　しかし、ラインハルトがそう簡単に騙だまされてくれるはずがない気もするのだが。

（本物の密みつ偵ていかしら）

　ラインハルトが独自にディックハウト信奉者の中に送り込んでいる密偵だとしたら、いろいろ納得がいく。

　ラインハルトといい勝負の、とんだ食わせ者であることには違いない。

「結局、父上の顔に泥を塗ぬっておきたいってことだよな。父上も兄上もバルドが神器を持ち出したこと知らないであたふたしてたよ」

　楽しそうにクラウスが笑って起き上がる。

「バルドも本格的に『雷らい皇こう』に近づいたな。皇都からもあの魔ま術じゆつはよく見えたらしいぞ」

　すでに皇都中にバルドが神器を振るったことは広まっている。狩かり場ばの森一体を覆おおった激はげしい雷らい鳴めいは、皇都の家々を震ふるえさせるほど響ひびいていたらしい。

　そして神器を掲かかげたバルドが凱がい旋せんし、神器によって百人をひとりで粛正したと若じやつ干かんの虚きよ飾しよくと共に喧けん伝でんされた。

　実際に間近で見た魔ま道どう士しの言葉も広がり、あっという間に『雷皇』の名は戦場に出ない者にまで浸しん透とうしている。

　皇都は今、まやかしの希望に浮き足立っていた。

「……皇こう太たい子し殿でん下か、自分が死んだ後どうするか考えてるのかしら」

　どれだけラインハルトが立て直そうと、彼の命は残り短いはずだ。後はバルドがラインハルトの傀儡くぐつから、宰さい相しよう家の傀儡になるだけだ。

　自分が生きている間だけでも、ハイゼンベルクを存続させられたらいいのだろうか。

「自分が死んだ後なんて、どうなったって俺はいいけどなあ」

「まあ、そうよね。ほら、余計なお喋しやべりしてないで手を動かす」

　リリーはクラウスがすっかり仕事からやる気をなくしているのに気づいてねめつける。

「はいはい、やるからそんなに睨にらむなよ」

　クラウスがやる気なさげに仕事を始めて、リリーはため息をつきつつ忙せわしない日常へと戻っていった。
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「で、これが明日までで。こっちはそうね、急がないから後で簡単に目を通しておくだけでいいわ」

　自分の執務室の長椅子に座っているバルドは、リリーがいつも通りにきびきびと職務を遂すい行こうするのを不ふ思し議ぎな気持ちで見る。

　リリーがいなかった数日など幻まぼろしだったのではないかと思う。

「バルド、眠いの？　寝るなら最低限これだけでも終わらせてからにしてよね」

　全く返事をしないでいると、怪け訝げんそうにリリーがいくつかに分けられた書類の小山を指差した。

「リー」

　名前を呼んでみる。

「何よ」

　困った顔で首を傾かしげる彼女はいつも通りだが、雨の中で泣いていた姿が被かぶった。

　バルドはおもむろに隣となりにいるリリーの頰ほおに手を伸べる。しかしさっと避よけられてしまう。

「……髪かみ以外は勝手に触さわっちゃ駄だ目めって言ったでしょ」

　そしてリリーは唇くちびるを尖とがらせて、目め元もとをほんのりと赤く染めるのだ。

　リリーは戻ってきてからはまた触ふれさせてくれなくなった。すでにカルラとの婚約話もなくなって、彼女に触れてはいけない理由はどこにもないはずだ。

　しかし抱き寄せてみたり頰や首に口づけようとしたりすると、なぜだか逃にげてしまう。唇となると断固として拒きよ否ひされた。ついには髪以外は好きに触らせてくれなくなってしまった。

　勝手にしてはいけないならと事前に許可を求めても、いいとは言ってくれない。

　今だって、自分にもたれかかることすらしない。

「リー、俺に触られるのは嫌いやになったか？」

「嫌じゃないの、嫌じゃないけどあたしだって、どうしていいかわかんないんだから聞かないでよ」

　リリーの目元の朱色は瞬またたく間に頰全体に広がっていく。

　まさしく熟うれた果か実じつに似ていてますます美お味いしそうに見えるのに、この仕打ちは酷ひどすぎる気がした。

「……クラウスならいいのか？」

「ちょっと、なんでクラウスが出てくるのよ」

「夜会」

　リリーが戻ってきたのにまだそのことは胸に引っかかっていた。

　彼女は駄目とは言わなかったのだと思うと、やはりまた苛いら々いらとしてくる。リリーがクラウスとふたりきりと聞くと、落ち着かない気分にもなる。

「あ、あれはなんでもないの！　もう触らせないから。バルド以外に触らせない」

　最初は勢いがよかったものの、徐じよ々じよに声を小さくしていったリリーが真っ赤な顔で縮ちぢこまる。

　とはいえ、自分も触らせてもらえないわけだが。

　ほんの少し手を伸ばせば触れられるのに、何もできなくて不満しかない。試ためしに、リリーの口元に手を持っていくが、食いつく気配はまるでない。

　不思議と自分もリリーに嚙みつきたいという欲求はもうほとんどなかった。触れるなら唇や指先で優しくしたい。

「やり直し」

「何が？」

「最初から、リーが嫌がらないことを探さねばならない」

　この七年の間に、大だい丈じよう夫ぶだったものがほとんど駄目になってしまったのだ。また一からやり直さねばならないが、悪い気はしない。

「……うん。そうね。やり直し」

　リリーがバルドの太い腕を両腕で抱えて胸に抱き込む。そのまま腰こしを抱き寄せても嫌がらなかった。

「これはかまわない？」

「……どうしてもっていう時だけ、これはいいわ」

　バルドはなんだかよくわからない基き準じゆんだと思いながらも、腕にすっぽり収まる小さな体を抱きしめたままでいる。

　そしてふたりでしばらく静かに、新しいようで懐なつかしい触れ合い方を身に刻きざんで覚えていく。

「……ねえ、皇太子殿下にあたしのことで何か言われた？」

　ふと硬かたい声で問われて、バルドは目を瞬しばたたかせた。

　ラインハルトにリリーが戻ってくることや、今回の策にも途と中ちゆうで気づいていたことは話したが、戻ってきたのなら仕方ないと受け入れてくれた。

　だから、翌日にはリリーが補佐官として職しよく務むを果たせることになったのだ。

（兄上は、喜んではいなかった）

　あまり受け入れたくはないという顔だったのは確かだ。自分にとって喜ばしいことを、兄が渋しぶるのを見るのは辛い。

　だけれど、これから自分は兄の命めいだとしても伴はん侶りよを迎えることだけはしないのだろうと思う。

　リリー以外に触れたくはない。役目だろうとなんだろうと、嫌なものは嫌なのだ。

　バルドは無む性しようにリリーの存在を感じたくて、抱きしめる力を強める。

　これがどうしても、というものかもしれないが、まだ足りない。唇に触れたいけれど、それを言ったら抱きしめることもまた駄目と言われるかもしれない。

　そのうちまた大丈夫になるかもしれない。一からやり直していれば、また口づけてもよくなる日もいつかくるはずだ。

　もう離れることも、離すこともないのだから。
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　夜の王宮に、リリーはひとり訪おとずれていた。道案内をするのは、ラインハルトの侍じ女じよのエレンだ。

　ラインハルトが信頼し、重ちよう用ようする側そつ近きん。密偵とは彼女ではないだろうかとも思ったが、彼女はひとりで歩くこともままならないラインハルトの側そばから離れられない。

　燭しよく台だいが灯ともされて足あし下もとは明るい廊ろう下かを右へ左へと進んでいく。やがてひとつの部屋へとエレンがリリーを誘いざなう。

　部屋に入ると、紙とインクの匂においが鼻についた。どうやら書庫らしい。整列した書しよ棚だなの奥には長ちよう卓たくや長椅子が置かれて、くつろげる広い空間があった。中庭に面した部屋らしく、壁一面が硝子ガラス張ばりで景け色しきも楽しめるようになっている。

「こんな時間に呼び出してすまなかったね」

　月明かりと一本の蠟ろう燭そくで照らされた場所に、ラインハルトがいた。

「皇太子殿下のご命令とあらば、従したがう以外はありませんので」

　口く調ちようは丁てい寧ねいながらも、リリーはその場で膝ひざを折らなかった。

「君がここに残ることを選んでくれたことに、感謝したいと思ってね」

「本当にそう思ってますか？」

　上うわ辺べだけの言葉にリリーは首を傾げる。

「そうだね、せっかくの逃げる機会を逃のがしてしまったことは残念かな」

　婉えん曲きよくな言い方にいい加減、我慢の限界だった。

「邪じや魔まなら邪魔って、はっきり言えばいいのよ。こんな回りくどい真似して、わざわざ追い出したりしなくても」

　最低限の皇族への礼儀もかなぐり捨て、リリーは足音を響かせてラインハルトに歩み寄る。

「逃がすなんて言っときながら、逃げたら逃げたで始し末まつする気だったでしょう」

　そして上から切っ先を向けるように皇太子を見下ろした。

　この男が離り叛はん者しやを見逃すなどという甘あまい処しよ遇ぐうをするはずがない。ディックハウト信奉者の大量粛正を見ていれば、ありえないことだ。

　あげくにラインハルトは自分を嫌っている。

「君は思っていたより賢かしこいな。しかし、神器が贋にせ物ものだと見破るとは想定外だった。あれは皇族の血を色をつけた硝子に混ぜ込んで作ったものなんだ。魔力を出すために他にも小こ細ざい工くをしているが、よくできていただろう」

「ディックハウトの信奉者が見抜けないぐらいにはね。本物の神器を見た後じゃ、あんなの子供騙しにもならないわよ」

　ラインハルトは不敬を咎とがめることもなく、むしろこの会話を楽しんでいるとすら見えて、リリーはなおさら苛立った。

「そうだな。残念ながら私は見られなかったが、すさまじかったらしいね。期待した以上のものをもたらしてくれた。バルドは本当によくやってくれた」

　バルドではなく、自分自身の策さく略りやくの成功に満足している口ぶりだった。

「あたしがいるとバルドを思い通りにできないと思ってる？」

　ラインハルトがここまでして自分を陥おとしいれたかった理由を訊たずねると、彼は小こ馬ば鹿かにした笑みを浮かべる。

「……あの子がいつまで経ってもまっとうな人間になれないからだよ。獣けもの同士で四六時中馴なれ合われていたら、私がここまで手がけてきた意味がない。君はバルドに悪あく影えい響きようしか与えないから邪魔だ」

　はっきりと言われて、リリーも笑う。

　笑顔が添そえられた小こ綺ぎ麗れいな言葉を聞くよりも、こちらの方が断だん然ぜんわかりやすくていい。

「やっと本ほん音ねが聞けて嬉うれしいわ。結局、自分の思う通りにならないのが嫌なんじゃない。試してみたかったのね、バルドが言いつけ通りにあたしを離叛させるか」

「おおむね、誰もが思う通りに動いてくれたよね。バルドは本当に素す直なおでいい子だ。愚おろかな官かん吏りも神器の移送で目論見もくろみ通り争ってくれた。それでも、神器の運び役はよい忠心を見せてくれた。残念ながら、君を贋の神器の運び役にできなかったのが誤ご算さんだったが、そこから少し計画が狂くるってしまったかな。他の将軍を使って、運び役は潰つぶすつもりだったが」

　そこまでしてこの男は自分を確実に殺したがっていたのかと、リリーは眉まゆを顰ひそめた。

　ただの孤こ児じひとりにかける労力ではない。

「そんなに、あたしが気に食わないの？」

「言っただろう。君はバルドに悪影響しか与えない。なぜ戻ってきた？」

「……誰だれかに自分のことを勝手に決められたくないだけよ」

　誰にも自分のことは決めさせてやらない。バルドにだって選ばせない。

「気まぐれで困こまるな。急に気が変わって戦場で寝返られたら、こちらとしては大だい損そん害がいだ」

　リリーは挑発するような笑みを口元に浮かべて剣を片方だけ抜き、ラインハルトの首元めがけて突き出した。

「……今、あたしの気が変わったらどうするもり？」

　首筋ぎりぎりに刃やいばを沿わせても、ラインハルトは笑みを消さない。剣を抜いた瞬間から、怯おびえる素そ振ぶりも見せていなかった。
















「君は私を殺せない。私はとても弱いからね」

　ラインハルトが頭を動かして首筋を自みずから刃で引き裂さこうとするのに、リリーは反射的に剣を引いた。

　驚おどろきに見開かれたリリーの目を見て、ラインハルトが肩を震わせて笑う。

　完全な敗北だった。

　悔くやしさにリリーは唇を嚙み、無言で剣をしまう。

「君とはまだ長い付き合いになりそうだな。ふたりだけで話ができてよかったよ」

「ふたりきりって言っても、他にお付きがふたりもいるけどね」

　リリーは部屋の奥の書棚に目を向ける。書庫の入り口に控えるエレンの他にもうひとつ、人の気配があった。

　ラインハルトが目を丸くしたのを見て、ささやかながら仕返しはできたとは思ったが、全く気は晴れなかった。

「彼に会ってみるかい？」

　興味がまるでないわけではない。しかし罠わなに足を突っ込んで身動きできなくなるかもと考えると、踏み込んでいいかどうかの躊躇ためらいがあった。

「別にいいわ。話はこれで終わり？」

　訊ねると、退たい出しゆつの許可が下りたのでリリーはそのまま身を翻ひるがえす。入り口ではエレンが張っていた結けつ界かいを解いて扉を開けた。

（気にならないって言ったら噓になるのよね……）

　リリーは書庫を出る時ちらりと振り返ってみる。しかし見えるのは閉まる扉だけだった。
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「あっぶないなあ。リリー、呼んでるなら言ってくださいよ」

　リリーが立ち去り扉が閉まった後、書棚の陰に身を潜ひそめていたクラウスは乱れた鼓こ動どうを抑えてラインハルトの前に現れる。

　ここに呼ばれてなんだろうかと思えば、リリーが現れて本気で焦あせった。

　そもそも気配を消すなどという器用な芸当はできない。特に感覚の鋭するどいリリーを誤ご魔ま化かすなど無理だ。

　リリーにはラインハルトと繫つながっていることは知られたくなかった。今の関係を壊すのはまだ惜おしい。

「ささやかな意い趣しゆ返がえしだ。私の命を聞かなかっただろう。彼女には神器を運ばせる役割を与えるはずだった」

　ラインハルトはにこやかに言っているが、これは相当怒っている。

「バルドと会わせるとどうなるかと思いまして。でも、今回の件で俺も向こうでの立場が際きわどいことになったんだから大目に見てくださいよ」

　クラウスは十年も前からラインハルトの元についている。そして六年前にはディックハウトの信奉者の中へと潜もぐり込んだ。

　立場的にハイゼンベルク方の希少な情報が得られると、向こうからは重ちよう宝ほうされて、今では幹部の中でも重要人物として扱われている。向こうに持って行くのはラインハルトが選えりすぐった代だい償しようだ。

　それによって宰相家周りの者がいくらか潰れた。

　今回の自分の役目は、カルラをラインハルトに取り次つぐことが主おもだった。他は長年目をつけていた幹部の数人を神器の移送の密談に組み込ませ、後はラインハルトの指示に従ってディックハウト方へ流される情報の真しん偽ぎに口くち添ぞえをし、事の流れを整えた。

　それからリリーの離叛の後押しだ。

「今のところはまだ疑われていないだろう。噓うそが信じられているなら問題ない」

　ラインハルトは警戒心が強く、側近は複数いても与える情報を割り振りしているという。側近自身に裏切るつもりがなくとも、もしその者の身近に怪あやしい動きをする者があれば、他の側近に調査させている。

　今回の件でラインハルトがあらかじめ目をつけていたのはダミアンで、彼とクラウスが士し官かん学校時代からのよしみがあるのでクラウスには伏せていた。

　そしてクラウスを通じてダミアンが接せつ触しよくしてきたので、そのまま利用したということらしい。

「まあ、向こうでも俺はまんまと殿下に出し抜かれて疑ぎ惑わくが向いてるんじゃないかって思われてますけどね」

　皇都内のディックハウト信奉者が一いつ掃そうされ、バルドが神器を持てればラインハルトとしてはここで自分を切っても問題ないだろう。

　宰相家の情報を持っているから、自分は向こうでまだ使われているが、ぎりぎりだ。

「もう少し、頑がん張ばってくれ。あちらの情報が全く入らなくなるのも動きづらい」

「で、最後は父上ごと潰すんですか？」

「君は自分がフォーベック家を潰すほどの価か値ちを持っていると思うのか？」

　わかりきったことを訊きかれて、クラウスは長椅子に座り込む。

「……ダミアンと一緒の結末ですかね。まあ、いざとなったら俺は向こうにつきます」

　リリーに話したことは全部、本音だった。ここに残っていてもしょうがないし、逃げられる時に逃げるべきだ。

　だけれど、行きたい所も見つからない。

「好きにしていい。しかし、リリー・アクスの出自がなかなか出てこないのが難なん儀ぎだな。宰相がバルドの婚約者候補に利用してくるかと思ったが」

　出自がここまで出てこなければ、リリーをめぼしい貴族の隠かくし子にでも仕立てることは可能だが、父はリリーに多少の利用価値を考えつつもその手は使おうとしない。

「うっかり兄きよう妹だいで娶めあわせたりしたらって心配してるんじゃないんですか？」

「それはないはずだがな。父上に関しては真っ先に徹てつ底ていして調べた。だが、皇家の血筋が一いつ滴てきたりとも混じっていないかはまだ洗いきれていない。希まれに先祖返りということもあるらしいが」

　思案するラインハルトの杞き憂ゆうはどこにあるのか、なんとなく察しがつく。

「皇家は皇家でも、向こうだったら面めん倒どうですからね。ややこしいのは消すに限るってことですか」

「……君はあまり彼女を消したくないように見えるな。本当に、バルドをけしかけてみたかっただけか？」

　ラインハルトに問われたクラウスは、答を拒きよ否ひした。

　バルドがリリーを殺せるかどうか、見てみたかった。あるいはリリーがバルドを殺せるのか。

　だからリリーが戻ってきた時には落らく胆たんした。バルドはやはり自分より先に大事なものを見つけてしまった。

　だが、嬉しくもあった。

　バルドが七年も飽あきずに執しゆう着ちやくし続けているものに、自分も興味がある。それもやすやすと横から取れない。

　まだもう少し、リリーを見ていたい。

「俺も帰っていいですか？　真ま面じ目めに仕事してないとリリーが怒るんで」

「戻っていい。私も、疲れた」

　そう言うラインハルトの顔は暗がりの中ではわかりづらいが、目をこらせば疲れが見えた。一連の騒そう動どうでずいぶん無理をしていたはずだ。

「そんな体でよくやりますよね。……自分が死んだら、バルドに全部委ゆだねるんですか？」

　いくらなんでもそれは無理だろうと訊ねると、ラインハルトも同じらしくあざ笑う。

「バルドには無理だ。私は生き延のびられる可能性にかけるつもりだ」

　ラインハルトにしては現げん実じつ性せいのあまりない言葉だと思ったが、彼はいたって真面目だった。

「じゃあ、失礼します。エレンもいつもご苦労様」

　無ぶ愛あい想そうにエレンが頭を下げるのを見て、笑顔のひとつでも見せれば可か愛わいいのにとクラウスは思う。

「さて、今日はこれからどうするかな」

　ここからリリーと鉢はち合あわせせずに兵へい舎しやの自分の部屋までこっそり戻るか、それともちょっと顔を見せてみるか。

　クラウスは少し考えてから、何か手て土産みやげでも持って叱しかられてみることにしたのだった。
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　リリーは姿見で自分の格かつ好こうを入念に確認する。今着ているのは、白から濃い水色へと裾すそに行くにつれて色合いが濃くなる薄うす水みず色いろのドレスだ。

　ディックハウト信しん奉ぽう者しやの処刑も全て終わり、血ち生なま臭ぐさい空気を切り替えるために、今夜は王宮で華はなやかな夜会が催もよおされる。そんな事情があるのであまり気乗りはしないが、それでも少しは気晴らしができるように、念入りに着き飾かざってみた。

「準備できたわよ」

「お、綺き麗れいだな。相変わらず、器用だよなあ」

　部屋の外に出ると、正装姿のクラウスが笑う。複雑に編あみ込こまれて小こ粒つぶの真しん珠じゆの髪かみ飾かざりが揺ゆれる髪型に感服するクラウスへ、リリーはそうでしょうと胸を張る。

「リリーは自分がどこかのお嬢じよう様さまだったらって考えないのか？　こんなの座って半分寝てるうちに侍じ女じよがやってくれるぞ」

　その言葉にふとカルラのことを思い出す。彼女は投とう獄ごくされているものの、まだ生きているらしかった。また会えるかもしれないと少し期待してしまう。

「……そういうのは別にいいわ。あたしは自分の好きなようにするの。ほら、あんた女の子待たせてるんだったらさっさと行く」

　一いつ緒しよに行く女の子がいると、前々からクラウスは言っていたはずだ。

「……うっかりふたり同時に約束しちゃってどうするか迷い中」

「本当に、どうしようもない駄だ眼鏡めがねね」

　道理でいつまでもこんな所でうろうろしているわけだ。リリーが呆あきれ果はてていると、廊ろう下かの奥の方からバルドがやってくるのが見える。

「リー、遅い」

「髪まとめるのに時間かかったの。今日は髪も触さわらないでよ。苦労したんだから」

　リリーは反射的にバルドから一歩、身を退ひく。
















　バルドへの想いを自覚し、戻ってきてすぐのことだ。クラウスに一冊の本を贈られた。革かわ張ばりで綺麗な装そう丁ていの本は、すっかり忘れていた例の貴族の子女のための教本だった。

（バルドとの遊びが駄だ目めなわけよね……。ちょっとどころじゃなく間違ってたわ）

　リリーは自分の無知と、教本の中身を思い出してほんのりと肌はだを赤く染める。

　そして自分の想いと正しい知識をきちんと飲み込めてからは、触ふれられるのに抵抗を覚えるようになってしまった。

　いや、抵抗とは少し違う。本当はいつも通りに触ふれて欲しいと思っているのに、いざ近寄られると体が緊張して羞しゆう恥ち心しんが勝ってしまうのだ。あんなに平気だったのに、こんなにも変わってしまったことに自分自身でも戸と惑まどってしまう。

　幸さいわいバルドは自分が嫌いやだということはしないものの、不満げで物欲しそうな視線を向けられるだけでいたたまれなくなる。でも、居い心地ごこちの悪さはない。

　爪つめを嚙かむこともなくなってやっと綺麗になった。かといって、バルドに嚙かみついてじゃれたいとも思わない。結局あれは、漠ばく然ぜんとした不安や恐れから気を紛まぎらわせるためのものだったからかもしれない。

（本当に、一からやり直しだわ）

　そう思ってリリーは淡あわく微笑ほほえむ。

　ふたりでまた一緒に積み重ねていけるものがあるのはただ単純に嬉うれしい。

「髪の代わりに別の所」

「別はもっと駄目」

　交こう渉しようをばっさり切ると、バルドは仕方ないと不満顔で先に歩いて行ってしまう。

（でも、素す直なおに引きすぎなのよね）

　駄目と言っておきながら、あっさりと諦あきらめられてしまうとそれはそれで不満に思ってしまう。本当に、自分がよくわからない。

「女の子を置いていくのは酷ひどいなあ。よし、俺は今日はリリーにするか」

　面おも白しろそうにリリーとバルドを見ていたクラウスが、手を取ってくる。

「その選せん択たく肢しはおかしいでしょ。あたしは付き添そいなんていらないわよ」

　リリーがクラウスの手の甲こうをつねっていると、先に行っていたバルドが引き返してきた。

「クラウスと一緒はいけない」

「そんな怖い顔して睨にらむなよ。冗じよう談だんだって」

　鋭するどい眼がん光こうに射いられて、クラウスが怯ひるんだ。リリーはその様子に苦く笑しようしてバルドと並んで歩き出す。

　バルドは歩ほ調ちようすら合わせてくれない。今日は踵かかとの高い靴くつを履はいているのでなおさら追いつくのが大変だ。

　ふと、バルトが歩調を緩めて、きちんと横にいるか確かめるようにリリーを見下ろす。そして安心した表情を見せて、また勝手にひとりで歩き出した。

　リリーは文もん句くを言わずに、そのままバルドに歩調を合わせる。

　自分はバルドの側そばにいると決めたのだ。けして離れはしないし、離しもしない。

　いつか死がふたりを分かつ、その日がくるまでは──。





〈終〉
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです、天あま海みりくです。

　このたびは本作をお手に取ってくださり、ありがとうございます。猛もう獣じゆう×野や獣じゆうで共依存カップルな主役ふたりのあれこれを楽しんでいただけたらと思います。バトルもあるけど、自分の基準ではバトルものというより、恋愛ものなんですがどうなんでしょう。

　でも一番楽しかったのは女の子ふたりの手て繫つなぎデートを書けたことかもしれない。

　あとはお礼を。

　イラストを担当してくださったLaruhaラルハ先生、派手でかっこいい表紙をありがとうございました。担当編集者様。今回もたくさんお世話になりました。編集部の皆みな様さま、校正様、その他、本作の刊行に携たずさわってくださった方々にお礼申し上げます。最後に読者様。ここまで読んでくださってありがとうございます。楽しんでいただたなら幸いです。

　では、またお会いできることを願っています。


２０１４年８月　天海りく










著者

天海りく

Riku Amami




高知県在住。８月生まれ。

元気だけど明るくない魔法使いの女の子と人見知りでブラコンな皇子様があれこれするお話です。

よろしくお願いします。










イラスト

Laruha

Laruha




ファンタジーバトル物好きにはたまらない、とても素敵で好みど真ん中なお話に絵を描かせていただけて光栄です！

リリーとお友達になりたいです。
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